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【基礎情報】 
 BCH BTC CHZ DAI 

日本語の名称 ビットコインキャッシュ ビットコイン チリーズ ダイ 

現地語の名称 Bitcoin Cash Bitcoin Chiliz Dai 
呼称（日本語の名称と同

じ場合はー表記） − − − − 

ティッカーコード（シンボ

ル） BCH BTC CHZ DAI 

発行開始（年、月、日） 2017年8月1日 2009年1月3日 2018/10/26 2019年11月13日 

時価総額（ドル基準、例：

＄1.000.000） $7,171,212,004 $1,231,907,412,884  $672,831,252  $5,180,228,309 

時価総額（円基準、例：￥

100.000.000） ¥1,073,681,164,439 ¥190,096,911,406,119  ¥100,751,702,995  ¥732,665,595,511  

主な利用目的 送金、決済、投資 送金、決済、投資 

1. ファントークン等の購入におけ
る決済 
2. ファントークン等の二次流通に
おける基軸通貨 
3. 上記の経済圏を背景とした価
値上昇への投資 

価値の貯蔵、交換、価値の尺度、

繰延支払いの基準 

利用制限の有無 なし なし なし なし 
海外流通の有無 あり あり あり あり 
国内流通の有無 あり あり あり あり 
店舗等の利用制限の有

無 なし なし なし なし 

利用制限を行う者の属性 − − − − 

利用制限の内容 − − − − 

一般的な性格 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産。 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 

分散型記録台帳を用いたサービ

スプラットフォームにおける決済

利用のために発行される基軸通

貨 

分散型金融プラットフォームthe 
Sky Ecosystemによって発行さ
れる暗号資産担保型ステーブル

コイン 

法的性格（資金決済法第

2条第5項第１号、第２号
の別 例：第1号） 

第1号 第1号 第1号 第1号 

2 



2号の場合：相互に交換
可能な1号暗号資産の名
称 

− − − − 

発行暗号資産に対する資

産（支払準備資産）の有

無および名称 
なし なし なし あり（ETH、WBTCなどの暗号資

産） 

発行者に対する保有者の

支払請求権（買取請求

権） 
なし なし なし なし 

支払請求（買取請求）によ

る受渡資産 − − − なし 

発行者が保有者に付与

するその他の権利 なし なし なし なし 

発行者に対して保有者が

負う義務 なし なし なし なし 

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 

Vaultと呼ばれるスマートコントラ
クトの仕組みにより1米ドルの価
値を保つように制御されている

が、市場における需要と供給に

よって決定する 
交換（売買）の制限 なし なし なし なし 
価値移転、保有情報を記

録する電子情報処理組織

の形態 
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン 

保有・移転記録台帳の公

開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 

保有・移転記録の秘匿性 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 
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利用者の真正性の確認 
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳する 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳する 

利用者の真正性の確認方法とし

て、CHZはEthereum上で発行さ
れるERC20トークンであるため、
Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲
線暗号を使用することで生成して

いる。 

利用者の真正性の確認方法とし

て、DAIはEthereum上で発行さ
れるERC20トークンであるため、
Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲
線暗号を使用することで生成して

いる。 

価値移転記録の信頼性

確保の仕組み 

Proof of work 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の二重取引を排除するた

めの合意形成方式）の一つであ

り、そのときのナンスのターゲット

以下のブロックハッシュであるブ

ロックを各自のノードが任意に取

り込み、最も計算量の多いチェー

ンを正当と見なす。 

Proof of work 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の不正取引を排除するた

めに、記録者全員が合意する必

要があるが、その合意形成方式）

の1つであり、一定の計算量を実
現したことが確認できた記録者を

管理者と認めることで分散台帳

内の新規取引を記録者全員が承

認する方法 

Proof of Stake Proof of Stake 

誕生時に技術的なベース

となったコインの有無とそ

の名称 
（アルトコインのみ） 

BTC − ETH ETH 
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【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】 
 BCH BTC CHZ DAI 

取引単位の呼称 

1 BCH= 1,000m BCH  ｍ：
ミリ 
1 m BCH=1,000μ BCH  μ：
ミクロン 
1 μ BCH=1bits bits：
ビッツ 
1 bits=100satoshi 

1 BTC = 1,000 m BTC  ｍ：
ミリ 
1 m BTC=1,000 μ BTC  μ：
ミクロン 
1 μ BTC=1 bits bits：
ビッツ 
1 bits=100 satoshi 

CHZ DAI 

保有・移転記録の最低単

位 
1 satoshi （ = 0.00000001 BCH
） 1 satoshi ( = 0.00000001 BTC) 0.000000000000000001 CHZ 小数点以下18桁（decimals-18） 

交換可能な通貨又は暗

号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 

交換制限 なし なし なし なし 
制限内容 - - - なし 

交換市場の有無 あり あり あり あり 

価値が連動する資産等の

有無 なし なし なし あり 

価値連動する資産等の名

称 − − − USD 

価値連動する資産等の内

容 − − − 米ドル 

価値連動する資産との交

換の可否 − − − 不可 

価値連動する資産との交

換比率 − − − − 

価値連動する資産との交

換条件 − − − − 

その他の付加価値（サー

ビス）の有無 なし なし あり なし 
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付加価値（サービス）の内

容 − − 

Ethererum上で発行されるCHZ（
ERC-20準拠）をEthererum 
Main Chainにロックすることによ
り、独自ネットワーク上で展開さ

れている「Socios」内でファントー
クンの購入、「Chiliz Exchange」
における基軸通貨としての利用

が可能。 
 
※Sociosでは、スポーツクラブの
ファントークン販売が行われ、

ユーザーはCHZを用いて購入す
ることができる。 

ー 

過去3年間の付加価値
（サービス）の提供状況 − − 

サービスは安定的に提供されて

いる 
 
「Chiliz Exchange 
https://www.chiliz.net/ 
 
「Socios」 
https://www.socios.com/ 

ー 
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【発行状況】 
 BCH BTC CHZ DAI 

発行者 なし なし あり 不特定多数の利用者が担保資産

をもとに発行 

発行主体の名称 プログラムによる自動発行 プログラムによる自動発行 HX Entertainment Ltd. ー 

発行主体の所在地 − − 14 East, Sliema Road, Gzira 
GZR 1639, Malta ー 

発行主体の属性等 − − 営利企業 ー 

発行主体概要 
不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

発行主体であるHX 
Entertainment Ltd.は、ファン
トークンエコノミーを実現するアプ

リSociosの運営に用いられるブ
ロックチェーンプラットフォーム

Chilizを提供し、プラットフォーム
における通貨としてCHZを発行し
ている。 

ー 

発行暗号資産の信用力

に関する説明 

最も計算量の多いチェーンを正

当とみなす作業証明により信用

を担保している 

多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み 
ブロックチェーンによる保有・移転

管理台帳による記録管理と重層

化した暗号化技術による記録の

保全能力 
保有・移転管理台帳の公開 
暗号化技術による保有者個人情

報の秘匿性 

CHZは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、CHZは実際にホワイトペー
パー通りに運営されており、記録

者による記録が継続され、市場で

取引されているという実績があ

る。 

DAIは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、DAIは実際にホワイトペー
パー通りに運営されており、記録

者による記録が継続され、市場で

取引されているという実績があ

る。 

発行方法 
分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

ERC20トークンとして、
8,888,888,888 CHZが
Ethereumブロックチェーン上で

Vaultと呼ばれるスマートコントラ
クトを通じて不特定多数の利用者

が暗号資産を担保にDAIを発行 
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者への対価・代償として発行され

る暗号資産 
者への対価・代償として発行され

る暗号資産 
全量発行された。 

発行可能数 20,999,999.9769 BCH 20,999,999.9769 BTC 8,888,888,888 CHZ 上限なし 

発行可能数の変更可否 可 可 不可 ー 

変更方法 発行プログラムの変更 発行プログラムの変更 − ー 

変更の制約条件 

分散型保有・移転管理台帳の記

録者の95％以上の同意及び記
録者によるプログラム修正の実

施 

分散型保有・移転管理台帳の記

録者の95％以上の同意及び記
録者によるプログラム修正の実

施 

− ー 

発行済み数量 19,775,340 BCH 19,698,031 BTC 8,888,888,888 CHZ 5,182,564,649 DAI 

今後の発行予定または発

行条件 − 

・1ブロックを更新するごとに
6.25BTCを新規発行している 
・210,000ブロックの更新を終え
るごとに1ブロック更新による新規
発行数が半減する仕組みとなっ

ている 
・2024年5月14日時点でのブロッ
ク数＝843,430個 
（データ取得元）https://btc.com/ 
およそ10分に1ブロックを更新し
ており、日本時間2024年4月20
日に半減期を迎え1ブロック更新
当たり新規発行数が6.25BTCか
ら3.125BTCとなっている。 

なし 
計画的な発行予定はないが、

Vaultに預け入れられた暗号資産
の量に応じて発行される 

過去３年間の発行状況 − 

約996,056,250 BTC 
データ取得元： 
https://www.blockchain.com/ex
plorer/charts/total-bitcoins 
 

なし Vaultに預け入れられた暗号資産
の量に応じて発行されている 

過去３年間の発行理由 ブロック生成時に発行 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行 

− 不特定多数の利用者の需要によ

る 
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過去３年間の償却状況 − − 

約65,406,454CHZが償却され
た。 
以下のURLにて確認が可能 
https://etherscan.io/token/0x35
06424f91fd33084466f402d5d9
7f05f8e3b4af?a=0x000000000
000000000000000000000000
000dead 

Vaultから引き出された暗号資産
の量に応じて償却されている 

過去３年間の償却理由 − − 価値の向上によるエコシステム

の強化のため 
不特定多数の利用者の需要によ

る 
発行者の行う発行業務に

対する監査の有無 − − なし なし 

監査を実施する者の氏名

又は名称 − − − ー 

直近時点で行われた監査

年月日 − − − ー 

直近時点における監査結

果 − − − ー 
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【価値移転記録台帳に係る技術】 
 BCH BTC CHZ DAI 

ブロックチェーン技術の利

用の有無 あり あり あり あり 

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン 
ブロックチェーン技術を利

用しない場合には、その

名称 
− − − ー 

利用するブロックチェーン

技術以外の技術の内容 − − − ー 

価値移転認証の仕組み 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 
価値記録公開/非公開の
別 公開 公開 公開 公開 

保有者個人データの秘匿

性の有無 あり あり あり あり 

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンソース・ネットワークの脆

弱性に対し、暗号により連鎖する

台帳群（ブロックチェーン）を用

い、難易度の高い作業証明の蓄

積されたチェーンが選択されるこ

とがコンセンサスアルゴリズムに

よって規定されており、データ改

竄の動機を排除し、信頼性を確

保している。 

オープンソース・ネットワークの脆

弱性に対し、暗号により連鎖する

台帳群（ブロックチェーン）を用

い、難易度の高い作業証明の蓄

積されたチェーンが選択されるこ

とがBitcoinのコンセンサスアルゴ
リズムによって規定されており、

データ改竄の動機を排除し、信頼

性を確保している。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,072,401であり（2024年
10月17日現在）、世界各地に分
布されており、価値移転ネット

ワークは分散性が高い。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,000,457であり（2024年
4月30日現在）、世界各地に分布
しており、価値移転ネットワーク

は分散性が高い。 
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【価値移転の記録者】 
 BCH BTC CHZ DAI 

記録者の数 

不定のため直近24時間・48時
間・4日に機能した記録者数とし
て以下を参照 
https://bch.btc.com/stats/pool?
pool_mode=year 

不定だが主なPoolとそのシェア
に関しては以下を参照 
https://www.blockchain.com/ch
arts/pools 

Ethereumブロックチェーン上に
発行されるERC20トークンである
ため、記録者に関する情報は

Ethereumに依存する。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年10月17日）​
1,072,401​
https://beaconcha.in/validators
#active 

Ethereumブロックチェーン上に
発行されるERC20トークンである
ため、記録者に関する情報は

Ethereumに依存する。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年05月14日）​
1,010,155​
https://beaconcha.in/validators
#active 

記録者の分布状況 アメリカ、アジア、ヨーロッパなど アメリカ、中国、カナダ、カザフス

タンなど 
米国、ドイツ、カナダ、ロシ

ア、英国など 
米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など 

記録者の主な属性 誰でも自由に記録者になることが

できる 
誰でも自由に記録者になることが

できる 

不特定。バリデータソフトウェ

アを有効化するために32 
ETHをデポジット（ステーキン
グ）することで誰でも自由に

記録者になることができる。 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保

管する台帳の修正を自ら行う 
記録者が合意し、各記録者が保

管する台帳の修正を自ら行う 

トランザクションが記録者に

よって承認されると修正を行

うことはできない。 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 
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記録者の信用力に関する

説明 

作業証明(Proof of Work)が最も
多いチェーンが正しいという合意

によって信用が維持されている 

記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによって、

個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのもの

を信用の基礎としている 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている 

価値移転の管理状況に

対する監査の有無 − ー あり あり 

監査を実施する者の氏名

又は名称 − − 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

直近時点で行われた監査

年月日 − − 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 

その監査結果 − − 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 
 

（統括者に関する情報） ー ー −  

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし 

統括者の名称 − − − ー 

統括者の所在地 − − − ー 

統括者の属性 − − − ー 

統括者の概要 − − − ー 
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【暗号資産に内在するリスク】 
 BCH BTC CHZ DAI 

価値移転ネットワークの脆

弱性に関する特記事項 

多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用いる

ことによって、記録台帳の改竄お

よびブロックチェーンデータの改

変が可能になる 

多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用いる

ことによって、記録台帳を改竄す

ることができる脆弱性があり、

51%攻撃とも呼ばれる 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

発行者の破たんによる価

値喪失の可能性に関する

特記事項 
なし 

BTC価格の下落（対法定通貨）
等に起因したマイナー撤退によ

り、ハッシュパワーが低下し、セ

キュリティ低下を招く可能性があ

る 

CHZの発行者であるHX 
Entertainment Ltd.は、開発を
リードしている組織であるため、

破綻により開発が遅延又は停止

した場合、価値が毀損する可能

性がある。ただし、CHZが利用さ
れるChilizプロジェクトは、サッ
カーにおける欧州のトップクラブ

や各国代表チームに加えてFIA 
Formula1のコンストラクター、有
名eSportsチームが複数参加す
るなどプラットフォームとして拡大

を続けており、当面発行者の破た

んの可能性は低いと考えられる。 

ガバナンスを担うthe Sky 
Ecosystemが破綻した場合、
DAIの発行・償却を行うコントラク
トが適切に管理されない不安か

ら価値が喪失する可能性が考え

られる。ただし、the Sky 
EcosystemはFoundation解散
後もガバナンスが維持されてお

り、裏付けとなる暗号資産もス

マートコントラクトに過剰担保され

ているため、価値喪失に至る可

能性は低いと考えられる。 

価値移転記録者の破たん

による価値喪失の可能性

に関する特記事項 
ー − 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（24年4月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（24年4月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 
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移転の記録が遅延する可

能性に関する特記事項 
ブロック生成が遅れることによっ

て記録遅延が生じる。 

マイニングに参加するマイナーが

少ないもしくは全くいなくなった場

合、移転の記録が遅延もしくは進

行しない恐れがある 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

プログラムの不具合によ

るリスク等 に関する特記
事項 

現時点ではプログラムが適正に

機能し、所有データの改竄、同一

のBitcoin Cashの異なる者との
取引、複数の所有者が同一の

Bitcoin Cashを同時に保有する
状況などの不適切な状態に陥る

ことを排除しているが、未検出の

プログラムの脆弱性やプログラム

更新などにより新たに生じた脆弱

性を利用し、データが改竄され、

価値移転の記録が異常な状態に

陥る可能性がある。 

現時点ではプログラムが適正に

機能し、所有データの改竄、同一

のBitcoinの異なる者との取引、
複数の所有者が同一のBitcoin 
を同時に保有する状況などの不

適切な状態に陥ることを排除して

いるが、未検出のプログラムの脆

弱性やプログラム更新などにより

新たに生じた脆弱性を利用し、

データが改竄され、価値移転の

記録が異常な状態に陥る可能性

がある。 

Ethereum上にデプロイされた
CHZのコントラクトに脆弱性が
あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。ただし、こ

れはスマートコントラクトの脆弱性

に起因しており、またこれらはそ

の他のERC20系暗号資産にも
当てはまり、CHZ固有の懸念点
ではない。 

Ethereum上にデプロイされた
DAIのコントラクトに脆弱性があっ
た場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。ただし、これは

スマートコントラクトの脆弱性に起

因しており、またこれらはその他

のERC20系暗号資産にも当ては
まり、DAI固有の懸念点ではな
い。 

過去に発生したプログラ

ムの不具合の発生状況に

関する特記事項 

2019年5月15日ハードフォーク
後バグ発生 
https://cc.minkabu.jp/news/25
57 

2018年9月に無限増殖バグ等が
発見され、Bitcoinが無限に発行
できる危険性があったが、既に解

消されている 
https://coinpost.jp/?p=47597 

CHZとしては不具合の発生は確
認されなかった。 
 
Ethereumにおいて2020年11月
11日、コンセンサスアルゴリズム
に関連するバグによって一時的

に約30ブロックの間スプリットが
発生したが、翌日にはソースコー

ドの修正が完了している。この

際、一部のサービスプロバイダが

一時的にサービス提供を停止し

たことが確認できた。 
CHZへの影響はない 

DAIにおいては2019年10月頃、
清算発生中に任意の数量のDAI
が発行可能となるコードの実装準

備が進められていたが、テスト段

階で発見・修正されている。 
 
DAIの基盤となるEthereumにお
いては2020年11月11日、コンセ
ンサスアルゴリズムに関連する

バグによって一時的に約30ブ
ロックの間スプリットが発生した

が、翌日にはソースコードの修正

が完了している。この際、一部の

サービスプロバイダが一時的に

サービス提供を停止したことが確

認できた。 
 
Ethereumにおいて2023年5月
12日、ブロックのファイナライズ
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が約30分間遅延する障害が発生
したが、DAIへの影響は確認でき
なかった。 

非互換性のアップデート

(ハードフォーク）の状況 

2018年11月16日 ABC系とSV
系の分裂 
2020年11月15日 ABC系と
Bitcoin Cash Node(BCHN)の
分裂 

2017年8月1日 ビットコインキャッ
シュ（BCH）  
2017年10月24日 ビットコイン

ゴールド（BTG） 
2017年11月24日 ビットコインダ

イヤモンド（BCD） 
2017年12月12日 スーパービッ

トコイン（SBTC） 
2017年12月18日 ライトニング

ビットコイン（LBTC） 
2017年12月27日 ビットコイン

ゴッド（GOD） 

CHZの基盤となるEthereumにお
いて次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。ただし、
CHZはEthereumのみサポートし
ている。 

DAIの基盤となるEthereumにお
いて次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。ただし、
DAIはEthereumのみサポートし
ている。 

今後の非互換性アップ

デート予定 なし なし 
アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る。 

アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る。 
正常な稼働に影響を与え

たサイバー攻撃の履歴 とくになし。 とくになし。 とくになし。 とくになし。 
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【基礎情報】 
 DOT ETC ETH FLR 

日本語の名称 ポルカドット/ドット イーサリアム クラシック イーサリアム フレア 
現地語の名称 Polkadot / DOT Ethereum Classic Ethereum Flare 
呼称（日本語の名称と同

じ場合はー表記） − − − − 

ティッカーコード（シンボ

ル） DOT ETC ETH FLR 

発行開始（年、月、日） 2020年5月26日 (メインネット
ローンチ日) 2016年7月20日 2015年7月30日 2022年7月14日（メインネット

ローンチ） 
時価総額（ドル基準、例：

＄1.000.000） $7,166,783,017 $2,476,712,730 
（2025年6月27日現在） $331,963,351,937 $1,496,516,430 

時価総額（円基準、例：￥

100.000.000） ¥1,034,632,630,197 ¥356,264.858,104 
（2025年6月27日現在） ¥47,707,128,850,425 ¥226,490,283,846 

主な利用目的 ステーキング、ガバナンスへの参

加 送金、決済、スマートコントラクト 送金、決済、スマートコントラクト 

FXRP（Flare Networks上の
XRP）発行時の担保、Flare 
Time Series Oracle (FTSO)
データ提供者へのデリゲート報

酬、ガバナンス参加 
利用制限の有無 なし なし なし なし 
海外流通の有無 あり あり あり あり 
国内流通の有無 あり あり あり あり 
店舗等の利用制限の有

無 なし なし なし なし 

利用制限を行う者の属性 − − − − 
利用制限の内容 − − − − 

一般的な性格 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 

・分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 
・分散型アプリケーションが動作

する実行環境の役割を果たす特

徴を持つ 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産。 
分散型アプリケーションが動作す

る実行環境の役割を果たす特徴

を持つ。 

FLRは、FXRP（Flare Networks
上のXRP）発行時の担保やガバ
ナンス投票に使用される暗号資

産。 

法的性格（資金決済法第

2条第5項第１号、第２号
の別 例：第1号） 

第1号 第1号 第1号 第1号 
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2号の場合：相互に交換
可能な1号暗号資産の名
称 

− − − − 

発行暗号資産に対する資

産（支払準備資産）の有

無および名称 
なし なし なし なし 

発行者に対する保有者の

支払請求権（買取請求

権） 
なし なし なし なし 

支払請求（買取請求）によ

る受渡資産 − − − − 

発行者が保有者に付与

するその他の権利 なし なし なし なし 

発行者に対して保有者が

負う義務 なし なし なし なし 

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 
交換（売買）の制限 なし なし なし なし 
価値移転、保有情報を記

録する電子情報処理組織

の形態 
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン 

保有・移転記録台帳の公

開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 

保有・移転記録の秘匿性 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

利用者の真正性の確認 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳す

る。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳する 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データを特定することで真

正性の確認が可能。真正性の確

認に必要な公開鍵は、ランダム

に生成された秘密鍵を

secp256k1による楕円曲線暗号
を使用することで生成している。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳す

る。 
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価値移転記録の信頼性

確保の仕組み 

Nominated Proof of Stake 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の二重取引を排除するた

めの合意形成方式）の一つであ

り、記録者は報酬を得るために

DOTをステーキングしており、記
録者が合理的な価値移転記録を

行うようなインセンティブ設計に

よって信頼性を確保している。 

Proof of Work 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の不正取引を排除するた

めに、記録者全員が合意する必

要があるが、その合意形成方式）

の一つであり、一定の計算量を

実現したことが確認できた記録者

を管理者と認めることで分散台帳

内の新規取引を記録者全員が承

認する方法。 

Proof of Stake Avalanche Consensus 

誕生時に技術的なベース

となったコインの有無とそ

の名称 
（アルトコインのみ） 

− ETH − AVAX 
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【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】 
 DOT ETC ETH FLR 

取引単位の呼称 DOT wei = 0.000000000000000001 
ETC 

finney=0.001ETH 
szabo=0.000001ETH 
wei=0.000000000000000001E
TH 

FLR 

保有・移転記録の最低単

位 0.0000000001DOT(=1 Planck) 1 wei （= 
0.000000000000000001 ETC） 

1wei 
(=0.000000000000000001 
ETH) 

0.000000000000000001 FLR 

交換可能な通貨又は暗

号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 

交換制限 なし なし なし なし 
制限内容 - - - - 
交換市場の有無 あり あり あり あり 
価値が連動する資産等の

有無 なし なし なし なし 

価値連動する資産等の名

称 − − − − 

価値連動する資産等の内

容 − − − − 

価値連動する資産との交

換の可否 − − − − 

価値連動する資産との交

換比率 − − − − 

価値連動する資産との交

換条件 − − − − 

その他の付加価値（サー

ビス）の有無 あり あり あり あり 

付加価値（サービス）の内

容 

ネイティブトークンであるDOTを
ステーキングすることにより、ガ

バナンスに参加したり、Polkadot
の運用に参加し報酬を得たりでき

る 

Ethereum Classicネットワーク
上でのスマートコントラクトの記録

と実行 

Ethereumネットワーク上でのス
マートコントラクトの記録と実行 

FLRは、他ネットワークのトークン
をトラストレスにFlareネットワーク
上で発行するための担保として

使用できる。 

過去3年間の付加価値
（サービス）の提供状況 

下記サイトで公開されている 
https://polkadot.network/launc
h-roadmap/ 

2020年8月に51%攻撃により不
安定化したが、その後は安定して

いる。 
安定してサービスが続いている − 
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【発行状況】 
 DOT ETC ETH FLR 

発行者 

初期発行はWeb3財団。以降は
プログラムによる自動発行が行

われている（以下は初期発行時

の情報を記す） 

プログラムによる自動発行 あり あり 

発行主体の名称 Web3財団 - Ethereum Foundation Flare Foundation 

発行主体の所在地 Reiffergässli 4 6300 Zug 
Switzerland − スイス連邦ツーク州 Netherlands, Keizersgracht 

391A, 1016 EJ Amsterdam 

発行主体の属性等 非営利団体 − 次世代の分散型アプリケーション

の開発 非営利団体 

発行主体概要 

発行主体であるWeb3財団は、
分散型Webソフトウェアプロトコ
ル用の最先端のアプリケーション

を育成することをミッションとして

掲げ、現在のウェブの世界（

Web2.0）より進んだ新しいウェブ
の世界（Web3.0）を提供すること
を目的として2017年に設立され
た。 

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

Flare Foundationは、Flare エコ
システムの成長と分散化の推進

に対して責任を負う非営利団体。 

発行暗号資産の信用力

に関する説明 

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み 
・ブロックチェーンによる保有・移

転管理台帳による記録管理と重

層化した暗号化技術による記録

の保全能力 
・保有・移転管理台帳の公開 
・暗号化技術による保有者個人

情報の秘匿性 

多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み。 
ブロックチェーンによる保有・移転

管理台帳による記録管理と重層

化した暗号化技術による記録の

保全能力 
保有・移転管理台帳の公開 
暗号化技術による保有者個人情

報の秘匿性 

多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組みと、ブロックチェーンによる保

有・移転記録の管理とその記録

の公開によって信用力を高めて

いる。 

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み 
・ブロックチェーンによる保有・移

転管理台帳による記録管理と暗

号化技術による記録の保全能力 
・保有・移転管理台帳の 

発行方法 

プログラムによる自動発行。ス

テーキングされているDOTの数
量に応じて、新規発行数量が自

動調整される仕組みが実装され

ている。 

初期発行と、分散型の価値保有・

価値移転の台帳データ維持のた

めの、暗号計算および価値記録

を行う記録者への対価・代償とし

てプログラムにより自動発行 

初期発行と、分散型の価値保有・

価値移転の台帳データ維持のた

めの、価値記録を行う記録者へ

の対価・代償としてプログラムに

より自動発行 

Flare Networkでは、メインネット
ローンチ時に1,000億FLRが発
行された。 
さらに、オラクル情報提供者への

報酬として追加発行されている。 
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発行可能数 上限なし 210,700,000 ETC 未定 上限なし 

発行可能数の変更可否 
ガバナンスにより提案・可決され

ることで、発行上限が設けられる

可能性はある 
不可 不可 可能 

変更方法 ガバナンスに変更を提案し、それ

が可決される − − ガバナンス投票 

変更の制約条件 

トークン保有者の投票で過半数

の賛成を得る必要がある。 
ただし、提案の仕方によって過半

数の定義は異なる。 

− − 

ガバナンス投票は議題によって

Simple Majority、Super 
Majority、Super Super Majority
の3つの段階に分類される。ま
た、段階に応じて定足数と可決に

必要な投票率が定められてい

る。FLRの追加発行はSuper 
Super Majorityに分類され、
80%の定足数と投票率70%が可
決の条件となっている。 

発行済み数量 1.485B DOT (2024/8/26時点) 152,476,021.370 ETC 
(2025/6/27時点) 120,298,356 ETH 101,917,591,742 FLR 

(2024/4/30時点) 

今後の発行予定または発

行条件 

Polkadotのリレーチェーン、パラ
チェーンそれぞれにステーキング

されるDOTと、流動的なDOT数
量の比率が 3:2:1となることが目
標とされている。なお、パラチェー

ンとの接続が完了していない現

時点では、75％のDOTが
Polkadotのリレーチェーンに対し
てステークされることが目標と

なっている。 

500万ブロックごとに1ブロック生
成時の発行数が20%減少する。 
 
2025年6月時点ではブロック数
が2,000万ブロックに達し、1ブ
ロック生成時の発行数が

2.048ETCとなっている。 
 

PoSによるステーキング報酬とし
て、およそ年率3%程度のインフ
レ率で発行される 

ガバナンスによって決定されたイ

ンフレ率に基づいてオラクル情報

提供者に対して付与される。 

過去３年間の発行状況 

・初期発行：10,000,000 DOT 
・トークン分割：2020年8月21日
にトークン分割を行い、1 DOT 
(old) = 100 DOT (new)の変換
が行われた。 
 
2020年5月26日に行われた初期
発行から年10%のペースで追加
発行が行われていたが、2024年
11月17日より、インフレ率は8％

2025/6/27時点で 
152,476,021.370 ETC発行済
み 

2024/4/30時点で
122,056,400.22 ETH発行済み 

初期発行：1,000億 FLR 
オラクル情報提供者への報酬 
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に変更されており、2024年11月
28日時点で、1.523B DOT が発
行済みとなっている。 

過去３年間の発行理由 ICO、ステーキング報酬 ブロック生成時に発行 ブロック生成時に発行 初期発行、オラクル情報提供者

への報酬 

過去３年間の償却状況 なし なし EIP-1559実装から4,282,126 
ETHが償却されている 

2026年1月まで毎月
66,293,390.06 FLRがバーンさ
れる。 

過去３年間の償却理由 − − 

EIP–1559（優先手数料は引き続
きバリデータに支払われる一方、

基本手数料は償却する扱いに変

更するメカニズムの実装）が導入

されており、取引手数料の一部

が償却されている 

− 

発行者の行う発行業務に

対する監査の有無 なし − なし なし 

監査を実施する者の氏名

又は名称 − − − - 

直近時点で行われた監査

年月日 − − − - 

直近時点における監査結

果 − − − - 
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【価値移転記録台帳に係る技術】 
 DOT ETC ETH FLR 

ブロックチェーン技術の利

用の有無 あり あり あり あり 

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 
ブロックチェーン技術を利

用しない場合には、その

名称 
− − − − 

利用するブロックチェーン

技術以外の技術の内容 − − − − 

価値移転認証の仕組み 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する 
価値記録公開/非公開の
別 公開 公開 公開 公開 

保有者個人データの秘匿

性の有無 あり あり あり あり 

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決と承認者による確

認を経て移転記録が認証される

仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排

除し、信頼性を確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェーン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,068,497であり（2024年
8月26日現在）、世界各地に分布
しており、価値移転ネットワーク

は分散性が高い。 

Flareネットワークは、ノードとして
誰でも簡単に参加することがで

き、完全に独立した意思決定者と

して価値移転認証を行うことがで

きる 
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【価値移転の記録者】 
 DOT ETC ETH FLR 

記録者の数 
297（2024/8/26時点） 
https://polkadot.subscan.io/vali
dator 

43団体 
https://miningpoolstats.stream/
ethereumclassic（2025年6月27
日現在） 

1,068,497​
（2024年8月26日現在） 

96 
（2024年4月30日現在） 
https://mainnet.flarescan.com/
validators 

記録者の分布状況 アジア、ヨーロッパ、アメリカなど。 アメリカ、オランダ、イギリス、ス
ウェーデンなどに分散している 

米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など 不特定 

記録者の主な属性 
報酬を得るためにステーキング

活動を行っているステーキング

プール及びプール参加者である 
不特定 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

不特定 
Flare Networkの記録者はFlare 
Time Series Oracle（FTSO）と
呼ばれるオラクルにデータ提供も

行う。 

記録の修正方法 

ポルカドットでは、記録者としてガ

バナンスに参加する際にDOTを
ロックアップ（ステーク）する必要

があるため、他の記録者と結託

し、悪意を持ってブロックチェーン

の改ざん等を試みた場合、ポル

カドット及びロックアップしたDOT
の価値毀損を伴う可能性があ

る。 
 
また、ロックアップしたDOTを没
収するスラッシュという仕組みが

実装されている。したがって、記

録者がコンセンサスアルゴリズム

に従って正常な記録承認作業を

行うことが合理化されるよう設計

されている。 

ETCは「Code of law」を原則とし
ているため、各記録者が保管す

る台帳の修正は行わない。 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

取引が一旦記録されると、取引

は変更することができない。承認

された送金はキャンセルすること

ができないので、その送金を無効

とするためには反対の取引を別

途行う必要がある。それらの履歴

は全てブロックチェーン上に記録

される。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによって、

個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのもの

を信用の基礎としている。 

記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによって、

個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのもの

を信用の基礎としている。 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

記録者は一定の要件を満たすこ

とで誰でも参加することができ

る。また、記録者は個別に信頼で

きるノードを選択できるため、ビザ

ンチン耐性が高いと言える。 
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なっている 
価値移転の管理状況に

対する監査の有無 なし なし あり あり 

監査を実施する者の氏名

又は名称 − − 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

Trail of Bits 

直近時点で行われた監査

年月日 − − 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 

2022年7月1日 

その監査結果 − − 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 

ー 

（統括者に関する情報）  − ー - 
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし 
統括者の名称 − − − − 
統括者の所在地 − − − − 
統括者の属性 − − − − 
統括者の概要 − − − − 
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【暗号資産に内在するリスク】 
 DOT ETC ETH FLR 

価値移転ネットワークの

脆弱性に関する特記事項 

Nominated Proof of Stake（
NPoS）コンセンサスアルゴリズム
の下では、記録者が結託して1/3
以上の投票力を獲得した場合、

妨害することが可能であるが、記

録者が十分に分散している状況

では妨害は発生しにくいものと考

えられる。 

多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用いる

ことによって、記録台帳を改竄す

ることは可能である。 
 
しかし発行プログラムを改変する

ことはできない。 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

価値移転ネットワークの仕組み

対して、ノードのFLRの保有数や
担保数は直接的に関係していな

いため、51%攻撃やシビル攻撃
耐性を有する。また、各ノードは

事前に信頼できないノードを決定

することによって、万一ノードに

ネットワーク障害が発生した場合

であっても価値移転ネットワーク

を問題なく行うことができる。 

発行者の破たんによる価

値喪失の可能性に関する

特記事項 

正常に価値が記録されなくなるこ

とによる価値の損失を懸念して価

格が下がる可能性はあるが、

Polkadotは世界中に記録者が分
散するパブリックブロックチェーン

であるため、非中央たる発行者

が破綻したとしても通貨の価値喪

失に繋がる可能性は非常に低い

と考えられる。 

なし なし 

発行者であるFlare Foundation
が破たんした場合、開発遅延を

含む混乱が生じることから短期的

な価格への影響が考えられる。 
しかし、基本的にはFlare 
FoundationはFLR保有者による
ガバナンスの決定に基づいて開

発を主導するのみに留まるため、

FLRの価値と開発者の存在に相
関関係はなく、価値喪失にまでは

至らない可能が考えられる。 

価値移転記録者の破た

んによる価値喪失の可能

性に関する特記事項 

価値移転記録者の全てが同時に

破綻した場合は、価値移転の記

録が停止し、価値が喪失する可

能性があるものの、記録者が十

分に分散している状況ではその

ような状況は発生しにくいものと

考えられる。 

価値移転記録者の全てが同時に

破たんした場合は、価値移転の

記録が停止し、価値が喪失する

可能性があるものの、記録者が

十分に分散している下ではその

ような状況は発生しにくいものと

考えられる。 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（24年4月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

記録者の大多数が破たんした場

合、正しい記録が行われないリス

クや価値移転が記録されないリ

スクに直面し、価値が喪失する可

能性がある。しかし、記録者複数

の団体が担っているため、記録

者が一度に破たんするような可

能性は低いと考えられる。また、

一部の記録者のみの破たんでは

ネットワークに問題は生じない。 
具体的なブロック承認や記録を

行う仕組みとして、The Flare 
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Consensus Protocol（FCP）が
採用されている。FCPでは、ネッ
トワーク上のノードは完全に独立

した意思決定者としてランダムに

トランザクションを引き受け、その

トランザクションの承認または非

承認を決定する。その後、ネット

ワークの他のノードがこの決定に

同意するかどうかの投票を行い、

クォーラム（必要な最低限の投票

数）に達すると価値移転認証が

行われる。 

移転の記録が遅延する可

能性に関する特記事項 なし 

処理可能なトランザクションを上

回る量の取引がブロックチェーン

上で発生した場合に遅延する可

能性がある 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

Avalanche Consensus TOSは
4500以上とされている。また、一
般的なPoSではバリデーターの
数が増加すると検証回数も増加

するため遅延が発生する場合が

あるが、Avalanche Consensus
ではトランザクションの並列処理

が行われるため、バリデーターの

増加による遅延は発生しない。 

プログラムの不具合によ

るリスク等 に関する特記
事項 

未検出のプログラムの脆弱性や

プログラム更新などにより新たに

生じた脆弱性を利用し、データが

改竄され、価値移転の記録が異

常な状態に陥る可能性がある。 

ブロックチェーン上にデプロイされ

たコントラクトコードに脆弱性が

あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある 

ブロックチェーン上にデプロイされ

たコントラクトコードに脆弱性が

あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。 

ブロックチェーン上にデプロイされ

たコントラクトコードに脆弱性が

あった場合、資金の意図しない

ロックや紛失等のリスクが発生す

る可能性がある。また、プログラ

ムの不具合をついた攻撃による

リスクがある。 
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過去に発生したプログラ

ムの不具合の発生状況

に関する特記事項 
なし 

Ethereum上のアプリケーション「
The DAO」のプログラム（スマー
トコントラクト）のバグ（脆弱性）を

攻撃されて、集まったファンド資

金３分の１以上を盗み取られた事

例がある 

2020年11月11日、コンセンサス
アルゴリズムに関連するバグに

よって一時的に約30ブロックの間
スプリットが発生したが、翌日に

はソースコードの修正が完了して

いる。この際、一部のサービスプ

ロバイダが一時的にサービス提

供を停止したことが確認できた。 

− 

非互換性のアップデート

(ハードフォーク）の状況 

なし（ポルカドットはハードフォー

クを経由せずにアップデートを行

うことが可能である） 

2019年9月：「ATLANTIS」実装 
2020年1月：「AGHARTA」実装 
2020年6月：「Pheonix」実装 
2020年11月：「Thanos」実装 
2021年7月：「Magneto」実装 
2022年2月：「Mystique」実装 
2023年12月「Spiral」実装 

Ethereumにおいて次の2つが発
生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。 

− 

今後の非互換性アップ

デート予定 なし なし。 
アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る。 
なし 

正常な稼働に影響を与え

たサイバー攻撃の履歴 とくになし。 

2016年6月 自律分散型投資ファ
ンド「The DAO」へのハッキング 
2019年1月 51%攻撃によるリ
オーグの発生 
2020年8月 51%攻撃によるリ
オーグの発生 

とくになし。 とくになし。 
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【基礎情報】 
 FNCT IOST LINK LSK LTC 

日本語の名称 フィナンシェトークン アイオーエスティー チェーンリンク リスク ライトコイン 
現地語の名称 フィナンシェトークン IOST Chainlink Lisk Litecoin 
呼称（日本語の名称と同

じ場合はー表記） ー アイオーエスティー − − − 

ティッカーコード（シンボ

ル） FNCT IOST LINK LSK LTC 

発行開始（年、月、日） 2023年2月（IEOによる販売開
始） 2017年12月 2017年9月19日 (ICO) 2024年5月16日 2011年10月 

時価総額（ドル基準、例：

＄1.000.000） $10,690,644 $119,451,811 $11,235,767,794 $91,523,929 $6,262,899,858 

時価総額（円基準、例：￥

100.000.000） ¥1,668,462,962 ¥17,247,965,325 ¥1,700,421,097,943 ¥13,032,356,675 ￥974,788,631,448 

主な利用目的 

1.ガバナンス 
2.CT（｢FiNANCiE｣サービス上で
流通する独自のデジタルアイテ

ム）の購入（消費） 
3.グレード特典 
4.コミュニティドネーション 

送金、決済、投資、スマートコント

ラクト 

①オラクルサービスを提供する

ノードオペレーターへの支払用途 
②オラクルサービスを提供する

ノードオペレーターの担保用途。

ノードオペレーターが適切なオラ

クルサービスを提供しない場合

は、ペナルティとして、担保に供し

ていたLINKが没収される。 
③ステーキング 

送金、決済、ステーキング、投

票、スマートコントラクト 送金、決済、投資 

利用制限の有無 なし なし なし なし なし 
海外流通の有無 なし あり あり あり あり 
国内流通の有無 あり あり あり あり あり 
店舗等の利用制限の有

無 なし なし なし なし なし 

利用制限を行う者の属性 − − − − − 
利用制限の内容 − − − − − 
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一般的な性格 

FNCTは、トークン発行型クラウド
ファンディング「FiNANCiE」の成
長を、その成長を支えてくれた

オーナーやサポーターに還元す

ることで、成長のサイクルを加速

することを目的に開発された暗号

資産 

IOSTは、ブロックチェーンテクノ
ロジーをクレジットカード等と同様

に現実的なレベルで様々なサー

ビスに活用することを目的とした

プラットフォームです。 
独自のコンセンサスアルトリズム

であるProof of Believabilityによ
る公平且つ高速なトランザクショ

ン処理、シャーディングを用いた

スケーラビリティ問題への解決な

どで注目を浴びている通貨です。 
また、Javascriptを用いたスマー
トコントラクトを使用する為Dapps
開発参入障壁も低いのが特徴で

す。 

Chainlinkのオラクルサービスの
ノードオペレーターへの支払及び

担保用途として発行された暗号

資産 

イーサリアムのブロックチェーン

上で発行されたERC-20規格の
トークンである 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 

法的性格（資金決済法第

2条第5項第１号、第２号
の別 例：第1号） 

第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 

2号の場合：相互に交換
可能な1号暗号資産の名
称 

ー − − − − 

発行暗号資産に対する資

産（支払準備資産）の有

無および名称 
なし なし なし なし なし 

発行者に対する保有者の

支払請求権（買取請求

権） 
なし なし なし なし なし 

支払請求（買取請求）によ

る受渡資産 − − − − − 

発行者が保有者に付与

するその他の権利 なし なし なし なし なし 

発行者に対して保有者が

負う義務 なし なし なし なし なし 

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 
交換（売買）の制限 なし なし なし − なし 

価値移転、保有情報を記

録する電子情報処理組織

の形態 
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン 
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保有・移転記録台帳の公

開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 

保有・移転記録の秘匿性 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

利用者の真正性の確認 

利用者の真正性の確認方法とし

て、FNCTはEthereum上で発行
されるERC20トークンであるた
め、Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲
線暗号を使用することで生成して

いる。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳す

る。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳する 

利用者の真正性の確認方法とし

て、LSKはEthereum上で発行さ
れるERC20トークンであるため、
Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲
線暗号を使用することで生成して

いる。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳する 

価値移転記録の信頼性

確保の仕組み Proof of Stake 

Proof of Believability (PoB) 
ブロック生成を行う際、凡そ100
人いるブロックプロデューサーを

Believabilityスコアによってロー
テーションさせることで高速且つ

公平にブロック生成を行うことが

可能になっている。 

Proof of Stake Proof of Stake 

Proof of work 
Scryptアルゴリズムを用いたプ
ルーフオブワークの仕組みによ

り、Litecoinブロックチェーンの維
持管理に参加する者が、ブロック

生成に必要な、およそ2分30秒（
150秒）間隔で発見可能な難易度
に調整され、かつ完全に確率的

で計算コストの掛かる特定のナン

ス（nonce）を見つけ、Litecoin
ネットワークに対し伝播することを

もって、維持管理参加者が指定

するアドレスに対してプロトコルか

ら付与される。 
誕生時に技術的なベース

となったコインの有無とそ

の名称 
（アルトコインのみ） 

ETH − ETH OP BTC 
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【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】 
 FNCT IOST LINK LSK LTC 

取引単位の呼称 FNCT IOST LINK LSK 

1 LTC = 1,000m LTC  ｍ：ミ
リ 
1 m LTC = 1,000μ LTC  μ：
ミクロン 
1 μ LTC = 1 bits bits：
ビッツ 
1 bits = 100 satoshi 

保有・移転記録の最低単

位 
0.000000000000000001 
FNCT 0.00000001 IOST 0.000000000000000001 LINK 0.000000000000000001 LSK 1 satoshi （ = 0.00000001 LTC

） 
交換可能な通貨又は暗

号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 

交換制限 なし なし なし なし なし 
制限内容 - - - − - 
交換市場の有無 あり あり あり あり あり 
価値が連動する資産等の

有無 なし なし なし なし なし 

価値連動する資産等の名

称 ー − − − − 

価値連動する資産等の内

容 ー − − − − 

価値連動する資産との交

換の可否 ー − − − − 

価値連動する資産との交

換比率 ー − − − − 

価値連動する資産との交

換条件 ー − − − − 

その他の付加価値（サー

ビス）の有無 あり あり あり あり なし 

付加価値（サービス）の内

容 

1.ガバナンス 
ステーカーは、FNCTエコノミーを
成長させるためのガバナンス（投

票活動）に参加することができ

る。 
 
2.CT（｢FiNANCiE｣サービス上で

スマートコントラクトを使用した

Dapps等 

Chainlinkはスマートコントラクトと
外部データのブリッジを担う分散

型のオラクルネットワークである。

Chainlinkのオラクルネットワーク
を活用することで、スマートコント

ラクトを、市場データ、イベント、

決済などの重要な外部データに

Ethereum上の様々なdAppsへ
のアクセス − 
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流通する独自のデジタルアイテ

ム）の購入（消費） 
FNCT保有者はCTの初期売出
期間等において、FNCTを使っ
て、CTを購入する際に必要とな
るFiNANCiEポイントを決済する
ことができる。 
 
3.グレード特典 
FNCT保有者がその保有数を宣
言することで、保有数に応じた特

典を受けることができる。 
 
4.コミュニティドネーション 
FNCT保有者が自身の保有する
FNCTを特定のコミュニティに寄
付できる。 

接続することが可能となる。ま

た、データフィードやその他のAPI
を持っている人なら誰でも

Chainlinkネットワークに参加し
て、取得したデータをスマートコン

トラクトに提供することができる。 

過去3年間の付加価値
（サービス）の提供状況 安定してサービスが続いている 安定してサービスが続いている

（メインネット公開：2019年2月） 

過去3年間の付加価値の提供状
況として、ChainlinkはEthereum 
Classic、Polkadot、Tezosなど
の多数のブロックチェーンプロ

ジェクトにオラクル機能を提供し

ていることを確認した。 
また、2024年4月30日時点で
Chainlinkネットワークで94のノー
ドが稼働していることが確認でき

る。 

dApps側によるLSKトークンの対
応状況に依存する − 
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【発行状況】 
 FNCT IOST LINK LSK LTC 

発行者 あり あり あり あり なし 

発行主体の名称 株式会社フィナンシェ Internet of Service Foundation 
Ltd. (IOS Foundation Ltd.) 

SmartContract Chainlink 
Limited SEZC Onchain Foundation プログラムによる自動発行 

発行主体の所在地 東京都渋谷区桜丘町26-1 セルリ
アンタワー15F シンガポール 

MAPLES, PO BOX 309, 
UGLAND HOUSE, GEORGE 
TOWN KY1-1104, Cayman 
Islands 

Dammstrasse 16, 6300 Zug 
CH., Switzerland − 

発行主体の属性等 非公開株式会社 システム開発業者 民間企業 非営利団体 − 

発行主体概要 

株式会社フィナンシェは、ブロック

チェーン技術を活用した、スポー

ツチームやクリエイター等を応援

する、トークン発行型ファンディン

グ「FiNANCiE（フィナンシェ）」の
運営を行なっている。 

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

SmartContract Chainlink 
Limited SEZCは、外部のデータ
ソースとパブリックブロックチェー

ンのブリッジを担うオラクルの提

供を目的に設立された。同社は、

スマートコントラクトが外部データ

を取得する際に、その正確性が

データの供給元の信頼に依存す

るという「オラクル問題」を分散型

のオラクルネットワークである

Chainlinkの構築によって解決す
ることを目指しており、また、同社

はChainlinkの開発のため、
2017年9月にICOを実施し、約
3,200万ドルの資金調達を実施し
ている。 

課題解決に焦点を当てたブロック

チェーン研究と製品開発を行う 

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

発行暗号資産の信用力

に関する説明 

FNCTは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み。 
・ブロックチェーンによる保有・移

転管理台帳による記録管理と重

層化した暗号化技術による記録

の保全能力 
・保有・移転管理台帳の公開 

LINKは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

LSKは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み 
・ブロックチェーンによる保有・移

転管理台帳による記録管理と重

層化した暗号化技術による記録

の保全能力 
・保有・移転管理台帳の公開 
・暗号化技術による保有者個人
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管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、FNCTは実際にホワイト
ペーパー通りに運営されており、

記録者による記録が継続され、

市場で取引されているという実績

がある。 

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、LINKは実際にホワイトペー
パー通りに運営されており、記録

者による記録が継続され、市場で

取引されているという実績があ

る。 

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、記録者による記録が継続さ

れ、市場で取引されているという

実績がある。 

情報の秘匿性 

発行方法 

Ethereumブロックチェーン上の
ERC20トークンとして、
20,000,000,000 FNCTが全量
発行された。 

ICOおよびプログラムによる自動
発行 

LINKはERC677トークンとして、
2017年9月19日のICO時点で
1,000,000,000LINKが
Ethereumブロックチェーン上で
全量発行された。 
参照先：

https://xangle.io/project/LINK/f
ull-disclosure（2020年12月2日） 
参照先：

https://messari.io/asset/chainli
nk/profile（2020年12月2日） 
参照先：

https://coinmarketcap.com/cur
rencies/chainlink/（2020年12月
2日） 

LSKはERC20トークンとして、
2024年5月16日時点で
400,000,000LSKがEthereumブ
ロックチェーン上で全量発行され

た。 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 

発行可能数 20,000,000,000枚 90,000,000,000 IOST 1,000,000,000 LINK 400,000,000 LSK 84,000,000 LTC 

発行可能数の変更可否 不可 可 不可 不可 可 

変更方法 - 発行プログラムの変更 − ー 発行プログラムの変更 

変更の制約条件 - なし - ー − 

発行済み数量 20,000,000,000 FNCT 25,094,929,006 IOST 1,000,000,000 LINK 400,000,000 LSK 74,542,826 LTC (2024/5/18時
点) 

今後の発行予定または発

行条件 追加発行予定はない 

ブロック生成を行う。 
IOSTのノードとして投票を受け
る、またはノードに投票を行う。 
財団への支払いはプログラムの

自動発行で行われる。 

なし なし 

・採掘者は1ブロック発掘するごと
に6.25LTCが与えられる 
・この数は約4年ごとに半減する（
840,000ブロックごと） 
１回目: 2015年8月26日、２回目: 
2019年8月5日、3回目: 2023年
8月2日 
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・Litecoinネットワークでは、
Bitcoinのおおよそ4倍の量の暗
号資産、約840,000,000枚の
Litecoinが生成される事になる 

過去３年間の発行状況 

Ethereumブロックチェーン上の
ERC20トークンとして、
20,000,000,000 FNCTが全量
発行された。 

ICOにて8,400,000,000 IOSTを
発行。 
ブロック生成報酬として凡そ3 
IOST発行。 
投票を受けた額、または投票を

行った額に比例して毎日支払わ

れる。 
財団ウォレットへの支払いも毎日

行われる。 

過去3年間に新規発行はされて
いない 全量発行済 − 

過去３年間の発行理由 初期発行、IEO 

2018年1月3日: ICO 
プログラムにより年間凡そ1%の
インフレーション率でブロック生成

報酬として発行。 
プログラムにより年間凡そ1%の
インフレーション率で投票報酬と

して発行。 
プログラムにより年間凡そ1%の
インフレーション率で財団ウォレッ

トに発行。 

− ー − 

過去３年間の償却状況 なし なし なし なし − 

過去３年間の償却理由 − − - ー − 
発行者の行う発行業務に

対する監査の有無 あり なし あり あり − 

監査を実施する者の氏名

又は名称 Quantstamp, Inc. − SigmaPrime Trail of Bits − 

直近時点で行われた監査

年月日 2022年3月 − 2019/5/1 2024年4月9日 − 

直近時点における監査結

果 

Quantstamp社によるコード監査
を実施した結果、ERC20の
approveが潜在的に持つ二重送
金のリスク以外には特記すべき

指摘はなかった。 

− 

コントラクトのビジネスロジックの

実装に関連する項目の監査を

行った結果、Informationalに分
類される問題が4つ特定された。
これらの問題は全て開発チーム

によって対処されている。 

5つの問題点が発見されたが、す

べて解決した。 − 
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【価値移転記録台帳に係る技術】 
 FNCT IOST LINK LSK LTC 

ブロックチェーン技術の利

用の有無 
あり あり あり あり あり 

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 
ブロックチェーン技術を利

用しない場合には、その

名称 
− − − − − 

利用するブロックチェーン

技術以外の技術の内容 
− − − − − 

価値移転認証の仕組み 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

・台帳形式 
・価値移転認証を求める暗号

データを記録者が解読し、利用者

および移転内容の真正性を確認

して価値移転記録台帳の記録を

確定する 
価値記録公開/非公開の
別 

公開 公開 公開 公開 公開 

保有者個人データの秘匿

性の有無 
あり あり あり あり あり 

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,000,457であり（2024年

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,000,457であり（2024年
4月30日現在）、世界各地に分布
しており、価値移転ネットワーク

は分散性が高い。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,063,504であり（2025年
4月18日現在）、世界各地に分布
しており、価値移転ネットワーク

は分散性が高い。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェーン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する 
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4月30日現在）、世界各地に分布
しており、価値移転ネットワーク

は分散性が高い。 

 
 

43 



【価値移転の記録者】 
 FNCT IOST LINK LSK LTC 

記録者の数 

Ethereumブロックチェーン上に
発行されるERC20トークンである
ため、記録者に関する情報は

Ethereumに依存する。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年05月14日）​
1,010,155​
https://beaconcha.in/validators
#active 

92 (2024/8/27時点) 
https://www.iostabc.com/produ
cers?page=4&size=100&sort_
by=votes&order=desc 

Ethereumブロックチェーン上に
発行されるERC20トークンである
ため、記録者に関する情報は

Ethereumに依存する。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年05月14日）​
1,010,155​
https://beaconcha.in/validators
#active 

1,063,504 
（2025年4月18日現在） 

記録者の数は不明。ただし、ノー

ド数は883（2024年５月18日現
在） 

記録者の分布状況 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など − 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など 
米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など 

記録者の分布は不明。ただし、

ノードの分布状況はアメリカ、ドイ

ツ、フランス、カナダなど 

記録者の主な属性 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

Serviノードとしての登録を行い、
10百万以上の投票を得た場合、
誰でも記録者になることができ

る。 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

不特定、誰でも一定の要件を満

たすことで記録者になることがで

きる。 

記録の修正方法 
トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 
− 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

記録者が合意し、各記録者が保

管する台帳の修正を自ら行う。 
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記録者の信用力に関する

説明 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている 

記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによって、

個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのもの

を信用の基礎としている。 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている 

記録者が多数であることによっ

て、個々の記録者の信用に頼ら

ない仕組みを構築しているため、

価値喪失の可能性はない 

価値移転の管理状況に

対する監査の有無 あり なし あり あり なし 

監査を実施する者の氏名

又は名称 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

− 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

− 

直近時点で行われた監査

年月日 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 

− 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 

− 

その監査結果 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 

− 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 

− 

（統括者に関する情報） - − − − ー 
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし 
統括者の名称 − − − − − 
統括者の所在地 − − − − − 
統括者の属性 − − − − − 
統括者の概要 − − − − − 
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【暗号資産に内在するリスク】 
 FNCT IOST LINK LSK LTC 

価値移転ネットワークの

脆弱性に関する特記事項 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

信頼するバリデーターが意に反し

て結託した場合、台帳とデータは

改ざんされる可能性がある。 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用いる

ことによって、記録台帳を改竄す

ること発行プログラムを改変する

ことができる 

発行者の破たんによる価

値喪失の可能性に関する

特記事項 

FNCTは、オープンソースのパブ
リックブロックチェーンである 
Ethereum 上に発行されるトーク
ンであることから、対象プロジェク

トが破綻した場合であってもトー

クン自体はチェーン上に残り続け

る。 
但し、フィナンシェトークンの価格

はそれを利用するプラットフォー

ムにも依存する。よって、それら

プラットフォームが破綻した場合

は利用者の減少および、価値の

下落に繋がる可能性がある。 

なし 

発行者が破綻した場合であって

も基本的にLINKはEthereumブ
ロックチェーン上に残り正常に稼

働する。発行者が破綻した際の

価格への影響は、破綻時のプロ

ジェクトの進捗具合による。

Chainlinkネットワークが機能しな
ければ、LINKの用途も生まれな
いため、価格への影響は大きい

と考えられる。但し、

SmartContract Chainlink 
Limited SEZCが開発を主導す
るChainlinkネットワークは既に
多数のブロックチェーンプロジェク

トに機能統合がされており、世界

最大規模の分散型オラクルネット

ワークにまで成長していることか

ら破綻が起きる可能性は低いと

思われる。 

ブロック生成は記録者が行うた

め、発行者が破綻したとしても

チェーン上のブロック生成は継続

されるため、価格の下落はあった

としても価値喪失の可能性は低

い。 

なし 

46 



価値移転記録者の破た

んによる価値喪失の可能

性に関する特記事項 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（24年4月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

− 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（24年4月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（2025年4
月現在）、世界各地に分散されお

り十分な分散性があるため、価

値喪失の可能性は低い。 

− 

移転の記録が遅延する可

能性に関する特記事項 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

信頼されるバリデータの大多数

のネットワーク接続が失われた場

合、接続が復活するまで価値移

転の記録が遅延する可能性があ

る。 
また、信頼されるバリデーターが

互換性のないソフトウェアのバー

ジョンを使用した場合、大多数の

バリデーターが互換性のあるソフ

トウェアに移行するまで、または、

非互換のソフトウェアを使うバリ

データーを投票プロセスから除外

するという設定をするまでは価値

移転の記録が遅延する可能性が

ある。 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

・一旦、分岐したブロックの一方

が否決された場合、否決されたブ

ロックに収録された取引は再び認

証を得なければ、次の送金が行

なえなくなる 
・記録者の目に留まらず、未承認

データのまま放置される恐れあり 

プログラムの不具合によ

るリスク等 に関する特記
事項 

Ethereum上にデプロイされた
FNCTのコントラクトに脆弱性が
あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。ただし、こ

れはスマートコントラクトの脆弱性

に起因しており、またこれらはそ

の他のERC20系暗号資産にも
当てはまり、FNCT固有の懸念点
ではない。 

コントラクトコードに脆弱性があっ

た場合に不正に資産が盗み取ら

れるリスクがある。 

Ethereum上にデプロイされた
LINKのコントラクトに脆弱性が
あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。ただし、こ

れはスマートコントラクトの脆弱性

に起因しており、またこれらはそ

の他のERC20系暗号資産にも
当てはまり、LINK固有の懸念点
ではない。 

Ethereum上にデプロイされた
LSKのコントラクトに脆弱性が
あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。ただし、こ

れはスマートコントラクトの脆弱性

に起因しており、またこれらはそ

の他のERC20系暗号資産にも
当てはまり、LSK固有の懸念点
ではない。 

現時点ではプログラムが適正に

機能し、所有データの改竄、同一

のLitecoinの異なる者との取引、
複数の所有者が同一のLitcoin 
を同時に保有する状況などの不

適切な状態に陥ることを排除して

いるが、未検出のプログラムの脆

弱性やプログラム更新などにより

新たに生じた脆弱性を利用し、

データが改竄され、価値移転の

記録が異常な状態に陥る可能性

がある。 
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過去に発生したプログラ

ムの不具合の発生状況

に関する特記事項 

FNCTとしては不具合の発生は
確認されなかった。 
 
Ethereumにおいて2020年11月
11日、コンセンサスアルゴリズム
に関連するバグによって一時的

に約30ブロックの間スプリットが
発生したが、翌日にはソースコー

ドの修正が完了している。この

際、一部のサービスプロバイダが

一時的にサービス提供を停止し

たことが確認できた。 

− 

LINKとしては不具合の発生は確
認されなかった。 
 
Ethereumにおいて2020年11月
11日、コンセンサスアルゴリズム
に関連するバグによって一時的

に約30ブロックの間スプリットが
発生したが、翌日にはソースコー

ドの修正が完了している。この

際、一部のサービスプロバイダが

一時的にサービス提供を停止し

たことが確認できた。 
LINKへの影響は特になかった。 

LSKとしては不具合の発生は確
認されなかった。 
 
Ethereumにおいて2020年11月
11日、コンセンサスアルゴリズム
に関連するバグによって一時的

に約30ブロックの間スプリットが
発生したが、翌日にはソースコー

ドの修正が完了している。この

際、一部のサービスプロバイダが

一時的にサービス提供を停止し

たことが確認できた。LSKへの影
響はL2チェーンのローンチ前の
ため、なし。 
 
Ethereumにおいて2023年5月
12日、ブロックのファイナライズ
が約30分間遅延する障害が発生
したが、LSKへの影響は
Ethereumへの移行前のため、な
し。 

・2016年、Cryptsy交換所（倒産）
がハッキングを受け、

100,000,000円相当のLTC（
300,000 LTC）が盗難に遭った
事例がある 
・BTCとは異なり、すべてのLTC
がホットウォレットで管理されてい

たとされる 

非互換性のアップデート

(ハードフォーク）の状況 

FNCTの基盤となるEthereumに
おいて次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。ただし、
FNCTはEthereumのみサポート
している。 

− 

LINKの基盤となるEthereumに
おいて次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。ただし、
LINKはEthereumのみサポート
している。 

LSKの基盤となるEthereumにお
いて次の2つが発生している。た
だし、LSKへの影響はEthereum
への移行前のため、なし。 
 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。 

− 

今後の非互換性アップ

デート予定 

アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る 
なし 

アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る 

アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る 
なし 
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正常な稼働に影響を与え

たサイバー攻撃の履歴 とくになし。 とくになし。 とくになし。 とくになし。 とくになし。 
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【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】 
I FNCT IOST LINK LSK LTC 

価格データの出所 
（基準日付） 

出所：CoinMarketCap 
URL:https://coinmarketcap.co
m/ 
基準日：2024年5月18日 

出所：CoinMarketCap 
URL:https://coinmarketcap.co
m/ja/currencies/iostoken/ 
基準日：2024年8月26日 

出所：CoinGecko 
URL:https://www.coingecko.co
m/ 
基準日：2024年3月31日 

出所：CoinMarketCap. 
URL： 
https://coinmarketcap.com/cur
rencies/lisk/ 
基準日：2025年4月18日 

出所：CoinGecko 
URL:https://www.coingecko.co
m/ 
基準日：2023年5月18日 

１取引単位当たり計算単

価（ドル基準、例：＄

1.000.000） 
$0.003103 $0.005603 $19.14 $0.5095 $83.87 

１取引単位当たり計算単

価（円基準、例：￥

100.000.000） 
¥0.483 ¥0.804 ¥2,937.50 ￥72.56 ¥13,054 

ドル/円計算レート ¥155.65 ¥143.49 ¥151.34 ￥142.41 ¥155.65 

四半期取引数量（現物、

単位は百万円） − − − − − 

その他事項（当社保有比

率は、総発行枚数に対す

る利用者保有分の割合を

指す） 
 

・当社で取扱うFNCTは
Ethereumチェーンのみに対応し
ている。そのため、Ethereum
チェーン以外を利用したFNCTの
受取、送金には対応していない。 
 
・受託販売の実施に当たり、通貨

発行者より報酬として当該トーク

ン及び法定通貨を受領した。 
 
・当社保有比率：13.275%（24年
4月9日時点） 

当社はIOSTの取扱開始にあた
り、通貨発行者より報酬として当

該トークン及びBitcoinを受領し
た。 
 
・当社保有比率：36.140%（24年
4月9日時点） 
 

・当社で取扱うLINKはEthereum
チェーンのみに対応している。そ

のため、Ethereumチェーン以外
を利用したLINKの受取、送金に
は対応していない。 
 
・当社保有比率：0.023%（24年4
月9日時点） 

・当社で取扱うLSKはEthereum
チェーンのみに対応している。そ

のため、Ethereumチェーン以外
を利用したLSKの受取、送金に
は対応していない。 
 
・当社保有比率：6.954%（25年4
月1日時点） 

・当社保有比率：0.218%（24年4
月9日時点） 

更新年月日 2024/5/18 2024/8/26 2024/4/30 2025/4/18 2024/5/18 
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【基礎情報】 
 MATIC (POL) MONA SAND XEM 

日本語の名称 ポリゴン/マティック モナーコイン （モナコイン） サンド ゼム 
現地語の名称 Polygon / MATIC (POL) Monacoin SAND XEM 
呼称（日本語の名称と同

じ場合はー表記） - モナ ザ・サンドボックス ネム 

ティッカーコード（シンボ

ル） MATIC (POL) MONA SAND XEM 

発行開始（年、月、日） 2020年5月31日 (Polygon) 2013/12/31 2019年10月29日 2015年3月29日 
時価総額（ドル基準、例：

＄1.000.000） $5,223,618,483 $22,411,861 $929,012,097 $183,353,883 

時価総額（円基準、例：￥

100.000.000） ¥754,107,682,243 ¥3,507,467,374 ¥145,136,872,083 ¥26,349,988,759 

主な利用目的 送金、決済、ネットワーク手数料 送金、決済、投資 送金、決済、投資 送金、決済、投資 

利用制限の有無 なし なし なし なし 
海外流通の有無 あり あり あり あり 
国内流通の有無 あり あり あり あり 
店舗等の利用制限の有

無 なし なし なし なし 

利用制限を行う者の属性 - − − − 
利用制限の内容 - − − − 

一般的な性格 

分散型の価値保有・価値移転の台帳デー

タ維持のための、暗号計算および価値記

録を行う記録者への対価・代償として発行

される暗号資産 

日本および世界で有名なアスキーアート

「モナー」をモチーフにした日本初の暗号

資産になり、非中央集権によるクライアン

トプログラムによって維持される完全分散

型決済システムを基盤とした暗号資産。 

メタバース「The Sandbox」上で利用され
る暗号資産 

・トランザクションを行う際に支払う手数料 
・ブロック生成を行う記録者への報酬 
・記録作業を委任した者への報酬 
・スーパーノード運用者への報酬 

法的性格（資金決済法第

2条第5項第１号、第２号 第1号 第1号 第1号 第1号 
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の別 例：第1号） 
2号の場合：相互に交換
可能な1号暗号資産の名
称 

− − - − 

発行暗号資産に対する資

産（支払準備資産）の有

無および名称 
なし なし なし なし 

発行者に対する保有者の

支払請求権（買取請求

権） 
なし なし なし なし 

支払請求（買取請求）によ

る受渡資産 なし − - − 

発行者が保有者に付与

するその他の権利 なし なし なし なし 

発行者に対して保有者が

負う義務 なし なし なし なし 

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 
交換（売買）の制限 なし なし なし なし 

価値移転、保有情報を記

録する電子情報処理組織

の形態 
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン 

保有・移転記録台帳の公

開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを
記録 

保有・移転の記録はパブリックブロック

チェーンを採用している為、公開されてい

るが、移転記録上のトランザクションやア

ドレスから個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブロック

チェーンを採用している為、公開されてい

るが、移転記録上のトランザクションやア

ドレスから個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブロック

チェーンを採用している為、公開されてい

るが、移転記録上のトランザクションやア

ドレスから個人を特定をすることはできな

い。 

利用者の真正性の確認 
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術によ

り、利用者本人が発信した移転データと

特定し、記帳する。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術によ

り、利用者本人が発信した移転データと

特定し、記帳する 

利用者の真正性の確認方法として、

SANDはEthereum上で発行される
ERC20トークンであるため、Ethereumに
依存する。Ethereumは秘密鍵と公開鍵
を用いた暗号化技術により、利用者本人

が発信した移転データを特定することで真

正性の確認が可能。真正性の確認に必

要な公開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を
使用することで生成している。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術によ

り、利用者本人が発信した移転データと

特定し、記帳する 
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価値移転記録の信頼性

確保の仕組み 

PoS(Proof of Stake) 
PolygonチェーンはHeimdallレイヤーに
おいて、PoSに則って記録者たちが記録
を管理している。 

Proof of work 
コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内

の不正取引を排除するために、記録者全

員が合意する必要があるが、その合意形

成方式）の一つであり、一定の計算量を

実現したことが確認できた記録者を管理

者と認めることで分散台帳内の新規取引

を記録者全員が承認する方法。 

Proof of Stake Proof of Importance 

誕生時に技術的なベース

となったコインの有無とそ

の名称 
（アルトコインのみ） 

ETH LTC ETH − 

 

53 



【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】 
 MATIC (POL) MONA SAND XEM 

取引単位の呼称 MATIC (POL) 
m MONA = 0.001 MONA 
µ MONA = 0.000001 MONA 
watanabe = 0.00000001 MONA 

SAND XEM 

保有・移転記録の最低単

位 0.000000000000000001MATIC (POL) 1 watanabe（0.00000001 MONA） 0.000000000000000001 SAND 0.000001 XEM 

交換可能な通貨又は暗

号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 

交換制限 なし なし なし なし 

制限内容 - - − - 

交換市場の有無 あり あり あり あり 

価値が連動する資産等の

有無 なし なし あり なし 

価値連動する資産等の名

称 − − ｍSAND − 

価値連動する資産等の内

容 − − 

Polygon PoSチェーン上で発行された「
SAND」。「mSAND」はThe Sandboxプ
ラットフォーム上でステーキングが可能で

報酬を得られる。 

− 

価値連動する資産との交

換の可否 − − 可 − 

価値連動する資産との交

換比率 − − 1:1 − 

価値連動する資産との交

換条件 − − 
The Sandboxプラットフォームで交換（ブ
リッジ）する。GAS代が必要である。 

− 

その他の付加価値（サー

ビス）の有無 なし なし あり なし 

付加価値（サービス）の内

容 − − 

・メタバース（The Sandbox）上でプレイ
ヤーがゲームやアイテムを作成・所有し、

報酬を受け取ることができるが、日本在住

のユーザーには制限が設けられている。 

− 
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・ｍSANDをステーキングすることで報酬
を得ることができる。 

過去3年間の付加価値
（サービス）の提供状況 − − 

21年12月よりmSANDのステーキングが
開始し、24年5月現在も継続中である。 

− 
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【発行状況】 
 MATIC (POL) MONA SAND XEM 

発行者 あり なし あり なし 

発行主体の名称 Polygon Labs プログラムによる自動発行 TSBMV Global Limited − 

発行主体の所在地 

10 Market Street 
Camana Bay, Unit 2057 
Grand Cayman, KY1-9006 
Cayman Islands 

− イギリス領ケイマン諸島 − 

発行主体の属性等 Private Limited Company − システム開発業者 − 

発行主体概要 2017年設立の組織であり、Polygonのコ
アチーム。 

不特定の保有・移転管理台帳記録者によ

る発行プログラムの集団・共有管理 

発行主体であるTSBMV Global Limited
は、仮想空間上のゲームプラットフォーム

The Sandboxを提供しており、プラット
フォームにおける通貨としてSANDを発行
している 

− 

発行暗号資産の信用力

に関する説明 

・多数の記録者による多数決をもって移転

記録が認証される仕組み 
・保有・移転管理台帳の公開 
・市場取引の実績 

・多数の記録者による多数決をもって移転

記録が認証される仕組み 
・ブロックチェーンによる保有・移転管理台

帳による記録管理と重層化した暗号化技

術による記録の保全能力 
・保有・移転管理台帳の公開 

SANDは、イーサリアムのプラットフォー
ムを利用して作られたERC−20トークンで
あるため、イーサリアムの信用力に依存

する。 
イーサリアムは多数の記録者による多数

決をもって移転記録が認証される仕組み

と、ブロックチェーンによる保有・移転記録

の管理とその記録の公開によって信用力

を高めている。 
 
また、SANDは実際にホワイトペーパー通
りに運営されており、記録者による記録が

継続され、市場で取引されているという実

績がある。 

多数決をもって移転記録が認証される仕

組みと、ブロックチェーンによる保有・移転

記録の管理とその記録の公開によって信

用力を高めている。 

発行方法 
Ethereum：初期発行 
Polygon：ブリッジプログラムによる随時
発行 

初期発行と、分散型の価値保有・価値移

転の台帳データ維持のための、暗号計算

および価値記録を行う記録者への対価・

2019年10月29日にEthereumブロック
チェーン上のERC20トークンとして、
3,000,000,000 SANDが全量発行された 

2015年のNEMローンチ時に全て発行済
み 

56 



代償として発行される暗号資産 
発行可能数 10,000,000,000MATIC (POL) 105,120,000 MONA 3,000,000,000 SAND 8,999,999,999 XEM 

発行可能数の変更可否 変更不可 可 不可 不可 

変更方法 − 発行プログラムの変更 − − 

変更の制約条件 − − − − 

発行済み数量 10,000,000,000MATIC (POL) 92,876,193 MONA 
（2024年5月15日時点） 3,000,000,000 SAND 8,999,999,999 XEM 

今後の発行予定または発

行条件 なし 

・採掘者は1ブロック発掘するごとに6.25
コインが与えられる（2023年11月04日 ＃
3153600にて半減期到来） 
・この数は約3年ごとに半減する（
1,051,000ブロックごと） 
・Monacoinネットワークでは約
105,120,000枚のMonacoinが生成され
る事になる 

なし なし 

過去３年間の発行状況 

 
なし 
初期発行の時点で上限数量まで発行され

ている。 
https://messari.io/asset/polygon/profile
/launch-and-initial-token-distribution 

2024/5/15時点で92,876,193 MONA発
行済み 

2020年8月にトークンセールを実施、すで
に全量の3,000,000,000 SANDを発行し
ている。 

− 

過去３年間の発行理由 - ブロック生成時に発行 資金調達、プラットフォームのエコシステ

ム構築を目的として発行 − 

過去３年間の償却状況 2024年8月26日現在で累計28,048,928 
MATIC (POL)がburnされている − 4,476.62604531487 SAND 

（2024年5月17日時点） なし 

過去３年間の償却理由 EIP–1559（優先手数料は引き続きバリ − 不明 − 
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データに支払われる一方、基本手数料は

償却する扱いに変更するメカニズムの実

装）がPolygonにも導入されており、取引
手数料の一部が償却されている 

発行者の行う発行業務に

対する監査の有無 あり − なし − 

監査を実施する者の氏名

又は名称 CertiK − − − 

直近時点で行われた監査

年月日 2021年4月19日 − − − 

直近時点における監査結

果 
指摘された点については修正済み

https://www.certik.com/projects/matic − − − 
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【価値移転記録台帳に係る技術】 
 MATIC (POL) MONA SAND XEM 

ブロックチェーン技術の利

用の有無 あり あり あり あり 

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 
ブロックチェーン技術を利

用しない場合には、その

名称 
- − − − 

利用するブロックチェーン

技術以外の技術の内容 - − − − 

価値移転認証の仕組み 

台帳形式。価値移転認証を求める暗号

データを記録者が解読し、利用者および

移転内容の真正性を確認して価値移転記

録台帳の記録を確定する。 

・台帳形式 
・価値移転認証を求める暗号データを記

録者が解読し、利用者および移転内容の

真正性を確認して価値移転記録台帳の記

録を確定する 

台帳形式。価値移転認証を求める暗号

データを記録者が解読し、利用者および

移転内容の真正性を確認して価値移転記

録台帳の記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求める暗号

データを記録者が解読し、利用者および

移転内容の真正性を確認して価値移転記

録台帳の記録を確定する 

価値記録公開/非公開の
別 公開 公開 公開 公開 

保有者個人データの秘匿

性の有無 あり あり あり あり 

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

記録者の多数決による確認を経て移転記

録が認証される仕組みを用い、多数の記

録者のネットワークへの参加を得ることに

よって信頼性を確保する。 
Polygon上で発行されるMATIC (POL)で
は、ステーキングされたMATIC (POL)の
2/3を超える分の合意が必要である 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗

号により連鎖する台帳群（ブロックチェー

ン）および記録者による多数決をもって移

転記録が認証される仕組みを用い、多数

の記録者のネットワークへの参加を得るこ

とによって、データ改竄の動機を排除し、

信頼性を確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗

号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－

ン）および記録者による多数決をもって移

転記録が認証される仕組みを用い、多数

の記録者のネットワークへの参加を得るこ

とによって、データ改竄の動機を排除し、

信頼性を確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの数は、
1,000,457であり（2024年4月30日現
在）、世界各地に分布しており、価値移転

ネットワークは分散性が高い。 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗

号により連鎖する台帳群（ブロックチェ－

ン）によるノードの過去動作を監視した評

価軸とノードの計算作業量をもって移転記

録が認証される仕組みを用い、多数の記

録者のネットワークへの参加を得ることに

よって、データ改竄の動機を排除し、信頼

性を確保する。 
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【価値移転の記録者】 
 MATIC (POL) MONA SAND XEM 

記録者の数 105 
（24年8月26日現在） 

123 
（2024年05月24日） 

Ethereumブロックチェーン上に発行され
るERC20トークンであるため、記録者に
関する情報はEthereumに依存する。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年05月14日）​
1,010,155​
https://beaconcha.in/validators#active 

記録者数は不明である。ただし149台の
ノードが存在する 
(24年8月27日時点) 
 

記録者の分布状況 不特定 

日本の割合が高いが、世界中に分布して

いる 
分布している主要な国は以下の通り。 
 
日本：59.4% 
アメリカ：9.4% 
ドイツ：3.9% 
https://monacoin.trance-cat.com/node
s.php 

米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など 主にドイツ、日本、米国など 

記録者の主な属性 
Heimdallレイヤーで報酬を得るためにス
テーキング活動を行っているステーキング

参加者。 
誰でも自由に記録者になることができる 

不特定。バリデータソフトウェアを有効化

するために32 ETHをデポジット（ステーキ
ング）することで誰でも自由に記録者にな

ることができる。 

不特定、誰でも一定条件を満たすことで

記録者になることができる 

記録の修正方法 ブロックに記録された後は修正・変更は行

われない 
記録者が合意し、各記録者が保管する台

帳の修正を自ら行う 
トランザクションが記録者によって承認さ

れると修正を行うことはできない。 
トランザクションが記録者によって承認さ

れると修正を行うことはできない。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなければ不正

が成立せず、記録者が十分に多数である

ことによって、個々の記録者の信用力に

頼ることなく、記録保持の仕組みそのもの

により信用が維持されている。 
また、Polygonの記録者になるためには、
必要なMATIC (POL)（ERC–20準拠）を

記録者による多数の合意がなければ不正

が成立せず、記録者が十分に多数である

ことによって、個々の記録者の信用力に

頼らず、記録保持の仕組みそのものを信

用の基礎としている 

記録者（バリデーター）には32ETHステー
キングすれば誰でもなることができるが、

記録者が悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部または
全部没収される仕組みになっている 

1万XEM以上を保有するものであれば誰
でも記録者になることができるが、ブロック

生成を行う（報酬を受け取る）記録者とし

て選出されるには「インポータンス」が重

要になる。 
「インポータンス」は保有量と取引量（トラ

ンザクション量）によって算出される。 
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ステーキングするだけの資金と、ノードを

運用する能力を持っていなければならな

い。また、報酬を得るために正しい記録を

行おうとするインセンティブが働く。 

取引量を加味する必要があることで保有

量が多い記録者がブロック生成を占有す

ることがなくなり、また取引を正常に完了

させるインセンティブが働く。 
このような仕組みを用いることで記録者の

信用力の向上につなげている。 

価値移転の管理状況に

対する監査の有無 

なし 
ブロックチェーンの監査(CeriK)は実施し
ているが、管理状況に対する監査は行っ

ていない。 

− あり なし 

監査を実施する者の氏名

又は名称 − − 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

− 

直近時点で行われた監査

年月日 − − 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 

− 

その監査結果 − − 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見されなかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見され、内3
つは解決済みで、１つは解決不要という

判断となった。 
 

− 

（統括者に関する情報） − − − − 
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし 
統括者の名称 − − − − 
統括者の所在地 − − − − 
統括者の属性 − − − − 
統括者の概要 − − − − 
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【暗号資産に内在するリスク】 
 MATIC (POL) MONA SAND XEM 

価値移転ネットワークの

脆弱性に関する特記事項 

Heimdallレイヤーでは記録者が結託して
2/3+1以上の投票力を獲得した場合、改
ざんが可能である。 

多数の記録者が結託し、あるいは既存の

記録者が有する処理能力合計よりも強力

な能力を用いることによって、記録台帳を

改竄すること発行プログラムを改変するこ

とができる 

他のPoSを採用しているブロックチェーン
と同様に、Ethereumの多数のバリデー
ター（記録者）が結託して取引の承認手続

きを行うことで、記録台帳及びプログラム

の改竄が可能であるが、記録者が十分に

分散している状況では改竄は発生しにく

いものと考えられる。 

高いインポータンスを持つ記録者が結託

した場合に台帳とプログラムが改ざんされ

る可能性はあるが、記録者は1万XEM以
上を保有する必要があり、また取引を正

常に完了させるインセンティブが働いてい

ることから改ざんは発生しにくいものと考

えられる。 

発行者の破たんによる価

値喪失の可能性に関する

特記事項 
なし なし 

TSBMV Global LimitedはThe Sandbox
のプラットフォームを統括する組織である

ため、将来的に分散型組織になるべく進

められているが途中で破綻により開発が

遅延又は停止した場合、価値が毀損する

可能性がある 
ただし、発行済のトークン自体はチェーン

上に流通しており、万一破綻した場合で

あっても発行者に依存しない利用用途が

付加されている場合、価値が消失する可

能性は低い 

なし 

価値移転記録者の破た

んによる価値喪失の可能

性に関する特記事項 
− 

記録者の大多数が破たんした場合、正し

い記録が行われないリスクや価値移転が

記録されないリスクに直面し、価値が喪失

する可能性がある。しかし、記録者には一

定の要件を満たすことで誰でもなることが

できるため、記録者が一度に破たんする

ような可能性は低いと考えられる。また、

一部の記録者のみの破たんではネット

ワークに問題は生じない。 

ステーキングプールのLidoなど、バリデー
ターの占有率が高い記録者が破綻した場

合、価格の下落が予想されるが、記録者

の総数は100万以上存在し（24年4月現
在）、世界各地に分散されおり十分な分散

性があるため、価値喪失の可能性は低

い。 

記録者の大多数が破たんした場合、正し

い記録が行われないリスクや価値移転が

記録されないリスクに直面し、価値が喪失

する可能性がある。しかし、記録者には一

定の要件を満たすことで誰でもなることが

できるため、記録者が一度に破たんする

ような可能性は低いと考えられる。また、

一部の記録者のみの破たんではネット

ワークに問題は生じない。 
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移転の記録が遅延する可

能性に関する特記事項 

トランザクション数が処理能力を超えて増

大すると台帳への記録の遅延が発生する

可能性がある。 

・ネットワークがピークトラフィックに達する

と、需要が供給を上回り、採掘者が処理

するものを選ぶことができるため、遅延、

取引の滞留、また取引手数料の押し上げ

が起こり、健全な取引手数料を支払ったと

しても遅延が起こる可能性がある 

処理性能以上のトランザクションが発生し

た場合は記録の遅延が発生する可能性

がある。ただしプロト・ダンクシャーディン

グ（L2のデータ使用量を削減することでス
ケーラビリティを向上させるアップデート）

など、この問題解決に向けて開発が進め

られている。 

トランザクション処理性能が最大で1秒あ
たり2トランザクションであるため、大量の
トランザクションがごく短い期間で発生した

際、記録処理が追いつかずトランザクショ

ンのブロックチェーンへの取り込みが遅延

する可能性がある。 

プログラムの不具合によ

るリスク等 に関する特記
事項 

現状正常に稼働しているものの、未発見

のバグが発見される可能性がある。 

現時点ではプログラムが適正に機能し、

所有データの改竄、不正取引、モナコイン

の複数同時保有する状況などの不適切な

状態に陥ることを排除しているが、未検出

のプログラムの脆弱性やプログラム更新

などにより新たに生じた脆弱性を利用し、

データが改竄され、価値移転の記録が異

常な状態に陥る可能性がある。 

Ethereum上にデプロイされたSAND発行
のためのスマートコントラクトに脆弱性が

あった場合に不正にSANDが盗み取られ
るリスクがある。ただし、これはスマートコ

ントラクトの脆弱性に起因しており、またこ

れらはその他のERC20系暗号資産にも
当てはまり、SAND固有の懸念点ではな
い。 

未検出のプログラムの脆弱性やプログラ

ム更新などにより新たに生じた脆弱性を

利用し、データが改竄され、価値移転の

記録が異常な状態に陥る可能性がある。 

過去に発生したプログラ

ムの不具合の発生状況

に関する特記事項 

攻撃者が任意にトークンを生成できる不

具合や、ネットワークが一定期間停止する

不具合、大規模なブロック再編成（リオー

グ）が発生した事例がある。現在はいずれ

も解消されている。 

2014年に、ブロック難易度の調整不具合
でブロックチェーンの同期が遅延するなど

影響がでたことで、アルゴリズムを変更し

た 

SANDとしては不具合の発生は確認され
なかった。 
 
Ethereumにおいて2020年11月11日、コ
ンセンサスアルゴリズムに関連するバグ

によって一時的に約30ブロックの間スプ
リットが発生したが、翌日にはソースコー

ドの修正が完了している。この際、一部の

サービスプロバイダが一時的にサービス

提供を停止したことが確認できた。 
SANDへの影響は確認できなかった。 

23年2月にチェーンが一時停止し、約12
時間後に復旧した。 
 
ブロック4129631の生成後、予期せぬトラ
ンザクションが「Unconfirmed 
Transactionsキャッシュ」に入ったことが
きっかけで発生した。このトランザクション

が期限切れになると、ブロック生成は正常

に戻った。 
ホットフィックスが公開され、再発防止が

図られた。 

非互換性のアップデート

(ハードフォーク）の状況 

2022年1月18日 EIP-1559実装のための
アップデート 
 
2022年3月18日 Polygon PoSへの
Tendermint実装により生じた不具合に対
応するためのアップデート 
 
2023年1月17日 ガス代の軽減とブロック
チェーンの再編成（リオーグ）に対処する

ためのアップデート 
 

世界に先駆け2017年3月にsegwit対応
のシグナルを開始し、１週間程度のロック

イン後、コードをメインネットにデプロイし、

世界初のActivate化 

SANDの基盤となるEthereumにおいて
次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、ハード
フォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップグレード「
The Merge」の実施によりEthereum、
EthereumPoW、EthereumFairに分岐。
ただし、SANDはEthereumのみサポート
している。 

− 
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2024年9月4日 トークンシンボルをPOL
に変更 

今後の非互換性アップ

デート予定 なし なし アップデートを目的としたハードフォークが

不定期に予定されている。 なし 

正常な稼働に影響を与え

たサイバー攻撃の履歴 なし 

2018年5月に、セルフィッシュ・マイニング
攻撃（Block withholding attack）を受け、
ブロックチェーンの大規模な再編成（

reorg）が発生 

とくになし。 とくになし。 
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【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】 
 MATIC (POL) MONA SAND XEM 

価格データの出所 
（基準日付） 

出所：CoinMarketCap 
URL:https://coinmarketcap.com/ja/curr
encies/polygon 
基準日：2024年8月25日 

出所：CoinGecko 
URL:https://www.coingecko.com/ 
基準日：2024年5月15日 

出所：CoinGecko 
URL:https://www.coingecko.com/ 
基準日：2024年5月15日 

出所：CoinGecko 
URL:https://www.coingecko.com/ 
基準日：2024年8月26日 

１取引単位当たり計算単

価（ドル基準、例：＄

1.000.000） 
$0.5242 $0.341 $0.4099 $0.02035 

１取引単位当たり計算単

価（円基準、例：￥

100.000.000） 
¥75.47 ¥52.56 ¥64.04 ¥2.92 

ドル/円計算レート ¥143.97 ¥156.24 ¥155.23 ¥143.49 

四半期取引数量（現物、

単位は百万円） − - − ー 

その他事項（当社保有比

率は、総発行枚数に対す

る利用者保有分の割合を

指す） 

・2024年9月4日からMATICのトークンシ
ンボルはPOLに移行したものの、当社は
従来のMATIC表記を用いて取り扱ってい
る。 
 
・ポリゴン（MATIC）は複数のブロック
チェーン上で取引される暗号資産である

が、当社で取扱うMATICはPolygon
チェーンのみに対応している。そのため、

Ethereumチェーンを含む、Polygon
チェーン以外を利用したポリゴン（MATIC
）の受取、送金には対応していない。 
 
・当社保有比率：0.072%（24年8月26日
時点） 

・当社保有比率：15.473%（24年4月9日
時点） 

・当社で取扱うSANDはEthereumチェー
ンのみに対応している。そのため、

Ethereumチェーン以外を利用したSAND
の受取、送金には対応していない。 
 
・当社はSANDの取扱開始にあたり、
TSBMV Global Limitedと同社が発行す
るNFT（LNAD）を割引で仕入れることが
可能となる契約を行った。 
 
・当社保有比率（24年4月9日時点：
0.628% 

・当社保有比率：7.285%（24年4月9日時
点） 

更新年月日 2024/8/26 2024/5/15 2025/3/21 2024/8/26 
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【基礎情報】 
 XLM XRP XYM APE 

日本語の名称 ステラルーメン エックスアールピー シンボル エイプコイン 

現地語の名称 Stellar Lumens XRP Symbol ApeCoin 

呼称（日本語の名称と同

じ場合はー表記） ステラ ー ジム ー 

ティッカーコード（シンボ

ル） XLM XRP XYM APE 

発行開始（年、月、日） 2014月7月31日 2012年9月（Ripple Consensus 
Ledgerの開始日） 2021年3月17日 2022年2月14日 

時価総額（ドル基準、例：

＄1.000.000） $4,066,023,249 $133,522,721,882 $191,134,226 $812,234,158 

時価総額（円基準、例：￥

100.000.000） ¥615,351,958,503.66 ¥19,847,484,994,121 ￥29,762,763,652 ￥124,598,775,623 

主な利用目的 個人、中小企業向け送金、決済、

投資 送付（送金）、決済、投資 送金、決済、投資 ガバナンス、決済、ステーキング 

利用制限の有無 なし なし なし なし 

海外流通の有無 あり あり あり あり 

国内流通の有無 あり あり あり あり 

店舗等の利用制限の有

無 なし なし なし なし 

利用制限を行う者の属性 − − − － 

利用制限の内容 − − − － 

一般的な性格 

一般人、中小企業、中小金融機

関の間で直接的に資金を移動可

能なプラットフォームを利用する

ための暗号資産 

・XRPは金融機関の送金におい
て法定通貨間のブリッジ通貨とし

てオンデマンドの流動性を提供す

る役割を有している。これによっ

て金融機関は従来よりも格段に

流動性コストを下げつつも送金先

のリーチをグローバルに広げるこ

とができる。 
・XRPはRipple Consensus 
Ledger上での取引における取引

・トランザクションを行う際に支払

う手数料 
・ブロック生成を行う記録者への

報酬 
・記録作業を委任した者への報

酬 

APEエコシステム内で使用される
ガバナンスおよびユーティリティ

トークン 
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料としての性格も有している。

ネットワークへの攻撃が起こった

時には手数料が自動的に釣り上

げられるため、攻撃が未然に防

げる仕組みとなっている。XRPは
3〜5秒ごとにファイナリティをもっ
て決済を行うことができ、1秒につ
き1,500の取引を決済できるス
ケーラビリティを有する構造となっ

ている。 
法的性格（資金決済法第

2条第5項第１号、第２号
の別 例：第1号） 

第1号 第1号 第1号 第1号 

2号の場合：相互に交換
可能な1号暗号資産の名
称 

− − - − 

発行暗号資産に対する資

産（支払準備資産）の有

無および名称 
なし なし なし なし 

発行者に対する保有者の

支払請求権（買取請求

権） 
なし なし なし なし 

支払請求（買取請求）によ

る受渡資産 − − − － 

発行者が保有者に付与

するその他の権利 なし なし なし － 

発行者に対して保有者が

負う義務 なし なし なし － 

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 

交換（売買）の制限 なし なし なし － 

価値移転、保有情報を記

録する電子情報処理組織

の形態 
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン 

保有・移転記録台帳の公

開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 

保有・移転記録の秘匿性 
保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上
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のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

利用者の真正性の確認 
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳する 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳する 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データと特定し、記帳する 

利用者の真正性の確認方法とし

て、APEはEthereum上で発行さ
れるERC20トークンであるため、
Ethereumに依存する。 
 
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲
線暗号を使用することで生成して

いる。 

価値移転記録の信頼性

確保の仕組み Stellar Consensus Protocol 

・Ripple Consensus Ledger（
RCL）は独自のコンセンサスアル
ゴリズムを採用し、

Proof-of-Workよりもより速くかつ
効率的に取引を承認することが

できる 
・信頼される認証済み法人バリ

データー（検証者）が取引につい

ての投票を行い、80%以上の合
意が得られた取引については承

認を行う。RCLでは決済が3〜5
秒ごとに実行され、1秒につき
1,500の取引まで対応できるス
ケーラビリティを有する 

Proof of Stake＋ Proof of Stake 

誕生時に技術的なベース

となったコインの有無とそ

の名称 
（アルトコインのみ） 

XRP − XEM ETH 
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【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】 
 XLM XRP XYM APE 

取引単位の呼称 XLM 1 XRP = 1,000,000 drop XYM APE 

保有・移転記録の最低単

位 0.0000001 XLM 1 drop （ = 0.000001 XRP） 0.000001 XYM 0.000000000000000001 APE 

交換可能な通貨又は暗

号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 

交換制限 なし なし なし なし 

制限内容 - - - − 

交換市場の有無 あり あり あり あり 

価値が連動する資産等の

有無 なし なし なし なし 

価値連動する資産等の名

称 − − − − 

価値連動する資産等の内

容 − − − − 

価値連動する資産との交

換の可否 − − − − 

価値連動する資産との交

換比率 − − − − 

価値連動する資産との交

換条件 − − − − 

その他の付加価値（サー

ビス）の有無 あり あり なし あり 

付加価値（サービス）の内

容 
DEXの提供（StellarX： 
https://www.stellarx.com/） 

金融機関の国際送金において流

動性確保するためのブリッジ通貨

として使われる。Ripple Labs 
Inc.とR3 LLCが共同で行い、12
の金融機関が参加した実証試験

ではXRPを使用することで送金コ
ストが60%低減できることが実証
された。 

− 

コレクティブNFT「Bored Ape 
Yacht Club」を生み出したweb3
企業「Yuga Labs」のプロジェクト
における基軸通貨になる予定で

ある。そのため現在開発中のメタ

バースプロジェクト「Otherside」
内で利用できる通貨になることが
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想定できる。 

過去3年間の付加価値
（サービス）の提供状況 安定したサービスが続いている 

・上記の通り、2016年に金融機
関による実証試験が行われた 
・マネーグラム社がXRPを利用し
米国とメキシコ間でODLを利用し
た国際送金を初めて行っている 
・FlashFXはフィリピンへの支払
いで正式にODLを導入した（
AUD/PHP） 

− 未定 
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【発行状況】 
 XLM XRP XYM APE 

発行者 あり あり なし あり 

発行主体の名称 ステラ開発財団 （ 
https://www.stellar.org/ ） Ripple Labs Inc. − APE Foundation 

発行主体の所在地 米国・カリフォルニア州 San Francisco, California, 
U.S. − イギリス領ケイマン諸島 

発行主体の属性等 非営利団体 ソフトウェア開発 − 非公開有限責任保証会社 

発行主体概要 ステラ開発財団 （ 
https://www.stellar.org/ ） 

Ripple Labs Inc.（
https://ripple.com/） − 

APE FoundationはApeCoin 
DAOの決定を管理することを目
的とし、日々の管理、簿記、プロ

ジェクト管理、およびDAOコミュニ
ティのアイデアが現実になるため

に必要なサポートを確保するため

のその他のタスクを担当する。 

発行暗号資産の信用力

に関する説明 

・オープンなネットワーク上で固有

のStellar Consensus Protocol
によって取引が承認され、暗号化

技術による堅牢なセキュリティ構

造を有する 
・取引が承認されるためにはバリ

データー（承認者）の合意が必

要、承認された取引はグローバ

ルに共有されたパブリックな台帳

に記録され、改ざん不可能 

XRPはオープンなネットワーク上
で固有のコンセンサスアルゴリズ

ムによって取引が承認され、暗号

化技術による堅牢なセキュリティ

構造を有する。取引が承認される

ためには80%以上の認証済み法
人バリデーターが合意をする必

要があり、承認された取引はグ

ローバルに共有されたパブリック

な台帳に記録され、改ざん不可

能となる。 
 
XRPは国際送金の法人向けユー
スケースをサポートする機能を有

したデジタルアセットであり、銀行

によって直接保管され使用される

実証試験が行われた唯一の独立

型暗号資産である。 
 

多数決をもって移転記録が認証

される仕組みと、ブロックチェーン

による保有・移転記録の管理とそ

の記録の公開によって信用力を

高めている。 

APEは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、APEは実際にホームペー
ジに公開されたとおりに運営され

ており、記録者による記録が継続

され、市場で取引されているとい

う実績がある。 
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XRPはネットワーク開始以降
2900万回台帳が更新されてお
り、2016年には一度もダウンタイ
ムは発生しておらず、強固なネッ

トワークにより支えられている。 

発行方法 
ICO、プログラムによる自動発行
（2019年11月に終了）、プロジェ
クトへのエアドロップ 

2012年のネットワーク発足時に
全て発行済み 

Symbolブロックチェーンのローン
チ時に約78億XYMを発行し
XEM保有者に割り当て、残りの
約12億XYMはプログラムによる
自動発行 

初期発行 

発行可能数 50,001,787,366 XLM 
（2023年4月28日現在） 100,000,000,000 XRP 8,999,999,999XYM 1,000,000,000 

発行可能数の変更可否 可 不可（全量発行済みのため追加

発行無し） 不可 不可 

変更方法 発行プログラムの変更 

Ripple Consensus Ledgerの
P2Pサーバー向けソフトウェアで
あるrippledのプログラム変更（現
時点では発行するプログラム自

体が存在しないので、新規に作

成する必要がある） 

− − 

変更の制約条件 − 

・80％以上のバリデーターが合
意しなければならない 
・合意後に、プログラムの修正を

実施する必要がある 

− − 

発行済み数量 50,001,787,366 XLM 
（2023年4月28日現在） 100,000,000,000 XRP 8,336,193,532 XYM（2024年5

月18日時点） 1,000,000,000 

今後の発行予定または発

行条件 − 

・2012年に全て発行されており、
今後の発行予定は無い 
・発行済のXRPの約62%（2017
年9月時点）をRipple Labs Inc.
が保有し、市場に分配している。

約37%はすでに市場に流通して
いる 

ビットコインのインフレーション

レートに連動し、約12億XYMが
記録者への報酬として自動発行

される 

なし 
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過去３年間の発行状況 − ー（2012年に全て発行済） 約5億XYM（2024年5月18日時
点） 

2022年2月14日に全量
(1,000,000,000)発行済 

過去３年間の発行理由 − ー 記録者への報酬 初期発行 

過去３年間の償却状況 − 
2025年3月17日までに
13,676,173 XRP が償却され、
99,986,323,827 XRP となった。 

不明 約1,562APE 

過去３年間の償却理由 − 

ネットワークを攻撃者から守るた

めのメカニズムとして手数料を課

し、その手数料分のXRPを償却
させる 

− 不明 

発行者の行う発行業務に

対する監査の有無 − なし − あり 

監査を実施する者の氏名

又は名称 − − − Chainsulting 

直近時点で行われた監査

年月日 − − − 2022年3月17日 

直近時点における監査結

果 − − − 問題は発見されなかった。 
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【価値移転記録台帳に係る技術】 
 XLM XRP XYM APE 

ブロックチェーン技術の利

用の有無 あり あり あり あり 

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリックとプライベートのハイブ

リッド型 パブリック型 

ブロックチェーン技術を利

用しない場合には、その

名称 
− − − − 

利用するブロックチェーン

技術以外の技術の内容 − − − − 

価値移転認証の仕組み 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値記録公開/非公開の
別 公開 公開 公開 公開 

保有者個人データの秘匿

性の有無 あり あり あり あり 

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 
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価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

バリデーターが取引についての

投票を行い、合意が得られた取

引については承認を行う事により

信頼性を確保する 

・健全なネットワークを保全する

動機を有する認証済法人バリ

データーによって取引が承認され

る仕組みを有している 
・ネットワークの攻撃に対して自

動的に取引手数料が釣り上がる

仕組みを有しており、攻撃を未然

に防ぐことができる 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）によるノードの

過去動作を監視した評価軸とノー

ドの計算作業量をもって移転記

録が認証される仕組みを用い、

多数の記録者のネットワークへ

の参加を得ることによって、デー

タ改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,072,40であり（2024年
10月17日現在）、世界各地に分
布しており、価値移転ネットワー

クは分散性が高い。 
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【価値移転の記録者】 
 XLM XRP XYM APE 

記録者の数 44 アクティブノード 
（2024年3月31日現在） 

203のバリデーター（検証者）ノー
ド（2025年3月17日時点） 
注：他のパブリックブロックチェー

ンにも言えるように、ノードは情報

の共有を拒否することも可能であ

るため、上記の数字はRipple 
Labs Inc.が把握している部分の
数字のみを示している 

記録者数は不明である。ただし

646台のノードが存在する 
(24年5月18日時点) 

Ethereumブロックチェーン上に
発行されるERC20トークンである
ため、記録者に関する情報は

Ethereumに依存する。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年10月17日）​
1,072,401​
https://beaconcha.in/validators
#active 
 

記録者の分布状況 

https://stellarbeat.io/にて確認
可能 
主にアメリカ、ドイツ、シンガポー

ル 

世界中に分散 主にドイツ、日本、リトアニアなど 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英
国など 

記録者の主な属性 − 

誰でも自由に記録者になることが

できるが、信頼されているバリ

データーの投票だけが投票プロ

セスにおいて考慮される 

不特定、誰でも一定条件を満た

すことで記録者になることができ

る 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

記録の修正方法 − 

・取引が一旦記録されると、取引

は変更することができない 
・承認された送金はキャンセルす

ることができないので、その送金

を無効とするためには反対の取

引を別途行う必要がある 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

記録者の信用力に関する

説明 

台帳プログラムに実装されている

連合ビザンチン合意（FBA）のス
キームが台帳記録の信用力を保

証する。このスキームは従来型

のビザンチン合意のスキームを

応用したもので、信頼できるノー

ドの集合体がトランザクションの

承認を行えるようにすることで、

・パブリックな台帳ネットワークを

保持する動機がある、確認・証明

済みの法人がバリデーター（検証

者）になっている。 
・そのうち、トップのバリデーター

運用のパフォーマンスを示した複

数のバリデーターのみがUnique 
Node List （UNL）という推奨リス

1万XYM以上を保有するもので
あれば誰でも記録者になることが

できるが、ブロック生成を行う（報

酬を受け取る）記録者として選出

されるには「インポータンス」が重

要になる。 
「インポータンス」は保有量と取引

量（トランザクション量）、ノード運

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている 
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XLMのシステムをより強固に
Byzantine Fault Toleranceなも
のとしている。 

トに追加され、ネットワークのノー

ドによって参照されるため個々の

記録者の信用は必要としない仕

組みになっている。 

用の有無によって算出される。 
そのため保有量が多い記録者が

ブロック生成を占有することがな

くなり、また取引を正常に完了さ

せるインセンティブが働く。 
このような仕組みを用いることで

記録者の信用力の向上につなげ

ている。 
価値移転の管理状況に

対する監査の有無 − − なし あり 

監査を実施する者の氏名

又は名称 − − − 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

直近時点で行われた監査

年月日 − − − 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 
 

その監査結果 − − − 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 
 

（統括者に関する情報） − − −  
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし 

統括者の名称 − − − − 

統括者の所在地 − − − − 

統括者の属性 − − − − 

統括者の概要 − − − − 
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【暗号資産に内在するリスク】 
 XLM XRP XYM APE 

価値移転ネットワークの

脆弱性に関する特記事項 

信頼するバリデーターが意に反し

て結託した場合、台帳とデータは

改ざんされる可能性がある 

・信頼するバリデーターが意に反

して結託した場合、台帳とデータ

は改ざんされる可能性がある。 
・また、暗号資産の移転等を支え

るコミュニティの崩壊等により、暗

号資産の移転が不可能となる可

能性及びその他の理由等に起因

し、最悪の場合は、暗号資産の

価値がゼロとなる可能性がある。 

高いインポータンスを持つ記録者

が結託した場合に台帳とプログラ

ムが改ざんされる可能性はある

が、記録者は1万XYM以上を保
有する必要があり、また取引を正

常に完了させるインセンティブが

働いていることから改ざんは発生

しにくいものと考えられる。 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

発行者の破たんによる価

値喪失の可能性に関する

特記事項 
なし なし なし 

以下のことから発行者の破たん

が直接APEの価値喪失に繋がる
可能性は低いと考えられる。 
 
・発行者が破綻した場合であって

もERC20トークンであるAPEは
Ethereumブロックチェーン上に
残り正常に稼働するため 
 
・APEの発行者はAPE 
Foundationであるが、APEの方
針はAPEの保有者で構成される
ApeCoin DAOによって提案、投
票、意思決定が行われるため、

APE FoundationはAPEや
ApeCoin DAOのコントロールは
行えず、決定の適切性の監視と

決定の実行管理を行う役割のみ

持っている。そのため発行者の

APE FoudationはAPEについて
影響力を及ぼすことができないた

め 
 
・APE Foundationはプロジェクト
運営の実務者であることから、も

し破綻した場合には運営が停止

してしまう。そのため破たんの危
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機に直面した場合、ApeCoin 
DAOから支援が行われ、もし破
綻した場合であっても新たな

Foundationが組織されることが
想定できるため 

価値移転記録者の破た

んによる価値喪失の可能

性に関する特記事項 
− − 

記録者の大多数が破たんした場

合、正しい記録が行われないリス

クや価値移転が記録されないリ

スクに直面し、価値が喪失する可

能性がある。しかし、記録者には

一定の要件を満たすことで誰でも

なることができるため、記録者が

一度に破たんするような可能性

は低いと考えられる。また、一部

の記録者のみの破綻ではネット

ワークに問題は生じない。 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（24年4月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

移転の記録が遅延する可

能性に関する特記事項 

・信頼されるバリデータの大多数

のネットワーク接続が失われた場

合、接続が復活するまで価値移

転の記録が遅延する可能性があ

る 
・信頼されるバリデーターが互換

性のないソフトウェアのバージョ

ンを使用した場合、大多数のバリ

データーが互換性のあるソフト

ウェアに移行するまで、または、

非互換のソフトウェアを使うバリ

データーを投票プロセスから除外

するという設定をするまでは価値

移転の記録が遅延する可能性が

ある。 

信頼されるバリデータの大多数

のネットワーク接続が失われた場

合、接続が復活するまで価値移

転の記録が遅延する可能性があ

る 
 
また、信頼されるバリデーターが

互換性のないソフトウェアのバー

ジョンを使用した場合、大多数の

バリデーターが互換性のあるソフ

トウェアに移行するまで、または、

非互換のソフトウェアを使うバリ

データーを投票プロセスから除外

するという設定をするまでは価値

移転の記録が遅延する可能性が

ある 

トランザクション処理性能が1秒
あたり132トランザクションである
ため、それ以上の大量のトランザ

クションがごく短い期間で発生し

た際、記録処理が追いつかずトラ

ンザクションのブロックチェーンへ

の取り込みが遅延する可能性が

ある。 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。プロト・

ダンクシャーディング（L2のデータ
使用量を削減することでスケーラ

ビリティを向上させるアップデー

ト）など、この問題解決に向けて

開発が進められている。 
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プログラムの不具合によ

るリスク等 に関する特記
事項 

− 

・どのようなソフトウェアにも言え

ることだが、ソフトウェアの不具合

が問題を引き起こす可能性は否

定できないが、Ripple Labs Inc.
では新しいバージョンがアップ

デートされる前に入念なQAを
行っており不具合の可能性を最

小化している。 
・Ripple Consensus Ledgerは
これまで2,900万回、一度も
フォークなどの大きな問題は経験

することなく台帳を更新している。 

未検出のプログラムの脆弱性や

プログラム更新などにより新たに

生じた脆弱性を利用し、データが

改竄され、価値移転の記録が異

常な状態に陥る可能性がある。 

Ethereum上にデプロイされた
APEのコントラクトに脆弱性が
あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。ただし、こ

れはスマートコントラクトの脆弱性

に起因しており、またこれらはそ

の他のERC20系暗号資産にも
当てはまり、APE固有の懸念点
ではない。 

過去に発生したプログラ

ムの不具合の発生状況

に関する特記事項 

日本時間2019年5月16日に約
67分間ネットワーク停止の不具
合が発生した。現在は復旧・解決

済みであり、当該事故から現在ま

でに同様の不具合は発生してい

ない 

− − 

Ethereumにおいて2023年5月
12日、ブロックのファイナライズ
が約30分間遅延する障害が発生
したが、APEへの影響は確認で
きなかった。 

非互換性のアップデート

(ハードフォーク）の状況 − − − 

APEの基盤となるEthereumにお
いて次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。ただし、
APEはEthereumのみサポートし
ている。 

今後の非互換性アップ

デート予定 なし なし なし 
アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る。 
正常な稼働に影響を与え

たサイバー攻撃の履歴 とくになし。 とくになし。 とくになし。 とくになし。 
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【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】 
 XLM XRP XYM APE 

価格データの出所 
（基準日付） 

出所：CoinMarketCap 
URL:https://coinmarketcap.co
m/currencies/stellar/ 
基準日：2024年3月31日 

出所：CoinMarketCap 
URL:https://coinmarketcap.co
m/currencies/xrp/ 
基準日：2025年3月16日 

出所：CoinGecko 
URL:https://www.coingecko.co
m/ 
基準日：2024年5月18日 

出所：CoinMarketCap 
URL：
https://coinmarketcap.com/ja/c
urrencies/apecoin-ape/ 
基準日：2024年10月30日 

１取引単位当たり計算単

価（ドル基準、例：＄

1.000.000） 
$0.14 $2.29 $0.0213 $1.08 

１取引単位当たり計算単

価（円基準、例：￥

100.000.000） 
¥21.35 ¥341.65 ¥3.32 ¥168.21 

ドル/円計算レート ¥151.34 ¥149.19 ¥155.87 ¥153.41 

四半期取引数量（現物、

単位は百万円） − − - ー 

その他事項（当社保有比

率は、総発行枚数に対す

る利用者保有分の割合を

指す） 

・当社保有比率：0.254%（24年4
月9日時点） 

・当社保有比率：0.567%（25年3
月17日時点） 

・当社保有比率：3.566%（24年4
月9日時点） 

米国の証券取引法に違反したと

され集団訴訟をされている。 
 
・当社保有比率（24年10月7日時
点：0.165% 
 
当社で取扱うAPEはEthereum
チェーンのみに対応している。そ

のため、Ethereumチェーン以外
を利⽤したAPEの受取、送⾦に
は対応していない 

更新年月日 2024/4/30 2025/3/21 2023/5/18 2024年10月30日 
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2号の場合：相互に交換
可能な1号暗号資産の名
称 

- - - - - 

発行暗号資産に対する資

産（支払準備資産）の有

無および名称 
なし なし あり（BTC） なし なし 

発行者に対する保有者の

支払請求権（買取請求

権） 
なし なし 

保有者に買取請求権はない。 
ただし、custodianによって発行さ
れたWBTCと同量のBTCが
custodianによって倒産隔離され
た状態で保全されているので、

WBTC保有者のWBTCとBTCの
交換は担保できる。 

- なし 

支払請求（買取請求）によ

る受渡資産 - - BTC - - 

発行者が保有者に付与

するその他の権利 なし なし なし - なし 

発行者に対して保有者が

負う義務 なし なし なし - なし 

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 

WBTCはBTCと1:1で交換可能
なため基本的にBTCの価格を追
随するものの、市場における需要

と供給によって決定する 

保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 

交換（売買）の制限 なし なし なし - なし 

価値移転、保有情報を記

録する電子情報処理組織

の形態 
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリックブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン 

保有・移転記録台帳の公

開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 

保有・移転記録の秘匿性 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している

為、公開されているが、移転記録

上のトランザクションやアドレス

から個人を特定をすることはでき

ない。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることはできな

い。 
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利用者の真正性の確認 

利用者の真正性の確認方法とし

て、AXSはEthereum上で発行さ
れるERC20トークンであるため、
Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された

秘密鍵をsecp256k1による楕円
曲線暗号を使用することで生成

している。 

利用者の真正性の確認方法とし

て、IMXはEthereum上で発行さ
れるERC20トークンであるため、
Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲
線暗号を使用することで生成して

いる。 

利用者の真正性の確認方法とし

て、WBTCはEthereumに依存す
る。Ethereumは秘密鍵と公開鍵
を用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲
線暗号を使用することで生成して

いる。 

Avalanche C-chainは秘密鍵と
公開鍵を用いた暗号化技術によ

り、利用者本人が発信した移転

データを特定することで真正性の

確認が可能。真正性の確認に必

要な公開鍵は、ランダムに生成さ

れた秘密鍵をsecp256k1による
楕円曲線暗号を使用することで

生成している。 

利用者の真正性の確認方法とし

て、SHIBはEthereum上で発行
されるERC20トークンであるた
め、Ethereumに依存する。
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公

開鍵は、ランダムに生成された秘

密鍵をsecp256k1による楕円曲
線暗号を使用することで生成して

いる。 

価値移転記録の信頼性

確保の仕組み Proof of Stake Proof of Stake Proof of Stake Proof of Stake Proof of Stake 

誕生時に技術的なベース

となったコインの有無とそ

の名称 
（アルトコインのみ） 

ETH ETH ETH なし ETH 
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【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】 
 AXS IMX WBTC AVAX SHIB 

取引単位の呼称 AXS IMX WBTC 

1 AVAX = 1,000 mAVAX 
1 mAVAX = 1,000 µAVAX 
1 μAVAX = 1,000 nAVAX 

SHIB 

保有・移転記録の最低単

位 0.000000000000000001 AXS 0.000000000000000001 IMX 0.00000001 WBTC 
0.000000001 AVAX = 1 
nAVAX 0.000000000000000001 SHIB 

交換可能な通貨又は暗

号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 

交換制限 なし なし なし なし なし 

制限内容 − - - - - 

交換市場の有無 あり あり あり あり あり 

価値が連動する資産等の

有無 なし なし あり 無し なし 

価値連動する資産等の名

称 − − BTC - - 

価値連動する資産等の内

容 − − 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 

- - 

価値連動する資産との交

換の可否 − − 可 - - 

価値連動する資産との交

換比率 − − 1:1 - - 

価値連動する資産との交

換条件 − − 

①WBTC保有者はmerchantに
手数料を支払うことでWBTCを
BTCと交換できる 
②merchantはWBTCを償却し、
手数料をcustodianに支払うこと
でcustodianからBTCを受け取れ
る 
 
merchantとcustodian一覧 

- - 
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https://wbtc.network/dashboar
d/partners 

その他の付加価値（サー

ビス）の有無 
あり あり なし あり なし 

付加価値（サービス）の内

容 

Axie Infinityは3on3のカードバト
ルゲームの提供をしており、AXS
保有者は決済、ステーキングとい

う利用用途に加えてAxieチーム
が実施する特定のセール/オーク
ションに参加することができる。ま

た、Axie Infinity上で発生した収
益とステーキング報酬の一部は、

Treasuryに保管され、AXS保有
者によるガバナンスによって管理

される。 

審査を通過したImmutableプロト
コル開発者は助成金としてIMXを
受け取ることができる。 

- 

Avalanche C-chainはEVM（
Ethereum Virtual Machine）と
の互換性があるチェーンであり、

Ethereumと同様に新しいトーク
ン、NFTの発行やスマートコント
ラクト、DAppsの作成ができる。 

- 

過去3年間の付加価値
（サービス）の提供状況 

Axie Infinityは新たに3on3の
カードゲームバトルとして「Axie 
Infinity: Origins」を2022年8月
18日にリリースした 

安定してサービスが続いている 
https://www.immutable.com/fu
nd 

- 

オラクルネットワーク、レンディン

グプラットフォーム、ステーブルコ

インの交換プラットフォーム等に

サービスを提供している。 

- 
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【発行状況】 
 AXS IMX WBTC AVAX SHIB 

発行者 あり あり あり あり あり 

発行主体の名称 Sky Mavis PTE. LTD Digital World NFTS Ltd. BitGo Inc. AVA Labs,Inc. Ryoshi 

発行主体の所在地 Ho Chi Minh City, Vietnam British Virgin Islands US 94306 California Palo Alto 

Avalanche (BVI)：Floor 4, 
Banco Popular Building, Road 
Town, Tortola VG 1110, British 
Virgin Island 

不明 

発行主体の属性等 営利企業 営利企業 営利企業 営利企業 不明 

発行主体概要 

Sky Mavisは、分散型アプリケー
ションやサービスを構築するテク

ノロジー企業として、情報技術、

ブロックチェーン、ビデオゲーム

の分野に特化している。2018年
に設立され、本社はベトナムの

ホーチミン市に存在する。 

Immutable X上のプラットフォー
ム通貨であるIMXを発行した営
利企業 

機関投資家向けにブロック

チェーン ベースの通貨における
セキュリティ、コンプライアンス、

カストディソリューションなどの暗

号通貨投資サービスを提供する

企業 

Ava Labs,Inc.は、金融業界にお
ける共通の言語及び共通のイン

フラストラクチャとなり金融市場を

最適化することを目的とする。 
また、この目的の達成後は独立し

た既存の金融製品/サービスを一
元化し、再現可能かつ拡張可能

な新たな形の製品やサービスを

構築し、金融業界全体のサービ

スの提供コストと品質が、安価で

優れたものにする“資産/資本フ
ローの機能化” を次なる目標とし
て定める。 
 

SHIBの初期開発はBTC同様、「
Ryoshi」と名乗る匿名の開発者
によってなされており、個人・集団

であるか等一切の情報が公開さ

れていない。 
しかし、初期発行以降はコミュニ

ティ主導による開発・運営がなさ

れていることに加え、発行主体に

よる大量保有がなされておらず、

取扱いに特段の問題はないと判

断している。 

発行暗号資産の信用力

に関する説明 

"AXSは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 

IMXは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 

WBTCは、イーサリアムのプラッ
トフォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 

Avalanche C-chainにおいては
オープンなネットワーク上で

Snowmanコンセンサスによって
取引が承認され、暗号化技術に

よる堅牢なセキュリティ構造を有

する。 
また、取引が承認されるためには

確率論的に覆る事のない数のバ

リデーター（承認者）の合意が必

要であり、承認された取引はブ

ロックに記録され、改ざんは不可

SHIBは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が認

証される仕組みと、ブロックチェー

ンによる保有・移転記録の管理と

その記録の公開によって信用力

を高めている。 
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また、AXSは実際にホワイトペー
パー通りに運営されており、記録

者による記録が継続され、市場

で取引されているという実績があ

る。" 

 
また、IMXは実際にホワイトペー
パー通りに運営されており、記録

者による記録が継続され、市場

で取引されているという実績があ

る。 

 
また、WBTCは実際にホワイト
ペーパー通りに運営されており、

記録者による記録が継続され、

市場で取引されているという実

績がある。 

能となっている。  
また、SHIBは実際にホワイトペー
パー通りに運営されており、記録

者による記録が継続され、市場で

取引されているという実績があ

る。 

発行方法 

AXSはERC20トークンとして、
2020年10月27日時点で
270,000,000 AXSがEthereum
ブロックチェーン上で全量発行さ

れた。 

ERC20トークンとして、
2,000,000,000 IMXが
Ethereumブロックチェーン上で
全量発行された 

merchantはcustodianに対し、
WBTCの発行依頼と発行分の
BTCを送る。その後custodian
はmerchantに対しWBTCを発
行する。 

AVAXは2020年9月21日のICO
時点で720,000,000AVAXを上限
に360,000,000AVAXが発行され
た。この際発行されなかった

AVAXはMinting Functionという
関数に従って発行される。 

初期発行で全量発行済み 

発行可能数 270,000,000 AXS 2,000,000,000 IMX 

上限なし 
ただしBTCの発行可能数は
2100万BTC 

720,000,000 AVAX 1,000,000,000,000,000 SHIB 

発行可能数の変更可否 不可 不可 - 不可 不可 

変更方法 − - - - - 

変更の制約条件 − - - - - 

発行済み数量 270,000,000 AXS 2,000,000,000 IMX 
162,975  WBTC (2024年5月
15日時点) 

446,705,787 AVAX 
（2024/10/17時点） 

1,000,000,000,000,000 SHIB 
この内の約10億SHIBが償却さ
れ、さらに400兆SHIB以上がデッ
ドアドレスに送金されている

(2023/12/6時点) 

今後の発行予定または

発行条件 なし - BTCと引き換えに1:1で発行され
る 

ブロック生成ごとにステーキング

報酬分が発行され、その報酬量

はMinting Functionという関数に
従う。発行上限は720,000,000 
AVAXで固定されているが、上限
に至るまでの発行速度はガバナ

ンスにより変更され得る。 

なし 
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過去３年間の発行状況 2020年10月27日に全量発行済
み 初期発行（2,000,000,000 IMX） 

WBTCはその需要に応じて月に
数回発行されている。 
発行状況は以下のサイトで確認

できる。 
https://wbtc.network/dashboar
d/order-book 

2020年9月21日に360,000,000 
AVAXが発行 

初期発行時にEthereumの開発
者の一人であるヴィタリック氏の

アドレスに総発行量の50％が送
金され、そのうち約82%（総発行
量の41％）にあたるSHIBを償却
（所有者が存在しないデッドアドレ

スに送金）している。 

過去３年間の発行理由 

AXSは決済、ステーキング、ガバ
ナンスを通じたAxie Infinityのエ
コシステムの維持とSky Mavis社
が開発を継続するためのインセ

ンティブを確保するため（トークン

発行時に総供給量の21%がSky 
Mavisのためにロックされてお
り、54ヶ月かけて段階的にアン
ロックされる仕組みとなってい

る）。 

資金調達、プラットフォームのエ

コシステム構築を目的として発行 

利用者のWBTC需要に応じて発
行される 

ICOによる資金調達、ステーキン
グ報酬 

不明 

過去３年間の償却状況 なし なし 

WBTCはその需要に応じて
merchantによって償却されてい
る。 
償却状況は以下のサイトで確認

できる。 
https://wbtc.network/dashboar
d/order-book 

ローンチ時点から現在（

2024/10/17）に至るまで
4,461,303 AVAXが償却されてい
る 
また、以下のURLよりリアルタイ
ムでの償却状況が確認できる。 
https://burnedavax.com/ 

総発行量の50％が送金された
ETH開発者の一人であるヴィタ
リック氏が送金されたうち40％に
あたる枚数のSHIBを償却（所有
者が存在しないデッドアドレスに

送金）している。​
また、2024年3月8日~9日にコミュ

ニティによって約135億 SHIBが償

却されている。 

過去３年間の償却理由 − − 
利用者のWBTC需要に応じて償
却される 

デフレトークンとするため 不明 

発行者の行う発行業務に

対する監査の有無 あり あり あり あり - 

監査を実施する者の氏名

又は名称 Quantstamp/Openzeppelin CirtiK社 Chainsecurity社 Tokensofts社 - 

直近時点で行われた監

査年月日 2020年10月24日 2022年1月31日 2018年10月11日 2020年7月15日 - 

直近時点における監査結

果 

コード監査によって挙げられた問

題点は、補足レベルのものであ

り、監査に合格していることを確

コントラクトのセキュリティに関す

る問題が5件(Major 1件, 
Informational 4件)見つかった

コントラクトにセキュリティに関す

る問題が2つ見つかったが、デプ
ロイ前に改善されている。 

Tokensoft社による内部監査を実
施し、トークンセールを行った際

の購入者の入金額とトークンの販

- 

90 



認した。 
参照先：

https://cdn.axieinfinity.com/lan
ding-page/AXS_Audit_Report.
pdf 
 

が、致命的な欠陥はないとの監

査結果を得ている。 
https://www.certik.com/project
s/immutable-x 

また、custodyに管理されている
裏付け資産のBTCは以下のサ
イトから確認できる。 
https://wbtc.network/dashboar
d/audit 

売量が整合するか確認された。

監査の結果、販売時のシステム

は正確であり、欠陥が無いことが

確認された。 
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【価値移転記録台帳に係る技術】 
 AXS IMX WBTC AVAX SHIB 

ブロックチェーン技術の利

用の有無 あり あり あり あり あり 

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 

ブロックチェーン技術を利

用しない場合には、その

名称 
− - - - - 

利用するブロックチェーン

技術以外の技術の内容 − - - - - 

価値移転認証の仕組み 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値記録公開/非公開の
別 公開 公開 公開 公開 公開 

保有者個人データの秘匿

性の有無 あり あり あり あり あり 

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 
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価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,000,457であり（2024年
4月30日現在）、世界各地に分布
しており、価値移転ネットワーク

は分散性が高い。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,072,40であり（2024年
10月17日現在）、世界各地に分
布しており、価値移転ネットワー

クは分散性が高い。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,000,457であり（2024年
4月30日現在）、世界各地に分布
しており、価値移転ネットワーク

は分散性が高い。 

最低2,000AVAXを担保したバリ
データーがそれぞれがトランザク

ションを並列処理にて承認作業を

行い、確率的に結果が覆る事の

ない取引について承認を行う。

AVAXの保有量が多いほどトラン
ザクションの記録者における影響

力が上昇するため、記録者によ

る悪意のある行動を抑制し信頼

性を保つことができる。 
 
PoSにおけるActive Validatorの
数は、1,584であり（2024年10月
17日現在）、世界各地に分布して
おり、価値移転ネットワークは分

散性が高い。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

 

PoSにおけるActive Validatorの数

は、1,000,457であり 
（2024年4月30日現在）、世界各
地に分布されており、価値移転

ネットワークは分散性が高い。 
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【価値移転の記録者】 
 AXS IMX WBTC AVAX SHIB 

記録者の数 

Ethereumブロックチェーン上に発行
されるERC20トークンであるため、記
録者に関する情報はEthereumに依
存する。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年05月14日）​
1,010,155​
https://beaconcha.in/validators#ac
tive 

Ethereumブロックチェーン上
に発行されるERC20トークン
であるため、記録者に関する

情報はEthereumに依存す
る。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年10月17日）​
1,072,401​
https://beaconcha.in/valida
tors#active 

Ethereumブロックチェーン上に
発行されるERC20トークンである
ため、記録者に関する情報は

Ethereumに依存する。 
 
Ethereumの記録者数 
（2024年05月14日）​
1,010,155​
https://beaconcha.in/validators
#active 

1,584 
（2024年10月17日現在） 
 
https://subnets.avax.network/s
tats/validators 
 
 

Ethereumブロックチェーン上に
発行されるERC20トークンである
ため、記録者に関する情報は

Ethereumに依存する。 
 
Ethereumの記録者数:  
1,068,497​
（2024年8月26日現在）
https://beaconcha.in/validators
#active 

記録者の分布状況 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国な

ど 

米国、ドイツ、カナダ、ロシ

ア、英国など 

米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など 
米国、ドイツ、日本、英国など 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など 

記録者の主な属性 

不特定。バリデータソフトウェアを有

効化するために32 ETHをデポジット
（ステーキング）することで誰でも自由

に記録者になることができる。 

不特定。バリデータソフトウェ

アを有効化するために32 
ETHをデポジット（ステーキン
グ）することで誰でも自由に

記録者になることができる。 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

不特定。2,000 AVAXを担保する
事で誰でもネットワークに参加す

ることができる。 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

記録の修正方法 
トランザクションが記録者によって承

認されると修正を行うことはできな

い。 

トランザクションが記録者に

よって承認されると修正を行

うことはできない。 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者（バリデーター）には32ETHス
テーキングすれば誰でもなることがで

きるが、記録者が悪意を持つ行動を

おこなった場合、ステーキングした

ETHが一部または全部没収される仕
組みになっている 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば
誰でもなることができるが、

記録者が悪意を持つ行動を

おこなった場合、ステーキン

グしたETHが一部または全
部没収される仕組みになって

いる 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている 

記録者（バリデーター）には2,000 
AVAXをステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

検証に参加しない、不正を行った

場合は、ステーキング期間終了

時に支払われる報酬額が減少す

る仕組みになっている 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている 

価値移転の管理状況に あり あり あり あり あり 
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対する監査の有無 

監査を実施する者の氏名

又は名称 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

Halborn社 
（https://halborn.com/） 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

直近時点で行われた監査

年月日 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 
 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 
 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 
 

2021年9月14日 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年10月13日 

その監査結果 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見されな

かった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見され、
内3つは解決済みで、１つは解決不
要という判断となった。 
 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見

されなかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発
見され、内3つは解決済み
で、１つは解決不要という判

断となった。 
 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 
 

Halborn社、Warden Audit v1.1
のレポート内でセキュリティレベ

ルの高い問題1点が確認された
ものの、同問題は監査期間中の

2021/6/10に解決した旨を明らか
にしている。なお、その他セキュリ

ティレベルの高い欠陥は報告さ

れていない。 
 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
4つのHigh Risk Issueが発見さ
れ、内3つは解決済みで、１つは
解決不要という判断となった。 

（統括者に関する情報）      
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし 

統括者の名称 − − − - - 
統括者の所在地 − − − - - 
統括者の属性 − − − - - 
統括者の概要 − − − - - 
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Mavisは、ハッキングによる影響
を受けたユーザーに全額償還す

ることを約束した。約2,000億円
に相当する資産を保管している

Treasuryから拠出して償還を完
了している。 
 
Ethereumにおいて2020年11月
11日、コンセンサスアルゴリズム
に関連するバグによって一時的

に約30ブロックの間スプリットが
発生したが、翌日にはソースコー

ドの修正が完了している。この

際、一部のサービスプロバイダが

一時的にサービス提供を停止し

たことが確認できた。 
 
Ethereumにおいて2023年5月
12日、ブロックのファイナライズ
が約30分間遅延する障害が発
生したが、AXSへの影響はな
かった。 
 
Ethereumの大型アップデート「
The Merge」は当初20年1月に
ローンチされる予定だったが、遅

延を繰り返し最終的に22年9月
に実施された。 

したが、SHIBへの影響は確認で
きなかった。 
 

非互換性のアップデート

(ハードフォーク）の状況 

AXSの基盤となるEthereumにお
いて次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。ただし、
AXSはEthereumのみサポートし
ている。 

IMXの基盤となるEthereumにお
いて次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW、
EthereumFairに分岐。ただし、
IMXはEthereumのみサポートし
ている。 

WBTCの基盤となるEthereumに
おいて次の2つが発生している。 
①2016年7月：DAO事件の際、
ハードフォークを実施 
 
②2022年9月15日に大型アップ
グレード「The Merge」の実施に
よりEthereum、EthereumPoW
、EthereumFairに分岐。ただし、
WBTCはEthereumのみサポー
トしている。 

なし 

SHIBの基盤となEthereumに
おいて次の2つが発生してい
る。 
①2016年7月:DAO事件の
際、ハードフォークを実施 
②2022年9月15日に大型
アップグレード「The Merge」
の実施によりEthereum、
EthereumPoW 
、EthereumFairに分岐。ただ
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 し、SHIBコミュニティは
Ethereumのみサポートして
いる。 

今後の非互換性アップ

デート予定 

アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されて

いる。 

アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る。 

アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る。 

なし 
アップデートを目的としたハード

フォークが不定期に予定されてい

る。 
正常な稼働に影響を与え

たサイバー攻撃の履歴 とくになし。 とくになし。 とくになし。 とくになし。 とくになし。 
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【基礎情報】 
 BRIL BC DOGE PEPE MASK 

日本語の名称 ブリリアンクリプトトークン ブラッドクリスタル ドージコイン ぺぺ マスクネットワーク 

現地語の名称 Brilliantcrypto Token Blood Crystal  Dogecoin Pepe Mask Network 

呼称（日本語の名称と同

じ場合はー表記） ブリル BC Dogecoin ー ー 

ティッカーコード（シンボ

ル） BRIL BC DOGE PEPE MASK 

発行開始（年、月、日） 2024年5月（IEOによる販売開
始） 2024年2月13日 2013/12/6 2023年4月14日 2021年2月19日 

時価総額（ドル基準、例：

＄1.000.000） $8,204,892 $6,726,942 $51,302,487,303（2025年1月8
日現在） 

$3,727,964,001 
（2025年4月30日現在） 

$117,522,000 
（2025年4月30日現在） 

時価総額（円基準、例：￥

100.000.000） ￥1,199,522,484 ¥1,000,632,622 ¥8,107,512,621,662（2025年1
月8日現在） 

¥530,115,548,886 
（2025年4月30日現在） 

¥16,711,599,002 
（2025年4月30日現在） 

主な利用目的 

・ゲームプレイ報酬 
・つるはしのレベルアップ 
・つるはしの耐久値回復 
・ゲーム内マーケットプレイスで

のつるはしや宝石の購入 

・ゲームプレイ報酬 
・ゲーム内での消費 送金、決済、投資 送金、決済、投資 ガバナンス、ステーキング報酬 

利用制限の有無 なし なし なし なし なし 
海外流通の有無 なし あり あり あり あり 
国内流通の有無 あり なし あり なし あり 
店舗等の利用制限の有

無 なし なし なし なし なし 

利用制限を行う者の属性 なし なし ー ー ー 
利用制限の内容 なし なし ー ー ー 

一般的な性格 

ブロックチェーンゲーム「

Brilliantcrypto」でのゲームプレ
イ報酬として発行され、ゲーム内

で使用されるアイテム（つるはし

や宝石）の購入とアイテム（つる

はし）の強化に使用される暗号資

産 

ブロックチェーンゲーム「Eternal 
Crypt」でのゲームプレイ報酬とし
て発行され、ゲーム内で新たな冒

険者NFTの獲得、アイテムNFT
の購入、冒険者NFTの暗号資産
採掘力の回復、冒険者NFTの熟
練度（レベル）アップに使用される

暗号資産 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 

Ethereumブロックチェーン上で
発行されたERC-20トークン 

分散型ネットワークであるMask 
Networkのガバナンス用途のた
めに発行された暗号資産。 
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法的性格（資金決済法第

2条第5項第１号、第２号
の別 例：第1号） 

第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 

2号の場合：相互に交換
可能な1号暗号資産の名
称 

ー ‐ ー ー ー 

発行暗号資産に対する資

産（支払準備資産）の有

無および名称 
なし なし なし なし なし 

発行者に対する保有者の

支払請求権（買取請求

権） 
なし なし ー ー なし 

支払請求（買取請求）によ

る受渡資産 ー ‐ ー ー なし 

発行者が保有者に付与

するその他の権利 なし なし なし ー なし 

発行者に対して保有者が

負う義務 なし なし なし ー なし 

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 

交換（売買）の制限 なし なし なし なし なし 

価値移転、保有情報を記

録する電子情報処理組織

の形態 
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン 

保有・移転記録台帳の公

開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施し
データを記録 

公開鍵暗号の暗号化処理を施し

データを記録 
Scryptアルゴリズムを用いたプ
ルーフオブワーク 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることは困難であ

る。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることは困難であ

る。 
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利用者の真正性の確認 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信

した移転データと特定し、記帳す

る。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データを特定し、記帳す

る。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データを特定し、記帳す

る。 

利用者の真正性の確認方法とし

て、PEPEはEthereum上で発行さ

れるERC20トークンであるため、

Ethereumに依存する。 

 

Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用

いた暗号化技術により、利用者

本人が発信した移転データを特

定することで真正性の確認が可

能である。真正性の確認に必要

な公開鍵は、ランダムに生成され

た秘密鍵をsecp256k1による楕円

曲線暗号を使用することで生成し

ている。 

利用者の真正性の確認方法とし

て、MASKはEthereum上で発行さ

れるERC20トークンであるため、

Ethereumに依存する。 

 

Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用

いた暗号化技術により、利用者

本人が発信した移転データを特

定することで真正性の確認が可

能である。真正性の確認に必要

な公開鍵は、ランダムに生成され

た秘密鍵をsecp256k1による楕円

曲線暗号を使用することで生成し

ている。 

価値移転記録の信頼性

確保の仕組み 

PoS(Proof of Stake) 
PolygonチェーンはHeimdallレイ
ヤーにおいて、PoSに則って記
録者たちが記録を管理している。 

PoS(Proof of Stake) 
PolygonチェーンはHeimdallレイ
ヤーにおいて、PoSに則って記録
者たちが記録を管理している。 

Proof of work 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の不正取引を排除するた

めに、記録者全員が合意する必

要があるが、その合意形成方式）

の1つであり、一定の計算量を実
現したことが確認できた記録者を

管理者と認めることで分散台帳

内の新規取引を記録者全員が承

認する方法 

Proof of Stake (PoS) 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の不正取引を排除するた

めに、記録者全員が合意する必

要があるが、その合意形成方式）

の一つであり、保有している基軸

暗号資産の量が多いほどブロッ

ク生成（承認）の成功確率が上昇

する承認方式。 

Proof of Stake (PoS) 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の不正取引を排除するた

めに、記録者全員が合意する必

要があるが、その合意形成方式）

の一つであり、保有している基軸

暗号資産の量が多いほどブロッ

ク生成（承認）の成功確率が上昇

する承認方式。 

誕生時に技術的なベース

となったコインの有無とそ

の名称 
（アルトコインのみ） 

MATIC MATIC LTC ETH ETH 
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【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】 
 BRIL BC DOGE PEPE MASK 

取引単位の呼称 BRIL BC DOGE PEPE MASK 

保有・移転記録の最低単

位 0.000000000000000001 BRIL 0.000000000000000001 BC 0.00000001 DOGE 
0.000000000000000001 
PEPE 

0.000000000000000001 
MASK 

交換可能な通貨又は暗

号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 

交換制限 なし なし ー なし なし 
制限内容 なし なし ー ー ー 

交換市場の有無 あり あり あり あり あり 

価値が連動する資産等の

有無 なし なし なし なし なし 

価値連動する資産等の名

称 ー - ー ー ー 

価値連動する資産等の内

容 ー - ー ー ー 

価値連動する資産との交

換の可否 ー - ー ー ー 

価値連動する資産との交

換比率 ー - ー ー ー 

価値連動する資産との交

換条件 ー - ー ー ー 

その他の付加価値（サー

ビス）の有無 なし なし なし あり あり 

付加価値（サービス）の内

容 ー - ー 
Ethereum上のdAppsでの利

用が可能 
Ethereum上の様々なdAppsへ
のアクセス 
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過去3年間の付加価値
（サービス）の提供状況 ー - ー 問題無く提供されている。 

安定的にサービスを提供してお

り、且つステーキングを2024年5
月に提供した。 
https://mask.io/download-links 

105 



【発行状況】 
 BRIL BC DOGE PEPE MASK 

発行者 株式会社Brilliantcrypto BOBG PTE. LTD. ー 不明 あり 

発行主体の名称 株式会社Brilliantcrypto BOBG PTE. LTD. プログラムによる自動発行 不明 Sujitech Holding Ltd. 

発行主体の所在地 〒107-0052東京都港区赤坂
9-7-2ミッドタウンイースト6F 

16 RAFFLES QUAY (048581) 
#16-05 HONG LEONG 
BUILDING 

ー 不明 
PO Box 309, Ugland House, 
Grand Cayman, KY1-1104, 
Cayman Islands 

発行主体の属性等 非公開株式会社 非公開有限責任株式会社 ー 不明 営利企業 

発行主体概要 
ブロックチェーン技術または暗号

資産、NFTを活用したGameFiな
どのサービスの開発および配信 

暗号資産の発行実績/知見を活
用し、日本法人のトークン発行に

おける税制/会計/管理問題を解
決、トークンの発行/運用/管理か
ら暗号資産上場までを一気通貫

でサポートする企業 

不特定の保有・移転管理台帳記

録者による発行プログラムの集

団・共有管理 
匿名の発行者 

2017年に設立されたアメリカに
本社を置く営利団体であり、

Dimension.imを設立したSuji 
YanがCEOを務める。 

発行暗号資産の信用力

に関する説明 

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み 
・保有・移転管理台帳の公開 

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み 
・保有・移転管理台帳の公開 
 

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み 
・ブロックチェーンによる保有・移

転管理台帳による記録管理と重

層化した暗号化技術による記録

の保全能力 
・保有・移転管理台帳の公開 
・暗号化技術による保有者個人

情報の秘匿性 

PEPEは、イーサリアムのプラット
フォームを利用して発行された

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、記録者による記録が継続さ

れ、市場で取引されているという

実績がある。 

MASKは、イーサリアムのプラッ
トフォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

る。 
 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、記録者による記録が継続さ

れ、市場で取引されているという

実績がある。 
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発行方法 

Polygonブロックチェーン上の
ERC20トークンとして、IEO販売
枚数を含む初期発行とその都度

必要に応じて発行する。なお、

ゲーム供給分については供給実

績に基づき予想される報酬量か

ら算出した数量をBrilliantcrypto
社の決裁を経て都度発行する。 

Ethereumチェーンからのブリッジ
によってPolygonチェーンで発行
する 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 

Ethereum ERC-20 Token 
Standard 

プログラムによる自動発行。 
2021年2月19日時点で
100,000,000MASKが発行され
た。 

発行可能数 1,000,000,000枚 1,000,000,000 BC 発行上限なし 420,690,000,000,000 PEPE 100,000,000 MASK 

発行可能数の変更可否 不可 不可 ー 不可 不可 

変更方法 ー - ー ー ー 

変更の制約条件 ー - ー ー ー 

発行済み数量 85,619,021 BRIL 
(2024/7) 

853,700,000（2024年12月6日
時点） 

147,534,186,383.71 DOGE（
2025年1月8日現在） 420,690,000,000,000 PEPE 100,000,000 MASK 

今後の発行予定または発

行条件 

初期発行後は、その都度必要に

応じて発行する。なお、ゲーム供

給分については供給実績に基づ

き予想される報酬量から算出した

数量をBrilliantcrypto社の決裁を
経て都度発行する。 

EthereumチェーンでのBCは既
に全数発行されており、今後の発

行予定または発行条件はない 
PolygonチェーンでのBCは保有
者がブリッジを行うことでPolygon
チェーンで発行することが可能で

ある 
また、PolygonチェーンでのBCは
Ethereumチェーンで発行された
総発行枚数を超えることはない 

ブロック生成ごとに

10,000DOGEが新たに発行され
る。 
DOGEのインフレーションと仕組
みについては、CoinMarketCap
のDogecoinページにある「
Dogecoin Token Unlocks」にて
確認することができる。以下URL
： 
https://coinmarketcap.com/cur
rencies/dogecoin/ 
 

今後の発行予定はなし なし 
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過去３年間の発行状況 ー あり 問題なく発行されている。 
初期発行として

420,690,000,000,000 PEPEを
発行 

全量である100,000,000 MASK
が発行されている。 

過去３年間の発行理由 ー 初期発行 プログラムによる自動発行 
初期発行として

420,690,000,000,000 PEPEを
発行 

初期発行 

過去３年間の償却状況 ー バーンはされていない なし 

 
 
2023年10月24日、約6.9兆
PEPE（当時の価値で約550
万ドル）をバーンしている。 
 

なし 

過去３年間の償却理由 ー バーンはされていない ー ー ー 
発行者の行う発行業務に

対する監査の有無 あり あり なし ー あり 

監査を実施する者の氏名

又は名称 
CERTIFIED KERNEL TECH 
LLC (CertiK) 

ETHERSECURITY PACIFIC 
HOLDINGS PTE LTD ー ー HashEx 

直近時点で行われた監査

年月日 2023年9月15日 2024年3月23日 ー ー 2022年9月28日 

直近時点における監査結

果 

監査を行ったCertiK社より顧客
資産に影響を与える問題として中

央集権化された管理者アカウント

が乗っ取られた場合の危険性に

ついて指摘があり、管理者アカウ

ントの秘密鍵の取扱いの重要性

について提言があった。 
 
それを受けてBrilliantcrypto社は
秘密鍵を入退出管理されたセ

キュリティルームにてセキュリティ

ボックス内のハードウェアウォレッ

トに保存し管理を行い、また署名

当該暗号資産はOpenZeppelin
のオープンソースを使用して発行

されている。 
そのため、今回の監査前にすで

に監査を実施している 
 
監査時点で脆弱性の指摘はコン

トラクト全体を監査して出ているも

ののの重大なものは「修正済み」

となっている 
OSSの管理もされていることか
ら、脆弱性管理に関しては十分な

ー ー 

HashEx社による監査では、ス
マートコントラクトに係るセキュリ

ティ事項などについて、重大な脆

弱性は認められなかった。 
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のエアギャップ化やリカバリーフ

レーズの分散管理を行う等の安

全対策を講じることとなった。 

品質で担保できている 
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【価値移転記録台帳に係る技術】 
 BRIL BC DOGE PEPE MASK 

ブロックチェーン技術の利

用の有無 あり あり あり あり あり 

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型 パブリック型 
ブロックチェーン技術を利

用しない場合には、その

名称 
ー - ー ー ー 

利用するブロックチェーン

技術以外の技術の内容 ー - ー ー ー 

価値移転認証の仕組み 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

・台帳形式 
・価値移転認証を求める暗号

データを記録者が解読し、利用者

および移転内容の真正性を確認

して価値移転記録台帳の記録を

確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値記録公開/非公開の
別 公開 公開 公開 公開 公開 

保有者個人データの秘匿

性の有無 あり あり あり あり あり 

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 
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価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

記録者の多数決による確認を経

て移転記録が認証される仕組み

を用い、多数の記録者のネット

ワークへの参加を得ることによっ

て信頼性を確保する。 

記録者の多数決による確認を経

て移転記録が認証される仕組み

を用い、多数の記録者のネット

ワークへの参加を得ることによっ

て信頼性を確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェーン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 
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【価値移転の記録者】 
 BRIL BC DOGE PEPE MASK 

記録者の数 

105 
（2024年8月26日現在） 
 
BRILはPolygon上で発行された
トークンであるため、Polygonに
依存する。そのためPolygonの
記録者数を記載する。 

105 
（2024年12月6日現在） 
 
BCはPolygon上で発行された
トークンであるため、Polygonに
依存する。そのためPolygonの
記録者数を記載する。 

552（2025年1月8日現在） 1,052,084 
（2025年3月13日現在） 

1,052,084 
（2025年3月13日現在） 

記録者の分布状況 不特定 不特定 

US : 42% 
DE : 19% 
FR : 5% 
CA : 3% 
を中心に分布 

米国、ドイツ、カナダ、英国など 米国、ドイツ、カナダ、英国など 

記録者の主な属性 
Heimdallレイヤーで報酬を得るた

めにステーキング活動を行ってい

るステーキング参加者 

Heimdallレイヤーで報酬を得る
ためにステーキング活動を行って

いるステーキング参加者。 

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

記録の修正方法 ブロックに記録された後は修正・

変更は行われない 

ブロックに記録された後は修正・

変更は行われない なし 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

記録者の信用力に関する

説明 

Heimdallレイヤーでは記録者の

2/3+1以上が共同不正をしなけれ

ば取引記録の改竄は出来ない仕

組みとなっている。また、Fraud 

proofの仕組みを採用しており、

不正を検知した場合、誰でも不正

の報告(チャレンジ)をすることが

できる。 

Heimdallレイヤーでは記録者の
2/3+1以上が共同不正をしなけ
れば取引記録の改竄は出来ない

仕組みとなっている。また、

Fraud proofの仕組みを採用して
おり、不正を検知した場合、誰で

も不正の報告(チャレンジ)をする
ことができる。 

記録者による多数の合意がなけ

れば不正が成立せず、記録者が

十分に多数であることによって、

個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのもの

を信用の基礎としている。 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている。 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている。 

価値移転の管理状況に

対する監査の有無 
なし 

ブロックチェーンの監査(CeriK)は

なし 
ブロックチェーンの監査は実施し

なし あり あり 
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実施しているが、管理状況に対

する監査は行っていない。 

ているが、管理状況に対する監

査は行っていない。 

監査を実施する者の氏名

又は名称 - - ー 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

直近時点で行われた監査

年月日 - - ー 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年6月19日 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年6月19日 

その監査結果 - - ー 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
（統括者に関する情報）   ー ー ー 
記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし 
統括者の名称 - - ー ー ー 
統括者の所在地 - - ー ー ー 
統括者の属性 - - ー ー ー 
統括者の概要 - - ー ー ー 
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【暗号資産に内在するリスク】 
 BRIL BC DOGE PEPE MASK 

価値移転ネットワークの

脆弱性に関する特記事項 

Heimdallレイヤーでは記録者が

結託して2/3+1以上の投票力を

獲得した場合、改ざんが可能で

ある。 

 

※BRILはPolygon上で発行された

トークンであるため、Polygonに依

存する。そのためPolygonの仕様

について記載している。 

Heimdallレイヤーでは記録者が
結託して2/3+1以上の投票力を
獲得した場合、改ざんが可能であ

る。 
 
※BCはPolygon上で発行された
トークンであるため、Polygonに
依存する。そのためPolygonの仕
様について記載している。 

多数の記録者が結託し、あるい

は既存の記録者が有する処理能

力合計よりも強力な能力を用いる

ことによって、記録台帳を改竄す

ることができる脆弱性があり、

51%攻撃とも呼ばれる。 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

発行者の破たんによる価

値喪失の可能性に関する

特記事項 

BRILは、Polygon上に発行され
るトークンであることから、発行者

が破綻した場合であってもトーク

ンはチェーン上に残り、BRILの
売買が行われる限り価格喪失の

可能性はないが、利用者の減少

により価値の下落に繋がる可能

性がある。 

BCは、Ethereum上に発行され
るトークン（ブリッジを行い

Polygon上へ移行する）であるこ
とから発行者が破綻した場合で

あってもトークンはチェーン上に

残り、BCの売買が行われる限り
価格喪失の可能性はないが、利

用者の減少により価値の下落に

繋がる可能性がある。 

ー なし 
発行者が破綻した場合、当該暗

号資産の開発が停止するため価

値が下落する可能性はある。 

価値移転記録者の破た

んによる価値喪失の可能

性に関する特記事項 

価値移転記録者の全てが同時に

破綻した場合は、価値移転の記

録が停止し価値が喪失する可能

性がある。ただし、随時100～
105の記録者が稼働しており、記
録者の地域分布は不明であるも

のの、分散性があることから価値

喪失に至るほどの記録者の破綻

が同時に起こる可能性は非常に

低いと考えられる。 

価値移転記録者の全てが同時に

破綻した場合は、価値移転の記

録が停止し価値が喪失する可能

性がある。ただし、随時100～
105の記録者が稼働しており、記
録者の地域分布は不明であるも

のの、分散性があることから価値

喪失に至るほどの記録者の破綻

が同時に起こる可能性は非常に

低いと考えられる。 

ー 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（25年3月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（25年3月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

114 



移転の記録が遅延する可

能性に関する特記事項 

トランザクション数が処理能力を

超えて増大すると台帳への記録

の遅延が発生する可能性があ

る。 

トランザクション数が処理能力を

超えて増大すると台帳への記録

の遅延が発生する可能性があ

る。 

マイニングに参加するマイナーが

少なくなる、または取引が急激に

増加した場合には、移転の記録

が遅延する恐れがある。 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 
 

プログラムの不具合によ

るリスク等 に関する特記
事項 

ブロックチェーン上にデプロイさ

れたコントラクトコードに脆弱性が

あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。ただし、

23年9月に行われたコード監査
において脆弱性は指摘されてい

ない。 

現状正常に稼働しているものの、

未発見のバグが発見される可能

性がある。 

現時点ではプログラムが適正に

機能し、所有データの改竄、同一

のDogecoinの異なる者との取
引、複数の所有者が同一の

Dogecoin を同時に保有する状
況などの不適切な状態に陥るこ

とを排除しているが、未検出のプ

ログラムの脆弱性やプログラム

更新などにより新たに生じた脆弱

性を利用し、データが改竄され、

価値移転の記録が異常な状態に

陥る可能性がある。 

Ethereum上にデプロイされた
PEPEのコントラクトに脆弱性が
あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。 
ただし、これはスマートコントラク

トの脆弱性に起因しており、また

これらはその他のERC20系暗号
資産にも当てはまり、PEPE固有
の懸念点ではない。 

Ethereum上にデプロイされた
MASKのコントラクトに脆弱性が
あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。 
ただし、これはスマートコントラク

トの脆弱性に起因しており、また

これらはその他のERC20系暗号
資産にも当てはまり、MASK固有
の懸念点ではない。 

過去に発生したプログラ

ムの不具合の発生状況

に関する特記事項 
該当なし 該当なし 

2013年、オンライン暗号通貨ウォ
レットプラットフォームの「

Dogewallet」へのハッキングで、
オンライン上に保管されていた推

計2100万DOGE($12,000相当)
が盗難にあった。 

PEPEとしては不具合の発生は
確認されなかった。 

MASKとしては不具合の発生は
確認されなかった。 

非互換性のアップデート

(ハードフォーク）の状況 

2022年1月18日 EIP-1559実装
のためのアップデート 
 
2022年3月18日 Polygon PoS
へのTendermint実装により生じ
た不具合に対応するためのアッ

プデート 
 
2023年1月17日 ガス代の軽減と
ブロックチェーンの再編成（リオー

2022年1月18日 EIP-1559実装
のためのアップデート 
 
2022年3月18日 Polygon PoS
へのTendermint実装により生じ
た不具合に対応するためのアッ

プデート 
 
2023年1月17日 ガス代の軽減と
ブロックチェーンの再編成（リオー

なし 

PEPEの基盤となるEthereumに
おいて直近3年間で以下のハード
フォークが実施されている。 
①2023年4月12日 (Shapella) 
②2024年3月13日 (Dencun) 

MASKの基盤となるEthereumに
おいて直近3年間で以下のハード
フォークが実施されている。 
①2023年4月12日 (Shapella) 
②2024年3月13日 (Dencun) 
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グ）に対処するためのアップデー

ト 

グ）に対処するためのアップデー

ト 
 
2024年3月20日 Bor ネットワー
クの効率を最適化するためのアッ

プデート 

今後の非互換性アップ

デート予定 なし なし なし 

PEPEの基盤となるEthereumに
おいてアップデートを⽬的とした

ハードフォークが不定期に予定さ

れている。 

MASKの基盤となるEthereumに
おいてアップデートを⽬的とした

ハードフォークが不定期に予定さ

れている。 

正常な稼働に影響を与え

たサイバー攻撃の履歴 なし 

2022年12月12日 120ブロックの
reorgが発生した 
2023年2月22日 157ブロックの
reorgが発生した 

なし なし なし 
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【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】 
 BRIL BC DOGE PEPE MASK 

価格データの出所 
（基準日付） 

出所：Tradeview 
URL:https://coincheck.com/ex
change/tradeview/coincheck/b
riljpy 
基準日：2024年8月31日 

出所：Gate.io 
URL：
https://www.gate.io/price/blood
-crystal-bc 
基準日：2024年12月5日 

出所：CoinMarketCap 
URL：
https://coinmarketcap.com/ja/ 
基準日：2025年1月8日 

出所：CoinMarketCap 
URL：
https://coinmarketcap.com/ja/c
urrencies/pepe/ 

出所：CoinMarketCap 
URL：
https://coinmarketcap.com/ja/c
urrencies/mask-network/ 

１取引単位当たり計算単

価（ドル基準、例：＄

1.000.000） 
$0.09583025527 $0.008 $0.35（2025年1月8日現在） $0.000008862（2025年4月29

日終値） $1.17（2025年4月29日終値） 

１取引単位当たり計算単

価（円基準、例：￥

100.000.000） 
￥14.01 ¥1.19 ¥54.99（2025年1月8日現在） ¥0.001261（2025年4月29日終

値） ¥167.24（2025年4月29日終値） 

ドル/円計算レート ¥146.196 ¥148.75 ¥158.02 ¥142.94 ¥142.94 

四半期取引数量（現物、

単位は百万円） ー - 20,484 ー ー 

その他事項（当社保有比

率は、総発行枚数に対す

る利用者保有分の割合を

指す） 

・BRILはブロックチェーンゲーム「
Brilliantcrypto」においてのみ使
用できる暗号資産であり、ゲーム

の動向によって価格が変動する

可能性がある。 
・当社はBRILの受託販売実施、
取扱い及び取扱い維持にあた

り、当該暗号資産の発行者より

日本円を受領した。 
 
・当社保有比率（24年9月02日時
点：80.54% 

・当社で取扱うBCはPolygon
チェーンのみに対応している。そ

のため、Polygonチェーン以外を
利⽤したBCの受取、送⾦には対
応していない。 
・BCは『Eternal Crypt - 
Wizardry BC -』においてのみ使
⽤できる暗号資産であり、ゲーム

の動向によって価格が変動する

可能性がある。 
・当社はBCの取引所取扱い開始
にあたり、当該暗号資産の発行

者よりUSDTを受領した。 
・当社はBCの販売所取扱い開始
にあたり、当該暗号資産の発行

者よりBCトークンを受領した。 

Dogecoin Foundationの活動状
況については以下を確認する。 
■ TrailMap : 
https://foundation.dogecoin.co
m/trailmap/prologue/ 
■ ブログ : 
https://foundation.dogecoin.co
m/blog/ 

ー 

・ガバナンストークンである 
MASK は、分散型自律組織（
DAO） プロジェクトの運営や意思
決定に関わるガバナンス投票に

使用することができる。 
Mask DAOの活動状況やフォー
ラム・投票ページは以下から確認

することができる。 
■フォーラム、及び投票ページ 
https://we.mask.io/ 
 
・当社で取扱うMASKは
Ethereumチェーンのみに対応し
ている。 
そのため、Ethereumチェーン以
外を利用したMASKの受取、送
金には対応していない。 

更新年月日 2024年9月02日 2024年12月18日 2025年1月15日 2025年5月13日 2025年5月13日 
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【基礎情報】 
 GRT MANA FPL SOL TRX 

日本語の名称 ザ・グラフ ディセントラランド ファンプラ ソラナ トロン 
現地語の名称 The Graph Decentraland Fanpla Solana TRON 
呼称（日本語の名称と同

じ場合はー表記） ー ー ー Solana ー 

ティッカーコード（シンボ

ル） GRT MANA FPL SOL TRX 

発行開始（年、月、日） 2020年12月14日 2017年8月15日 2025年4⽉3日（IEOによる販売
開始日：2025年10月21日） 2020年3月16日 2017年8月28日 

時価総額（ドル基準、例：

＄1.000.000） 
$949,011,551 
（2025年4月30日現在） 

$598,896,230 
（2025年4月30日現在） 

想定時価総額は以下の通り 
約65,789,474ドル ※1 
想定価格：1.0円/FPL ※2 
発行上限数：10,000,000,000枚 
※3 
為替：1ドル=152円で計算 ※4 
※1 = (※2 × ※3) / ※4  

$77,625,902,006 
（2025年12月2日現在） 

$27,881,313,315.12 
（2026年1月6日現在） 

時価総額（円基準、例：￥

100.000.000） 
¥134,949,205,267 
（2025年4月30日現在） 

¥85,162,894,151 
（2025年4月30日現在） 

想定時価総額は以下の通り 
10,000,000,000円 ※1 
想定価格：1.0円/FPL ※2 
発行上限数：10,000,000,000枚 
※3 
※1 = ※2 × ※3 

¥12,075,640,567,835 
（2025年12月2日現在） 

¥4,384,156,290,929 
（2026年1月6日現在） 

主な利用目的 

ガバナンス投票、インデクサー用

途（報酬目的）、キューレーター

用途（報酬目的）、デリゲーター

用途（報酬目的）、コンシュー

マー用途（支払い目的） 

ゲーム内決済、ガバナンス 

・デジタルコンテンツの購入 
・ライブチケットの購入（予定） 
・ファンクラブ会費の支払い（予

定） 
・ステーキング（予定） 

送金、決済、投資、ステーキン

グ、トランザクション手数料、ガバ

ナンス投票 
送金、決済、スマートコントラクト 

利用制限の有無 なし なし なし なし なし 
海外流通の有無 あり あり なし あり あり 

国内流通の有無 あり あり 
あり 
（2025年11月11日よりコイン
チェックにて取扱い開始） 

あり あり 

店舗等の利用制限の有

無 なし なし なし なし なし 

利用制限を行う者の属性 － なし なし - - 
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利用制限の内容 ー ー ー - - 

一般的な性格 

ネットワーク内でデータプロバイ

ダーと消費者のやり取りを調整

し、インセンティブを与える目的で

発行された暗号資産 

Decentralandの決済、ガバナン
スのために発行された暗号資

産。 

当該暗号資産は、アーティスト及

びファンが『それぞれの活動価値

を最大化できる場』としてWeb3
のデジタルテクノロジーを有効活

用して持続可能な経済圏を構築

することを目的として発行される。 

分散型の価値保有・価値移転の

台帳データ維持のための、暗号

計算および価値記録を行う記録

者への対価・代償として発行され

る暗号資産 

TRXは、TRONネットワークの基
軸暗号資産であり、分散型の価

値保有・価値移転を担うととも

に、取引やスマートコントラクト実

行に必要な資源（Bandwidth・
Energy）の燃料として機能する。 
また、Super Representativeへ
の報酬や投票参加を通じたガバ

ナンス手段としても用いられる。 
法的性格（資金決済法第

2条第5項第１号、第２号
の別 例：第1号） 

第1号 第1号 第1号 第１号 第１号 

2号の場合：相互に交換
可能な1号暗号資産の名
称 

ー ー ー − - 

発行暗号資産に対する資

産（支払準備資産）の有

無および名称 
なし なし なし なし なし 

発行者に対する保有者の

支払請求権（買取請求

権） 
なし なし なし なし なし 

支払請求（買取請求）によ

る受渡資産 ー なし ー なし なし 

発行者が保有者に付与

するその他の権利 なし なし なし なし 

①投票権（ガバナンス参加）： 
TRXをフリーズすると「TRON 
Power（TP）」が付与され、保有
者はSuper Representative（SR
）の選挙に投票でき、ネットワーク

運営に参加する権利を得る。 
 
②リソース利用権（

Bandwidth/Energy）： 
TRXをフリーズすることで、取引
に必要な Bandwidth Points や
スマートコントラクト実行に必要な 
Energy を利用でき、手数料を節
約してネットワークを活用する権

利が与えられる。 
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③報酬配分権： 
投票先のSRや候補者が受け取
るブロック報酬や候補者報酬の

一部を、投票者にシェアする仕組

みがあり、保有者はその分配を

受け取る権利を持つ。 
発行者に対して保有者が

負う義務 なし なし なし なし なし 

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 
販売価格：1.0円/FPL 
交換所での取扱い後の価格決定

は保有者間の自由売買による 
保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 

交換（売買）の制限 なし なし なし なし なし 

価値移転、保有情報を記

録する電子情報処理組織

の形態 
パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリックブロックチェーン パブリックブロックチェーン 

保有・移転記録台帳の公

開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 

保有・移転記録の秘匿性 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している

為、公開されているが、移転記録

上のトランザクションやアドレス

から個人を特定をすることは困

難である。 

保有・移転の記録はパブリックブ

ロックチェーンを採用している為、

公開されているが、移転記録上

のトランザクションやアドレスから

個人を特定をすることは困難であ

る。 

公開鍵暗号の暗号化処理を施し

データを記録 

SOLの保有・移転の記録は
パブリックブロックチェーンを

採用している為、全て公開さ

れている。しかし、移転記録

上のトランザクションやアドレ

スから個人を特定をすること

はできない。 

公開鍵暗号の暗号化処理を施し

データを記録 

利用者の真正性の確認 

利用者の真正性の確認方法とし

て、The GraphはEthereum上で
発行されるERC20トークンであ
るため、Ethereumに依存する。 
 
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能である。真正性の確認に必

要な公開鍵は、ランダムに生成さ

れた秘密鍵をsecp256k1による

利用者の真正性の確認方法とし

て、MANAはEthereum上で発行
されるERC20トークンであるた
め、Ethereumに依存する。 
 
Ethereumは秘密鍵と公開鍵を
用いた暗号化技術により、利用

者本人が発信した移転データを

特定することで真正性の確認が

可能である。真正性の確認に必

要な公開鍵は、ランダムに生成さ

れた秘密鍵をsecp256k1による

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データを特定し、記帳す

る。 

利用者の真正性の確認方法

として、SOLは秘密鍵と公開
鍵を用いた公開鍵暗号方式

に依存している。公開鍵暗号

方式では、ランダムに生成さ

れた秘密鍵と、秘密鍵を

ed25519と呼ばれる楕円曲
線暗号によって変換すること

によって生成された公開鍵と

により、真正性の確認が可

能となる。 

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化

技術により、利用者本人が発信し

た移転データを特定し、記帳す

る。 
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楕円曲線暗号を使用することで

生成している。 
楕円曲線暗号を使用することで

生成している。 

価値移転記録の信頼性

確保の仕組み 

Proof of Stake (PoS) 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の不正取引を排除するた

めに、記録者全員が合意する必

要があるが、その合意形成方

式）の一つであり、保有している

基軸暗号資産の量が多いほどブ

ロック生成（承認）の成功確率が

上昇する承認方式。 

Proof of Stake (PoS) 
コンセンサス・アルゴリズム（分散

台帳内の不正取引を排除するた

めに、記録者全員が合意する必

要があるが、その合意形成方式）

の一つであり、保有している基軸

暗号資産の量が多いほどブロッ

ク生成（承認）の成功確率が上昇

する承認方式。 

PoS(Proof of Stake) 
PolygonチェーンはHeimdallレイ
ヤーにおいて、PoSに則って記録
者たちが記録を管理している。 

SOLは、プルーフオブステー
ク（PoS）及びプルーフオブヒ
ストリー（PoH）、タワーBFTと
呼ばれるコンセンサスアルゴ

リズムに依存している。PoS
のステーキングとスラッシン

グの仕組みによって、悪意あ

る攻撃の経済合理性を低下

させるように設計が行われて

いる。 

Delegated Proof-of-Stake 
(DPoS) 
 
TRX保有者が選んだ27名の
Super Representative（SR）に
よる合意形成で取引を承認し、短

時間で確定することで価値移転

記録の信頼性を担保している。 

誕生時に技術的なベース

となったコインの有無とそ

の名称 
（アルトコインのみ） 

ETH ETH MATIC（POL） - あり（ETH） 

 

【取引単位・交換制限】【連動する資産の有無等】【付加価値】 
 GRT MANA FPL SOL TRX 

取引単位の呼称 GRT MANA FPL SOL TRX 

保有・移転記録の最低単

位 0.000000000000000001 GRT 0.000000000000000001 
MANA 0.000000000000000001 FPL 0.000000001 SOL 0.000001 TRX 

交換可能な通貨又は暗

号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 

交換制限 なし なし なし なし なし 
制限内容 ー ー ー なし なし 

交換市場の有無 あり あり 2025年11月11日よりコインチェッ
クにて取扱い開始 あり あり 

価値が連動する資産等の

有無 なし なし なし なし なし 

価値連動する資産等の名 ー ー ー ー ー 
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称 
価値連動する資産等の内

容 ー ー ー ー ー 

価値連動する資産との交

換の可否 ー ー ー ー ー 

価値連動する資産との交

換比率 ー ー ー ー ー 

価値連動する資産との交

換条件 ー ー ー ー ー 

その他の付加価値（サー

ビス）の有無 あり あり なし あり なし 

付加価値（サービス）の内

容 

The Graphは、Ethereumや
IPFSなどの分散型ネットワーク
からデータを効率的に検索・取得

するためのインデックスプロトコ

ルであり、誰でも「サブグラフ」と

呼ばれるオープンAPIを作成・公
開し、それを通じてブロックチェー

ンデータにクエリを実行できる。 

ユーザーはDecentralandのメタ
バース（VR）プラットフォーム上に
アクセスすることができ、仮想空

間上のランド（土地）にセットされ

たアート街やゲーム、イベントに

参加することができる。 
また、ユーザーはDecentraland
のマーケットプレイスにおける取

引決済手段としてMANAの利用
も可能である 

ー 

Solanaは、スケーラビリティ
を最適化するパブリックベー

スレイヤーブロックチェーン

プロトコルである。開発者が

制限なしに次世代のブロック

チェーンアプリケーションを

構築するための理想的な

ツールキットを提供すること

を目指している。Solanaブ
ロックチェーンのネイティブ

トークンであるSOLの使用用
途は、ステーキング、トラン

ザクション手数料、ガバナン

ス投票の3つがある。 

ー 

過去3年間の付加価値
（サービス）の提供状況 

メインネットローンチ以来、アプリ

開発者はサブグラフ クエリを介し
てインデックス化されたブロック

チェーン データにアクセスできる
ようになった。 
2024年の第3四半期には、50 億
を超えるデータクエリが The 
Graph Network によって処理さ
れ、The Graph Network のユー
ティリティ トークンである GRT を
使用して支払いが行われた。 

・2020年2月20日、
Decentralandのメタバース（VR）
プラットフォームがローンチされ

た。 
・2022年、プライベート仮想ス
ペース「world」がリリース 
・2023年、最新バージョンの
Decentralandクリエータ向けソフ
トウェア（SDK7）がリリース 
・2024年10月21、最新バージョ
ン（decentraland2.0）のディスク
トップクライアントがリリース 

ー 

過去3年間の付加価値（サービ
ス）の提供状況として、Solanaブ
ロックチェーン上のRaydiumや
Aaveなどの分散型アプリケー
ションが開発されている。他にも

多くのアプリケーションが開発さ

れており、以下のリンクより確認

できる。 
参考：

https://solana.com/ecosystem 

ー 
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【発行状況】 
 GRT MANA FPL SOL TRX 

発行者 あり あり あり あり あり 

発行主体の名称 Edge & Node Ventures, Inc. 
(旧: Graph Protocol, Inc.) Decentraland Foundation 株式会社 Fanpla Solana Labs, Inc. TRON DAO 

発行主体の所在地 548 Market St PMB 91267 
San Francisco 94104-5401 

2385 Marron Rd、Carlsbad、
California 92008、US 

東京都渋谷区桜丘町22番地20
号 

645 Howard St 
San Francisco​, CA, 
94105-3903 
United States 

シンガポール 

発行主体の属性等 法人組織 非営利団体 非公開株式会社 営利企業 DAO（分散型自律組織） 

発行主体概要 

Edge & NodeはThe Graphコ
ミュニティとともにプロトコルの継

続的な開発をサポートすることに

加え、製品開発、The Graphエコ
システム内のプロトコルやdapps
への投資、暗号資産ネットワーク

への積極的な参加を通じて、より

広範なDeFiおよびｗeb3エコシス
テムをサポートすることを目的と

している。 

2015年、Manuel Araoz氏と
Esteban Ordano氏により発案さ
れたデジタルな土地をブロック

チェーン技術で登録する構想は、

VR（バーチャルリアリティ）技術を
組み合わせた仮想空間プラット

フォームとして進化を遂げ、2020
年2月20日にDecentralandとし
てローンチされた。同年には

Decentraland DAO（以下DAO）
とDecentraland Foundation（以
下Foundation）が設立され、それ
ぞれガバナンスとプラットフォーム

の継続的な開発を担当した。 
Foundationは開発者ツールや基
盤構築と維持を担ってきたが、

Decentraland の進化に伴い段
階的に廃止され、2030 年までに
プラットフォームが完全にDAO主
導の運用となることが公表されて

いる。 

・ブロックチェーンを用いたサービ

スの企画、開発、運営 
・WEBサイトの制作、運用及び保
守 
・アプリケーションの開発 
・チケット及び電子チケット関連業

務 
・映像コンテンツの制作 

発行主体であるSolana 
Labsは、パブリックブロック
チェーンプロジェクトとして、

スマートコントラクトを使用し

た分散ネットワークによって

開発者が制限なしに次世代

の分散型ブロックチェーンア

プリケーションを構築するた

めの理想的なツールキットを

提供することを目的とした米

国に拠点を置く民間企業で

ある。 

TRXを発行し、ネットワーク
の分散型ガバナンスを推進

する非営利・自律分散組織 

発行暗号資産の信用力

に関する説明 

The Graphは、イーサリアムのプ
ラットフォームを利用して発行さ

れたERC−20トークンであるた
め、イーサリアムの信用力に依存

MANAは、イーサリアムのプラッ
トフォームを利用して作られた

ERC−20トークンであるため、
イーサリアムの信用力に依存す

・多数の記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕

組み 
・保有・移転管理台帳の公開 

SOLの暗号資産としての信用力
は、ネットワークに参加する記録

者によって分散的に維持されて

いる。2025年12月2日時点で記

①暗号技術 
公開鍵暗号と電子署名により、取

引の正当性と改ざん防止を保

証。 
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する。 
 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、記録者による記録が継続さ

れ、市場で取引されているという

実績がある。 

る。 
 
イーサリアムは多数の記録者に

よる多数決をもって移転記録が

認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の

管理とその記録の公開によって

信用力を高めている。 
 
また、記録者による記録が継続さ

れ、市場で取引されているという

実績がある。 

録者の総数は859であり、悪意あ
るノードの選出を防止している。 
 
参照先：

https://solanabeach.io/validato
rs 

 
②DPoSコンセンサス 
27名のSRが選出されブロック生
成を担い、短時間で取引を確定さ

せ信頼性を確保。 
 
③インセンティブ設計 
SRや投票者に報酬を分配し、
ネットワーク維持を促す仕組み。 

発行方法 

The GraphはERC20トークンと
して、初期発行時に

10,000,000,000 GRTが
Ethereumブロックチェーン上で
発行された。その後は、インデク

サー、キューレーター、デリゲー

ターに対する報酬を目的にGRT
は自動発行される。 

MANAはERC20トークンとして、
2017年8月15日時点で 
Ethereumブロックチェーン上で
発行された。 

IEOで販売する初期発行分（10
億枚）に加え、毎年の上限は後

述の通り定められており、必要に

応じてPolygonブロックチェーン
上のERC20トークンとして追加
発行を行う。 
 
エコシステム枠を対象とした追加

発行の上限は、以下のとおり設

定されている。 
 
2026年 3月期：2,500万枚 
2027年 3月期〜2031年 3月期：
各年6,000万枚 
 
2032年3月期以降に追加発行さ
れる可能性のある

6,165,000,000枚（61.65%）につ
いては、いずれもエコシステムの

追加発行として、取引量や市場

流通量等を考慮した上でFPLの
流通市場に重要な影響を与えな

い範囲で発行者裁量により適宜

追加発行量を決定する。 
 
詳細に関してはホワイトペーパー

「6.4 ロックアップと解除」を参照。 

トークン供給の分配は次の

ような割合である。 

シードセールトークン：

16.23%（79,290,466SOL） 

ファウンディングセールトーク

ン：12.92％（63,151,982SOL） 

バリデーターセールトークン：

5.18％（25,331,653SOL） 

ストラテジックセールトークン

：1.88％（9,175,520SOL） 

CoinListオークションセール

トークン：1.64％（

8,000,000SOL） 

チームトークン：12.79％ 

財団トークン：10.46％ 

コミュニティトークン：38.89％ 

 

その他の発行として、ステー

キング報酬がある。ステーキ

ング報酬の付与開始日は、

SOL発行開始日である2020

年3月16日である。初年度の

SOLのインフレ率は年率8%に

初期発行に加え、ネットワーク維

持のためにブロック報酬や候補

者報酬として新規発行が継続的

に行われている。 
 
ブロック報酬： 
27名のSuper Representative（
SR）が3秒ごとにブロックを生成
し、その対価として1ブロックあた
り32 TRXを受け取る仕組み。 
 
候補者報酬： 
SR候補として上位127名に入っ
たアカウントに、6時間ごとに合計
115,200 TRXが投票数に応じて
分配される仕組み。 
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設定されており、その後年率

のインフレ率は毎年15%の割

合で低下していき（当該年度

のインフレ率＝前年度のイン

フレ率＊0.85）、11年経過後

あたりからは1.5%で固定され

る。 

発行可能数 上限なし 2,193,883,827 MANA 10,000,000,000 FPL 上限なし 上限なし 

発行可能数の変更可否 可 不可 不可 可 可 

変更方法 コミュニティ投票および評議会で

の決議により変更される ー ー 

Solanaはオンチェーンガバナン
スを採用しており、トークン保有

者が提案に対して投票を行うこと

で、ネットワークの重要な変更を

決定する仕組みを持っている。​こ
れにより、トークンの発行枚数や

インフレーション率の変更もガバ

ナンスプロセスを通じて可能であ

る。​ 

バリデーターの上位27位が発行
可能数の変更を提案し、その提

案に対して2/3以上のバリデー
ターの同意を得られた場合に発

行可能数が変更される。 

変更の制約条件 ー ー ー ー  

発行済み数量 10,800,262,823 GRT 2,193,179,327MANA 3,510,000,000 FPL 
（2025年11月11日現在） 

615,347,797 SOL（2025年12月
2日時点） 

94,699,090,162.88 TRX 
（2026年1月5日時点） 

今後の発行予定または発

行条件 ー なし 
上記「発行方法」参照 

ステーキング報酬による発

行がある。ステーキング報酬

の付与開始日は、SOL発行
開始日である2020年3月16
日である。初年度のSOLの
インフレ率は年率8%に設定

ブロック報酬： 
27名のSuper Representative（
SR）が3秒ごとにブロックを生成
し、その対価として1ブロックあた
り32 TRXが発行される。 
 
候補者報酬： 
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されており、その後年率のイ

ンフレ率は毎年15%の割合
で低下していき（当該年度の

インフレ率＝前年度のインフ

レ率＊0.85）、11年経過後あ
たりからは1.5%で固定され
る。 

SR候補として上位127名に入っ
たアカウントに、6時間ごとに合計
115,200 TRXが投票数に応じて
分配、発行される。 

過去３年間の発行状況 
初期発行された10,000,000,000 
GRTと合わせて、ステーキング報
酬用として追加発行された。 

2025年2月25日現在、過去3年
で発行に関する情報は確認され

なかった 
ー 

トークン供給の分配は次の

ような割合である。 
シードセールトークン：

16.23%（79,290,466SOL） 
ファウンディングセールトーク

ン：12.92％（
63,151,982SOL） 
バリデーターセールトークン：

5.18％（25,331,653SOL） 
ストラテジックセールトークン

：1.88％（9,175,520SOL） 
CoinListオークションセール
トークン：1.64％（
8,000,000SOL） 
チームトークン：12.79％ 
財団トークン：10.46％ 
コミュニティトークン：38.89％ 
2018年4月5日から2021年6
月9日にかけて6回のトーク
ンセールがあった。 
 
その他の発行として、ステー

キング報酬がある。ステーキ

ング報酬の付与開始日は、

SOL発行開始日である2020
年3月16日である。初年度の
SOLのインフレ率は年率8%
に設定されており、その後年

率のインフレ率は毎年15%

2023年〜2024年 
TRONネットワークは安定的に稼
働し、Super Representativeへ
のブロック報酬および候補者報

酬による 新規発行はトラブルなく
継続して行われた。 
 
2025年 
6月にガバナンス投票（提案#102
）が可決され、ブロック報酬が

16→8 TRX、候補者報酬が
160→128 TRXに引き下げられ
た。これにより、新規発行ペース

は従来より抑制されている。 
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の割合で低下していき（当該

年度のインフレ率＝前年度

のインフレ率＊0.85）、11年
経過後あたりからは1.5%で
固定される。 

過去３年間の発行理由 
データプロバイダー (インデク
サー、デリゲーター) にインセン
ティブを与える目的で発行された 

2025年2月25日現在より過去3
年間の発行はなし ー 

ICOによる資金調達を目的と
して発行している。 
その後の発行としてステーキ

ング報酬がある。 

①ネットワーク維持のためのブ

ロック報酬 
Super Representative（SR）が
ブロックを生成する対価として支

払われる報酬。 
 
②ガバナンス参加を促す候補者

報酬 
SR候補（上位127アカウント）に、
投票数に応じて分配される報酬。 

過去３年間の償却状況 

データ消費者からデータプロバイ

ダー (インデクサー、デリゲー
ター、 キュレーター)に支払われ
るプロトコル手数料の一部が償

却対象となる。これらの償却率は

コミュニティおよび評議会によっ

て決定される。 

あり ー 
2020年5月25日に
11,365,067SOLの償却が
あった。 

2022年以降 
TRONネットワークではバーンが
継続的に行われ、累計で 11億枚
以上のTRXが焼却されたと報告
されている。 
 
2023年 
定常的にバーンが続き、総供給

量はピーク（約1,020億TRX）か
ら減少に転じた。 
 
2024年 
1年間でのバーン総量は新規発
行量を上回り、供給が 年率で約
2.93%減少したと分析されてい
る。 
 
2025年（現時点まで） 
バーンは継続中で、例として

2024年第3四半期には2週間で 
約2.7億TRX が焼却された事例
がある。 

過去３年間の償却理由 インフレ抑制を目的とした償却 MANAトークンのデフレを目的に
償却（Burn）された。 ー 

透明性の高い方法でマー

ケットメイク契約を再構築す

①インフレ抑制 
TRXはブロック報酬や候補者報
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るため、マーケットメイカーよ

り総額3,365,067SOL、財団
より8,000,000SOLを受け取
り、Foundation管理ウォレッ
ト内のSOLの総額は
11,365,067SOLとなった。そ
の後、11,365,067SOLの全
量が、非循環供給アドレスの

ホワイトリストウォレットに移

され循環供給から償却され

た。 

酬によって新規発行が続くため、

供給過多を防ぐ目的で定期的に

バーンが行われてきた。 
 
②価値の安定と信頼性維持 
供給量を減らすことで希少性を高

め、投資家や利用者に対して

TRXの価値基盤を安定的に示す
狙いがある。 
 
③エコシステム施策との連動 
例えば2024年には「SunPump」
導入に伴い短期間で2.7億TRX
がバーンされるなど、プロジェクト

施策の一環として大規模焼却が

行われた。 
発行者の行う発行業務に

対する監査の有無 あり あり あり あり あり 

監査を実施する者の氏名

又は名称 OpenZeppelin Open Zeppelin TECHFUND Inc. Halborn, Inc. CHAINCESECURITY 

直近時点で行われた監査

年月日 2021年4月27日 2017年7月22日 2024年11月20日 2023年9月23日 2024年8月26日 

直近時点における監査結

果 

監査の結果、中程度の問題が2
点、低程度の問題が2点見つかっ
たが、すべて修正ずみである 

コード監査によって挙げられた問

題点は、コードのアップデートに

伴い修正済みである 

TECHFUND Inc.によるコード監
査を実施した結果、特筆して問題

ないことを確認済み。 

Halbornによる監査により、
SOLのコントラクトに問題が
ないことが確認できた。 

CHAINSECURITYによる本レ
ビューでは、重大な脆弱性は確

認されず、検出された課題の大

半が修正または設計上の妥当性

により解消されている。 
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【価値移転記録台帳に係る技術】 
 GRT MANA FPL SOL TRX 

ブロックチェーン技術の利

用の有無 あり あり あり あり あり 

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 
ブロックチェーン技術を利

用しない場合には、その

名称 
ー ー ー ー − 

利用するブロックチェーン

技術以外の技術の内容 ー ー ー ー なし 

価値移転認証の仕組み 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値移転認証の仕組みにPoSを

採用している。PoSでは、ブロック

の生成や承認の役割を担う記録

者が利用者及び移転内容の真正

性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。記録者として

選出されるためにはSOLをステー

キングする必要があり、記録者が

悪意のある行動を取った際には

スラッシュ（没収）が行われる。そ

れにより、記録者による攻撃のイ

ンセンティブを削減し、セキュリ

ティの向上が図られている。 

台帳形式。価値移転認証を求め

る暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値記録公開/非公開の
別 公開 公開 公開 公開 公開 

保有者個人データの秘匿

性の有無 なし あり あり なし あり 

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 - 公開鍵と秘密鍵による暗号化 
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価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号により連鎖する台帳群

（ブロックチェ－ン）および記録者

による多数決をもって移転記録

が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの

参加を得ることによって、データ

改竄の動機を排除し、信頼性を

確保する。 

記録者の多数決による確認を経

て移転記録が認証される仕組み

を用い、多数の記録者のネット

ワークへの参加を得ることによっ

て信頼性を確保する。 

SOLは、Solanaブロック
チェーン上に発行されている

暗号資産である為、コンセン

サスアルゴリズムはSolana
ブロックチェーンが採用して

いるPoS及びプルーフオブヒ
ストリー（PoH）、タワーBFT
に依存している。タワーBFT
はPBFTのPoHに適合するア
ルゴリズムであり、ネットワー

クの過半数が投票していると

考えられるフォークに投票し

続けることが記録者の利益

になる。また、PoS型のブ
ロックチェーンでもあるため、

記録者として選出されるため

にはSOLをステーキング（担
保としてロック）する必要があ

り、記録者が悪意のある行

動を取った際にはスラッシュ

（没収）が行われる。それに

より、記録者による攻撃のイ

ンセンティブを削減し、セキュ

リティの向上が図られてい

る。 

オープンネットワークの脆弱性に

対し、暗号署名による台帳の連

鎖と、Super Representativeに
よるDPoSの多数決方式を用い
ることで移転記録を認証し、多数

の参加者の関与と報酬インセン

ティブによりデータ改ざんの動機

を排除して信頼性を確保する。 
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【価値移転の記録者】 
 GRT MANA FPL SOL TRX 

記録者の数 1,052,084 
（2025年3月13日現在） 

1,052,084 
（2025年3月13日現在） 

105 
（2025年11月11日現在） 
 
FPLはPolygon上で発行された
トークンであるため、Polygonに
依存する。そのためPolygonの
記録者数を記載する。 

859  
（2025年12月2日現在） 
 

27 
（2026年1月5日現在） 

記録者の分布状況 米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など 
米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英

国など 不特定 

記録者の地域分布について情報

を得られなかったため、累積ス

テーキング率が合計33.3%以上と

なる上位19ノードについて地域を

記載する。 

米国：6 

カナダ：2 

ドイツ：1 

エストニア：1 

ウクライナ：1 

ドイツ：1 

フランス：１ 

不記載：6 

不特定 

記録者の主な属性 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

不特定。バリデータソフトウェアを

有効化するために32 ETHをデポ
ジット（ステーキング）することで

誰でも自由に記録者になることが

できる。 

Heimdallレイヤーで報酬を得る
ためにステーキング活動を行って

いるステーキング参加者。 

記録者について確認をした

結果、必要な要件を満たすこ

とで誰でも記録者としてネット

ワークに参加することがで

き、公式エクスプローラーに

てアドレスを確認することが

できる。しかしながら、記録

者の属性を特定する情報は

公開されていない。 

 不特定。誰でも必要な要件（
9,999 TRXバーン）を満たして立
候補でき、投票で上位27位に入
れば記録者（SR）になれる。 
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記録の修正方法 
トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

トランザクションが記録者によっ

て承認されると修正を行うことは

できない。 

ブロックに記録された後は修正・

変更は行われない。 

ネットワーク上のノードが特

定のフォークに投票するたび

に、投票はスロットと呼ばれ

る一定期間のハッシュに制

限される。現在のネットワー

クの設定では、1つのスロット
に約400ミリ秒の時間が設定
されている。400ミリ秒ごとに
ネットワークはロールバック

ポイントを持っているが、そ

れ以降の投票を行うたびに、

その投票をアンロールするま

でにネットワークが停止しな

ければならない時間が2倍に
なる。 

一度確定した記録は修正できな

い。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている。 

記録者（バリデーター）には

32ETHステーキングすれば誰で
もなることができるが、記録者が

悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部
または全部没収される仕組みに

なっている。 

Heimdallレイヤーでは記録者の
2/3+1以上が共同不正をしなけ
れば取引記録の改竄は出来ない

仕組みとなっている。また、

Fraud proofの仕組みを採用して
おり、不正を検知した場合、誰で

も不正の報告(チャレンジ)をする
ことができる。 

Solanaブロックチェーンにお

いては、誰でも記録者になる

ことができ、また記録者は広

く分散している為、ネットワー

クに参加する個々の信用力

ではなく、全体の信用力につ

いて記述する。記録者の一

部が結託をして悪意ある判

断をする可能性は否定でき

ないが、記録者として活動す

るためには担保としてSOLの

ステーキングが必要であり、

スラッシュ（没収）の仕組みも

実装されている。これによっ

て記録者が悪意ある判断を

行う合理的なインセンティブ

が発生しないように設計され

ている。 

記録者（SR）は投票で選ばれ、報
酬で動機付けされ、常に交代可

能な仕組みによって信用力が担

保される 

価値移転の管理状況に

対する監査の有無 あり あり なし 
ブロックチェーンの監査

あり あり 
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(TECHFUND Inc.)は実施してい
るが、価格移転の管理状況に対

する監査は行っていない。 

監査を実施する者の氏名

又は名称 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

＜go-ethereum＞ 
TrueSec社 
 
＜Prysm＞ 
Quantstamp社 

ー Halborn, Inc. CHAINSECURITY 

直近時点で行われた監査

年月日 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年6月19日 

＜go-ethereum＞ 
2017年4月25日 
 
＜Prysm＞ 
2020年6月19日 

ー 2023年9月23日 2024年8月26日 

その監査結果 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 

＜go-ethereum＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった 
 
＜Prysm＞ 
クリティカルな脆弱性は発見され

なかった。 

ー 
Halbornによる監査により、
SOLのコントラクトに問題が
ないことが確認できた。 

TVM（TRON Virtual Machine）・
コンセンサス・P2Pを重点的にレ
ビューし、重大な3つの脆弱性を
発見・修正済み。 

（統括者に関する情報）    ー  

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし 
統括者の名称 ー ー ー ー − 
統括者の所在地 ー ー ー ー − 
統括者の属性 ー ー ー ー − 
統括者の概要 ー ー ー ー − 
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【暗号資産に内在するリスク】 
 GRT MANA FPL SOL TRX 

価値移転ネットワークの

脆弱性に関する特記事項 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行

うことで、記録台帳及びプログラ

ムの改竄が可能であるが、記録

者が十分に分散している状況で

は改竄は発生しにくいものと考え

られる。 

他のPoSを採用しているブロック
チェーンと同様に、Ethereumの
多数のバリデーター（記録者）が

結託して取引の承認手続きを行う

ことで、記録台帳及びプログラム

の改竄が可能であるが、記録者

が十分に分散している状況では

改竄は発生しにくいものと考えら

れる。 

Heimdallレイヤーでは記録者が
結託して2/3+1以上の投票力を
獲得した場合、改ざんが可能で

ある。 
 
※当該暗号資産はPolygon上で
発行されたトークンであるため、

Polygonに依存する。そのため
Polygonの仕様について記載し
ている。 

価値移転ネットワークはSolana
ブロックチェーンが採用している

コンセンサスアルゴリズムである

PoS、PoH及びタワーBFTに依
存する。Halborn社による監査の
結果、SOLの価値移転に関して
脆弱性は見つけることができな

かった。 

SRが少数で構成されるため、大
多数が結託すれば特定の取引を

ブロックに含めないことで、将来

の取引を拒否・停止するおそれ

がある。 

発行者の破たんによる価

値喪失の可能性に関する

特記事項 

発行者が破綻した場合、The 
Graphの開発が停止するため、
GRTの価値が下落する可能性
はある。ただし、発行者は、2019
年から2022年の間に約60Mド
ル、2020年10月25日のICOにて
約12Mドルの調達を行い運用資
金を確保しているため、発行者が

破綻する可能性は低いと考えら

れる。 

発行者が破綻した場合には、一

時的にMANAの価値が下落する
可能性はある。ただし、

DecentralandはDAOの運用に
伴い、プロジェクトの開発方針や

資金用途の権限をコミュニティに

委ねているため、開発者の破綻

が理由で価値喪失には至らない

と判断している。 

当該暗号資産は、PolygonPoS
上に発行されるトークンであるこ

とから、発行者が破綻した場合で

あってもトークンはチェーン上に

残り、売買が行われる限り価格

喪失の可能性はないが、利用者

の減少により価値の下落に繋が

る可能性がある。 

SOLの発行者であるSolana 

Labsは、開発をリードしてい

る組織であるため、破綻によ

り開発が遅延又は停止した

場合、価値が毀損する可能

性がある。ただし、SOLの発

行及び記録が行われている

Solanaブロックチェーンはす

でにリリースされ分散型の運

用が行われていることから、

発行者が破綻したとしても価

値が完全に消失する可能性

は低いと考えられる。 

発行主体であるDAOの活動が停
止しても、ネットワーク自体が稼

働し続け、TRXの取引が行われ
る限り、発行者破たんによる直接

的な価値喪失の可能性は低い。 

価値移転記録者の破た

んによる価値喪失の可能

性に関する特記事項 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（25年3月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

ステーキングプールのLidoなど、
バリデーターの占有率が高い記

録者が破綻した場合、価格の下

落が予想されるが、記録者の総

数は100万以上存在し（25年3月
現在）、世界各地に分散されおり

十分な分散性があるため、価値

喪失の可能性は低い。 

価値移転記録者の全てが同時に

破綻した場合は、価値移転の記

録が停止し価値が喪失する可能

性がある。 
ただし、随時100～105の記録者
が稼働しており、記録者の地域

分布は不明であるものの、分散

性があることから価値喪失に至る

ほどの記録者の破綻が同時に起

こる可能性は非常に低いと考え

られる。 

SOLの価値移転記録者の全

てが同時に破綻した場合

は、価値移転の記録が停止

し、価値が喪失する可能性

がある。ただし、ノードは分散

しており、全てが同時に破綻

する可能性は低いと考えら

れる。また、記録者は2025年

12月2日時点で859存在して

記録者（SR）数が限定的であるも
のの、選挙による交代性がある

ため、記録者の破綻による価値

喪失リスクは低い。 
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いるため、価値移転記録者

の一部が破綻した場合で

あっても、価値移転作業に影

響はないと考えられる。 

 

参照先：

https://solanabeach.io/validat

ors 

移転の記録が遅延する可

能性に関する特記事項 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

処理性能以上のトランザクション

が発生した場合は記録の遅延が

発生する可能性がある。ただしプ

ロト・ダンクシャーディング（L2の
データ使用量を削減することでス

ケーラビリティを向上させるアップ

デート）など、この問題解決に向

けて開発が進められている。 

トランザクション数が処理能力を

超えて増大すると台帳への記録

の遅延が発生する可能性があ

る。 

SOLの移転記録の遅延可能

性は、Solanaブロックチェーン

が採用しているコンセンサス

アルゴリズムであるPoS、PoH

及びタワーBFTに依存する。

PoH及びタワーBFTを用いる

Solanaブロックチェーンにお

いて、1秒当たりに処理可能

なトランザクション数（TPS）は

65,000TPSとされている。これ

を大きく上回るトランザクショ

ンが発生した場合、記録処

理が追い付かなくなり移転の

記録が遅延する可能性があ

る。 

処理能力を上回る量のトランザク

ションが同時に発生した場合に

は、トランザクションが待機状態と

なり、移転記録の確定が遅延す

る可能性がある。 
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プログラムの不具合によ

るリスク等 に関する特記
事項 

Ethereum上にデプロイされた
The Graphのコントラクトに脆弱
性があった場合に不正に資産が

盗み取られるリスクがある。ただ

し、これはスマートコントラクトの

脆弱性に起因しており、またこれ

らはその他のERC20系暗号資
産にも当てはまり、GRT固有の
懸念点ではない。 

Ethereum上にデプロイされた
MANAのコントラクトに脆弱性が
あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。 
ただし、これはスマートコントラクト

の脆弱性に起因しており、またこ

れらはその他のERC20系暗号資
産にも当てはまり、MANA固有の
懸念点ではない。 

ブロックチェーン上にデプロイされ

たコントラクトコードに脆弱性が

あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。 
ただし、コード監査において発見

された不具合に関しては修正ず

み。 

Halborn社によるSOLのスマー

トコントラクトの監査の結果、

SOLのスマートコントラクトに

は既知の脆弱性は見つから

なかった。 

ブロックチェーン上にデプロイされ

たコントラクトコードに脆弱性が

あった場合に不正に資産が盗み

取られるリスクがある。 

過去に発生したプログラ

ムの不具合の発生状況

に関する特記事項 

The Graphとしての不具合の発
生は確認されなかった。 

MANAとしての不具合の発生は
確認されなかった。 

当該暗号資産に関する不具合の

発⽣は該当なし。 

2020年12月4日のUTC午後1

時46分頃、Solanaネットワー

クにおいて、スロット

53,180,900でブロックの生成

が行われなくなるというバグ

が生じ、一時的にネットワー

クが停止した。結果的には、

金銭的な損失などはなく、開

発者チームとバリデーターコ

ミュニティの協力により、問

題が発生してから6時間以内

にネットワークは正常に再起

動した。 

上記のほか、Solanaネット

ワークは、2021年9月に約18

時間、2022年5月初（日本時

間）にも約7時間、2024年2月

6日に約5時間に亘って稼働

が停止しているが、いずれも

正常な再起動に成功してい

る。 

なし 
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非互換性のアップデート

(ハードフォーク）の状況 

The Graphの基盤となる
Ethereumにおいて直近3年間で
以下のハードフォークが実施され

ている。 
①2023年4月12日 (Shapella) 
②2024年3月13日 (Dencun) 

MANAの基盤となるEthereumに
おいて直近3年間で以下のハード
フォークが実施されている。 
①2023年4月12日 (Shapella) 
②2024年3月13日 (Dencun) 

FPLの基盤となるPolygonPoSに
おいて直近3年間で以下のハード
フォークが実施されている。 
①2023年1月17日 ガス代の軽
減とブロックチェーンの再編成（リ

オーグ）に対処するためのアップ

デート 
②2023年10月13日 Aalborg
アップデートにてトランザクション

の確定性を向上させ、リオーグの

可能性を低減させた 
③2024年9月4日 MATICトーク
ンからPolyton Ecosystem 
Token (POL）トークンに移行。
PIP-17でPOLへの移行、PIP-42
でstakingに関する提案がされた 
④2024年9月26日 Ahmedabad
アップデートが実施され、スマート

コントラクトの最大コードサイズが

32KBに拡大（PIP-30）され、ネイ
ティブトークン表示が“MATIC”か
ら“POL”に変更（PIP-45）された 
⑤2025年7月1日 Bhilaiアップ
デートが実施され、Polygon PoS 
チェーンの処理能力の向上、ガス

費の安定化、EIP-7702によるア
カウント抽象化サポートが追加さ

れた 
⑥2025年7月10日 Heimdall v2
アップデートが実施され、

CometBFT + Cosmos-SDK 
v0.50を用いたコンセンサス・レイ
ヤーの刷新が行われ、ブロック最

終確定時間の短縮やリオーグの

可能性低減が図られた 

SOLは、Solanaブロックチェー

ン上に発行されており、過去

に非互換性アップデートの状

況は確認できなかった。 

なし 

今後の非互換性アップ

デート予定 

GRTの基盤となるEthereumに
おいてアップデートを⽬的とした

ハードフォークが不定期に予定さ

れている。 

MANAの基盤となるEthereumに
おいてアップデートを⽬的とした

ハードフォークが不定期に予定さ

れている。 

なし なし なし 
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正常な稼働に影響を与え

たサイバー攻撃の履歴 
なし なし 

なし なし 

メインネット一時停止（2020年11
月2日） 
 
状況：アップグレード中のメイン

ネットで、悪意あるコントラクトに

よる攻撃により、SRによるブロッ
ク生成が一時中断。 
 
影響：ネットワークが約2時間停
止し、すべてのサービスがダウ

ン。 
 
対応：問題を開発者とSRが迅速
に修正し、ブロック生成は再開。

ユーザー資産は無事。 
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【流通状況】【その他事項】【概要説明書の更新年月日】 
 GRT MANA FPL SOL TRX 

価格データの出所 
（基準日付） 

出所：CoinMarketCap 
URL：
https://coinmarketcap.com/cur
rencies/the-graph/ 

出所：CoinMarketCap 
URL：
https://coinmarketcap.com/ja/c
urrencies/decentraland/ 

未流通であるため流通状況に関

するデータは存在しないが、発行

上限数100億FPLのうち10%の
10億FPL（1円/FPL）をIEOで一
般投資家に販売。 

出所：CoinMarketCap 
URL：
https://coinmarketcap.com/ja/c
urrencies/solana/ 

出所：CoinMarketCap 
URL：
https://coinmarketcap.com/cur
rencies/tron/ 

１取引単位当たり計算単

価（ドル基準、例：＄

1.000.000） 

$0.09708 
（2025年4月29日終値） 

$0.3084 
（2025年4月29日終値） ー $138.67 

（2025年12月2日終値） 
$0.29 
（2026年1月5日） 

１取引単位当たり計算単

価（円基準、例：￥

100.000.000） 

¥13.82 
（2025年4月29日終値） 

¥43.88 
（2025年4月29日終値） ー ¥21,605.93 

（2025年12月2日終値） 
¥46.26 
（2026年1月5日） 

ドル/円計算レート ¥142.94 ¥142.94 ー 1ドル/155.80円（2025年12月2
日） 

1ドル/159.51円（2026年1月5
日） 

四半期取引数量（現物、

単位は百万円） ー ー ー ー - 

その他事項（当社保有比

率は、総発行枚数に対す

る利用者保有分の割合を

指す） 

The Graphにはネットワークの安
全性とトークンの経済的健全性を

維持するため、インフレーションと

償却（バーン）の仕組みがある。 
 
■インフレーション 
インデクサー（ノードオペレー

ター）がサブグラフ（特定のブロッ

クチェーンデータの集合）にス

テークを割り当てる報酬として年

3％新規発行される。 
■バーン 
クエリ手数料やスラッシングによ

り年約1%が償却（バーン）され
る。 
 
詳細は「Token Supply: Burning 
& Issuance」にて確認することが
できる。 
https://thegraph.com/docs/en/r

・当社で取扱うMANAは
Ethereumチェーンのみに対応し
ている。 
そのため、Ethereumチェーン以
外を利用したMANAの受取、送
金には対応していない。 

・FPLは、Fanpla経済圏内での
み利用可能な暗号資産であり、

当該経済圏の発展状況や利用動

向等により価格が変動する可能

性（価格変動リスク）がある。 
・当社は当該暗号資産の受託販

売、取扱い及び取扱い維持にあ

たり、当該暗号資産の発行者より

当該暗号資産及び日本円を受領

した。 
・当社保有比率：当社取引所およ

び販売所で取扱いが開始される

2025年11月11日以降、当該暗
号資産の概要説明書にて開示予

定。 

■インフレーション 

SOLは、インフレ率を段階的に引
き下げることで通貨価値の希薄

化を抑制している。2025年12月
時点の年間インフレ率は約4％で
あり、約180エポックごとに15％
ずつ低下し、2030年頃には1.5
％で安定する予定である。 

TRXは、TRONネットワーク上で
のブロック生成・投票に対する報

酬として新規発行される一方、取

引手数料等として消費された一

部のTRXが自動的に償却（バー
ン）される仕組みを有している。 
将来の供給量はネットワークの

利用状況やガバナンス決定によ

り増減する可能性がある。 
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esources/tokenomics/#token-s
upply-burning--issuance 
 
・当社で取扱うThe Graphは
Ethereumチェーンのみに対応し
ている。 
そのため、Ethereumチェーン以
外を利用したThe Graphの受
取、送金には対応していない。 

更新年月日 2025年5月13日 2025年5月13日 2025年11月11日 2025年12月11日 2026年1月29日 
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